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フェロシアン化モリブ＇デ｀ンの放対l生桟積：：対するイオン交採苓勅
I B 1 

放医石If
0う可村正一，里滝克己／大網（祭司，伊シ尺正庚

アェロシアパヒ含物のあるものばアルカリ金届と <1ニセシウムをよく喉着すうこと
が認のられている。ささ'::フェロシアン化亜釦はフェロシアン化ナI-リウJ.,,. 1 I ：：対し
て訥酸亜鉛d: 3 の割合に幻之ると生尿し I 7ェロシアン化亜釦ナ{-リウL\ I太 I : I の
割合(::.加えると生成することが｀分か,) I :_の両考の向ぜCS とのイオン交涙友応が恙し
く黒tよるここが認められた（第 /0回放射化学話諭会）。同むような傾向が 7ェロシア
ン化銅とフェロシアン化飼ナトリウW. I フェロシアン化ニッケ 1レとフェロシア＞化二
ッケIしナトリウムの I句がみらポた（日本化学会第2/年会）。このようにフェロシアン
化合切のあるtの I太出芽物質が麟しい吸ぇることによリ生成物噴の森l 成が定ゎ 1) I 

その生放均留のイオン交秩挙勅が著 L く笈わるュフェロシアン化モ I) プデン 1:. J旬する
研窃は 8a.etsl砂によって行なわれているが‘／このような戎象がアェロシアン化モリフ｀I
デン£｀も謡のら爪るかどう h'L りべた。
冥敦
筍篠::.1詞 L tこ吸着ィ本ばかきまぜながら下此知放の A 液と B 液とカロ之 I 品加D i品 L

I I 日放置後，ぅ虎殿とシ戸刻／シ克浮， I恥町丸無＊繕酸と入れ r2 デ＇シケータ中て9‘衷綬し
這った。 AI B 両液のう毘合比卒，よ次の過 I) て｀｀ある。
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/ ｷー2M Na」M。。!.i- ;_,,,,. 0,4 t1 HCP.. 

B シ夜 .. 

0、 2M 幽Fe(CN)、伍 0,4 M HefL 

鐸1系数， kcJ.., I古イオ戌呼m、／ ~I::. 放紺l'生枝種を含む溶液（約 /0 万 CP爪位）か戒
を加え，一定睛向ふ l) まぜ‘たのち，度，I.;..窃蝉(gooorpm 、 /071 向） L た上洛成 2 mR. 

の放的能と井戸型シンチしーション計紋袈重ゼ測定し常法によ I) 算出 L た。
紅果
吸叡本 No. 1 1 No. 2, No. 3 の相互比紋（ I) 北殷生成釦吸着ィ本11 2..の色心脅

紅心ヤ遥i,'O..長晒向庄密 L' えらポ rむ虎翡が乾僚すると里青色となった．一方 No、 3
1ま容易，：：オ過心，蔽燥 Ltこ卦恥tぽ禍色て‘‘あった。また Nol1 2 ，よ太：：滓，ナるが‘,
心o. 3 は難落ふ｀あっt2.。
(2}X線廻折（悦戸）の系名果 咬羞ィ本の X線廻折l fターンさ理学覗局閑の
D-3 F 型て‘測定 L に。その系舌寮 a第 1 回：：：：示す。 No` 1, 2 のX線起咋ぐ 9 -`/1 本よ
く似て 1 ヽるのぜ雑昂樟造．も，かなリ粒似 L ていると考えられる。一方， No. 3,;t No. 
1, 2 ，二くらべ綿晶性が劣→ている.)::ぅて｀ある。
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第2.. 1刃水／シ’'オキサン (I'I) 中の '3をS の K4
と •3•1)まむ硝油の旬イf

(3) セシウムに対する啜藩学動
釦，之は未滓液'Z·`若干璃t~のぜ維落
な，＊ジオキサン (I : I) の渚吸,:. Cs 
左カロ之て（景終濃度,o-zM Cs) 、3 ヽ 1) ませ

た。その条ま果 Iま第2. l団 1二示すよう 1 ：：： ／イ
オ汲埓産扇まかな I) 早くf/o. 1, 2., 3 

の 1年差が‘践ダ）られはかった。平衝に達一
L tこのちば NO, 3 (j)突釆老噌·ヵ環を大芝
< I No. 2,  Mo, 1 の Iリ虹，I、 S くなった。

No,3 のイオン交換挙託
3 →の咬蕎（本の中 z‘No.3 ，む未，：：：難応‘交
検容曾が大きいのが文紅I•財げをの吸着味
と L て利用ぜ芝る。群浦筵汲の濃度乏度
えてら布保致の夜化を L らべt之。第 31回
心到本ま加えtが 1放佑厨耀を 1打ヽ／ r：：：'葬
果て 大体 0、 ISM から.2. M の足鰈彼度の

．庇珈，せ｀ぱ Cs＋の勾配,;ー／，長st -e，'I 土
-3, Ce3t-t‘/士 -3, G討， Sr2+,ホーユ

となリ／それぞ｀れ頓号ィ詞用のぅ去恥 L tこ
が｀うことがらがった。石尚酸凋頃澤｀O.J
M防血よ ,),I、ざ< rよると全｛本として

＜4'·よさ」王ど大包くならず、あるもの Iよか之つて．減少するような紬向が年ら爪fと。こ
汲紅和 ZM訪醸さ加えてふ I) ませ‘ると／わずかに着色するの-f. I わず力‘て｀‘はある
杞訊和t~ようて｀｀ある。: No,3 1衣画ちなメ、.,、レュサイズ‘'二そる之シことが‘で｀王らので
7 ラムワロマト 11 うつィーと L ての応 I司も可貸；て，、あると芳之られる。
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1 B 2 

‘‘”“D釘知羞ーイかン灯知釦昨＇’4
萩釈化学的令lj用

（波彦研）
。今井瀦ナ 痕令LJ一矢 伊扱正笈

これ 1 で：種々ば｀＇念属准ーイオ｀／汝篠和脂'9 i乍戒＇と屹 3 応用 とくに放身11L
粒的利用について一連q幸反るもしてきf::., I) ;i.) 笏して． I つのイオー／文f戻街脂粒q円
希P に！袴i r-::.I i :z稚以..t..q難弗r茎q金属湯t反復王成さ疇ク：：とt且歩レ、 これ
り吝！紐しt" 9 會付1JD 金属塩イオン幻難渭‘'とよぶ＇ことにした。 3）ム）前危を．

I' 輝＃を付 9JJ金届品—ィオン這印『、楼靡も ’'屡神夕危付加含屠．塩ィオン文
虹噴”と分粒ずみ。これら/J.. ~れを＇れ月金属虚g怯償ヒ｀イオン女釦輝李束の
性噴：有していゐ。たとえば ‘1 7 工 D シ了ン化ニニッケJレ—陰ィオ｀／交役怠脂＂ぱ．
ク會 mo ヒすウことにより単位を量ぁ rこり＾セシウム a オ窟集能ガp\'清欠し． 手た、 ’‘7
戸］ち／f｀/it.二、ノグル・リン販1J Iレジウ h -陰ィオシ支採種村i『 エ乞シウムとズ1-
〇ンケゥ A t同埓に捕集することが｀で＇~ h • 
パ応‘'は、j:..考名 z っ a "街昨＇で，一郎あきりが 1：：：さわたかを付叩 3 檄構t. ユら

i2 しらべ｀わととそに応用罷堪り 9 祁火t I;]: bl ?J二とと目的とレた差礎的な度験と；こな
った。

同一 4 しば種qク租ィ寸加 l：：よゥ単位隻量あたりq含有暑 9 消火 E 介る「こめ． 二、多勺
雖番怪 4 1 這稽t用いて史易食を去こf；った。たとえ 1ギ埓機＇イオ‘／支埃ィオとして知う
れ 2 凶~ I/ ン繊ジ）レコニッムq陰ィオン交換投IW訪 I:::. L‘l↑ククを 1令力01よ フさ＂のよう
はしてお2- 1iう。 MR 型q陰イオン交換移墳- A磁切ム在， IRA- 7(} ダば形 I：：．り‘／
細;:...ナトリウムラ落知くり返し加え、 ナ分 1-=- 1/‘パ蒻形/";.する。水洸後 これ/"!.才えジ
婁しジ lレつ:::-うムシ距夜を加えて“ u,)‘ノ醐ジ Iレつニウ A —隋：イオン支陵癌噴＂もi乍成｀
すゥ。水充液、コれ 1：：：ふたたび’'I）ン箪ニナトリウ三齋如力0 墳 1 オン文彼岸~ 1) / 

藤形にし、以後 同様 Tバ免1乍tくり返す。 リン酸釘レつ;:::.ウl-J 1 /@  ~成｀すもる二’'と
に乾瑶 L を贅の惰仰直］祀f {1。

I} ン蒻裟ジ lレコニウムQ多望付加〇格桑令 l1. 7:r;. 0 シアン化ニッグ／レで'¢尋りれた 9 と
譴に主叔康乍をくり返し行fょうこと／：：J') "穏す脂＇ q重量吐縁防 1：：ウ岨カロず令。
王戒噌f i \0 回 L‘ こなった王重量惰加 11 図 I2 しめす：：‘'とくて＇’ヽ乃怠付加 7 -i: a::;..,- 了
叫ニッグ 1レー陰ィオ｀ノ女援穆遁，Iで＇｛息られた括果 I：：くらべ りン該ジ 1レコニウムq
場含 1::. I 'J、 平磨：：ならまでにク数ゥ王叙壕i乍t要すク。 z a とぎ介 ＂衝脂＇＇乎") I/',..-ｭ

椒ジ Iレコ;:::.ウムの含屑脅 I朽長 1:::. しめすとおりであり、 z q‘'樟墳＇’qセシウL..t. スャ
〇ンケウti q p及列昨力 1ま王成｀処理回数q夕いる 4 程増文する。
また、 2 稽以上q比営分を 0 "ゑ會付加金属瘍ーイオ｀／娑祝樟噴‘' q f列とレ-z I よ、

II プェロシ了ンit..ニッ I Iレ・ ’1 ン該ジ）レコニウ什ー陰イオン支彼·移墳‘' 5 作成したが‘‘
この‘‘棺墳“J'J.、知のべ「;::, ¥¥ 7 工 0 シアン 1t.ニッケ Iレ・ I/ ン臨力 Iレシウ 4 -陰イオ
‘／幻紅噴‘＇り塔合と同じ＇＜、 放射淫セシウム、汲身1 江ストロンケウム＾特集希jとし
1..有効である。
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ゼ a i也．各種金属&I.'"磁化虎磁lt秒］など＇とも綿且合わせた． ＂夕を付加金属滋- 1 
オン灯紅噴“q 1疏t訊‘み、放身れば厨IJ用．とく（：：．苺臼’a 萩炉這釦正速
筒便f;f裔集につ ll -z検訂レt-:: 0 
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表 l‘、"訂寸{J D I/ン翻ジ lレコ弓屯- p含イオづ滋和昨‘'が l／ン蒻ジlレコ令臼，
重量ハ°ーセント

:zZI 1:, I 1: 、 I1:、 I 2:J I z:/ 1 ::z 1 ;：り 1 3:II ;:: I #:,7 

I) K, W.必砂止碩．; J. Nu必. $'c,i., J.e必ol ｷ1 ~, I位（／移ク）
之） パ．弘必知広必． I・グル＆． SU', T乙ん～C.／五／夕9? (/96合）

3) 第//回放転如多言樟命会 (1?dク）
任） B 和碍令第,Z/卑会 (/? 6 g) 
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希仁貌元七ハクエン簸靡禾
1 B 3 

（熊 K 戎） 永乎美天・小野弘文 •ot彦債第キ

目的： 1 オンま成クロマ/- J"う 7ィーによう命土粒元素q柏亙合館にぶ＇いて，漆緒剌
k （て 1 :r:ン祓 E 阻 11 る必令／刃＜ (i ｛邸 I r_H 釦恥防し1 り 4.... t i'リ I pH ~ Iもりるし
今脅It勃晶か＇f位下するといわわている a ::: ^ 伶令ん紅佳成に向チする恢（立｝ q I r y代
Iさ枡＾斐化 1:. 件？ t者にし，贅 lこ他ぃ『胚鱈 1<II H返も即位｝とすぅ鋒杯，に(H2叫
枷町わするからpf! E あめらに応t H叩以勺験（立｝とす汀げふ（ば）r（ H“2,—
にフいて（よ祁街？.j,_ l ll な，＇）に考わるtのセiれてし，る。、、 4 研をt` I る 4 T シt食
恥tり数符のか稀t呑（り Tら T`) と？エ＞腕と，，銘hみも特｛，，，p層枷'J,'II
て古いか昔細五り令難（こぶ‘よ Ifす勅和知対する。
釘t,` CeI Tb I Tn q店釦騎i~遣入品 a 屯，（閲叶m t令々トレーサーt I て加

ぇ／祝｀科；麟t l ヒ・）ェン賃劉和即惣 Iが，）エレ甜 (H凶）ヒ？工〉蒻ャトJウ h
鳩心）と怠序ヤ阜骨湛令 L J汁足の rII ＾紋紅騎（pH,、“"ら令：蹄醜薪威ナトリウら
ru :切 a ャも合／ ti統， Jヽ＾ （しピ'9 - l(,., T 1--リウ h) て→戌 L 't仔？に。咋(:. {~,、f眈輝
lでぷ'I↑ 3 Hょ虚―~ H 辺2- 4 抄晶を知べるj;易令， ヽれらt私々草りを l1 け『とさせ 3 ミ1:- 1t 

"t‘あろ r,:; v,'仏磁ーり』＂を一定にし？ H虚Lーのi農荏t哲にさせらす没をt)た，
すなわち一定骨q ? L ン鯰tトリウ 4 に加えるクエン競 9 骨t紫,,t 1 せ｝ミh, I：：よリ
匡必］ 1す一使r- l阜ちながら〔叫勺 /1 クエ：駿 9 降紐 I--=- よるpい低 F ^「::_ i) I:.m 

し1. l 1 くよう 1：：梯）怒 L I名．培 l 乍 1 ぶ団席J\ ;..:: "I 'r泣 I:;. t')行＇「::;.序詮抗駿惰にクェン
薮澪庶，作レ眸ぇ考藩IR e 入れ／ ー、＾炉 2」t砕取しゎ伶 l T 〉t詞1豚p。w,x Sox 
･ (M＾空， Ioo "". 2.oo me$~) 1e 応｝ 力じ之f,::,.憎i釦増オ 1‘ キ品し〉し足｛街に彦リ＇s ざせたのら
乞梵i応:1) 2以名f岳取 L 1 和JJ ＾浴限l.- k,l I ：：厖 lし移シン午レーシgンカウンター T``
臼~t le, [叩 I店（「つ。今伊｛籍粒似と取/ti J-(/農内［し］よ｀ tリ紅が姿定度足数いか
餌 11 炊吠によりケえら卜る。

も｝ （庄）＝ Iがt伍与 CL7. . [/) 

ミミにはは（し1 =-0 qと 3 っ今旬蹟／れは翫 lじ (1 II み釈位｝の数 1 ｀みか
口、、ほぃ洲虹（ffJ : 2,2 ~ 3 、 l) にぶ＇げら K4 っ考ie E Ce について知ぺ r2 "P'’ 鬼 l
L I [H詞］ ""0、 1 H I：おit 3 k4 位． 1-:. ネ(. r::. えり 1 ｀ある。 ミq浪令 9 /.Iよじtーは一定渇
ク戸配令l尼 H H 度 (o、 IH) にほ？て A らのて＂， もしこdi f t }終： h9} 

幻r 3,/2 /t,¢ ぷ l2叩研r惰）うしているしす小ぱ，以のた化

82 

0,20 I 2x'1 I 41.『 はみ A 卜がりはす＂て｀＇あうか, I 尼陪｛：： Iな知く妾 At
0、 30 2，ぢ 粁，仕 し 1 いるミピ炉やI ? •ミヘ、、ヒ 1広 P{,/ q依下t ~ :(, 
0、牛D , 2. ,17 、 Ir2 に叫::i..ーの l"bり（在下し／ ‘‘＾イオン柁し 4 鈷（本
゜＼ 57l • l2,23 l.2.01 I ~生窯町的し「二↓ぅしだえら卜う。つ 1 り I ~ 

入ふうに位いpH令扇叔 1:. あ'LI(. {肌ぶ2ーが大きく



紅訊 I:OO 5 している、、とか確乞ざれる。
）佗に同じ (Ce l：：っ 1) でしH : 3.6 紅ひ＇紅 Iつあ ’Itる m iか1定 l, llI 式に使 7 ?, 

（ば／KrJ.ー））し局c i立切度（四しー］と＾ l旬｛条店示 l f2 の力‘’fiJ I 7‘ 祈る。、‘^ ti釦
叫ー＾ゎ，pf.l : 3.6., 9和すか, f仏‘炉ル令の名勺 /0｛令の和令が屁在するに:(_かか，，
~ l', 眩12- a i息府転J;.にア e,、),..l r-;. 食店阜） 合柑件へ形成庁！な大伍 l司じ令を魔を牛 l,
も ‘l ろpµ : 3、 6 A t狂·の方か＇依ぃ｛炉 1-: あるこしか9切， T-=. 更/-:.嘉 l lこネ（り紗息を．
同じi繋．限和上に 7° p ,7 卜し h~ 0)か？呈絃 1‘ 示（たむ紘t月る。 ヽ、0) 3 本q佑諄から半／ウ

ょ｝這i"侑灯（：勾位e の（令斜炉やるやがになり 3 為か・一牧する l喩向t柔(. I 店i"
, になるにつわt p化品りも"l l1 'e＇雑 1ぷの形成度p9 』よ？ 2 りる、、とを元 l c.し 1 る。、

ト I2 ばらく改うの形堺 I:. F る｛ qし牙とら卜る、以上q §彦g b‘;, (むpH1'麟 l::. ぶ‘11 1 

｛肛ぷ―り作堺（｝乖乍 I2 ヤざ<, む 1:.. H 血- fJ'和I の七餃 1こ告 5 し ?..11 -1.;i、、ヒが珪足
さから，

社 '+r —、

r H.、 3．し /.4. 

[-1[ :t霜，ふ／
入
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は
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--a--T)f<, 

~ Tb ー

/
b
 /x/ 」 0―4 |0-3(UC比＆ー］

l• 町2..

10-l ncぷ-1

OO L 
p/1,‘紅／こぶ（T る CeI TL, T仇錯I年"> II似元汀する渇度（匂炉 r全な 1匂2. Iつ考（fら、、の I日か

ら狛I るように， し 1 す｀卜も（e ；麿庁 lgy t rt勾翫炉絹急やかにな＞ ？おり）渇慮度営に 1cl 平 1 J.
宝絞令傍 If -1而炉壱 IIt ¥ 1 、，るi.'I と考えら卜る。 句~ 1-= \でffJ,‘ヽ．りに 5'l↑るも后I{よ店合目
ベ r-;.. f．告昂，冗叶r~2，り（亙tし？直絃 h‘9 之ら卜に 1ど？ ? :: q伶合 11 茫（ご＃＆弔、↑十？‘‘
；心リ戸）＆［―の形て、あるt売えら卜る。表柑Iこ砂；伶夕しpµ; 6、7 セ＾か詞 l匂の開
ざ＾紅汁t t re tしt：桂舌昂，が手に恙し 1 、農 h" まもめりんなが） r::. :セが＄希土浮り拉五q令
位2 ヤキし 1 祝｛;/z; } 6)令＂~11 令り町｛も L tし， rと、 91 よう（2 厄ゎわら。
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1 B 4 
" ?t7マトグラフ 1マよる和レマ＝ゥムダー
ヶゥトよ 9 ク~s <'Iか誰

。牧 劇す（神尽＇lェ拭）／井戸径牝庫園往天窄）

（月的）ゲ ,v マニウムを熱守性す賂虹して生戒 l fてク7年 9I ¢廂凛 L てク知，， 4 る。
吟e ーククAs 禾t焉ん 7 ヒマトグラ？fさ用｀＇て，ケ~s ゃクーゲ、アト｝）放柑／c1 的純度
の釘ヽ牧｀杞吟禅 L て，そド As {Ill); As (V) e 月吟 I 丸含囃[ L 、`'ういぅfょ‘寺叶 l？み＇T
る As(ll1) t As(V) のク仲状｀枯、と糾べ(t.
浅貶J 殿1C ゲ Iしマ:::::.ウム I の九9 t fx ／心／Cが.2•4C の＿粧ft't 3 原（立肱仄、手合子
炉 TRI 印 A 型）でい埒）月邑如 L {~.甦りff麦拭1和 IすN KOH 済波.2~ 12 胡和てー（
糾粁ふ疲t ] 3. "ク P マト用汲羞刹tiりコーゲ 9レぞ芹i広 I iよ）約功ハ°茂，y，?
ガうス板エドぬJ,瓜飩0\後，／／ 0°c r§遺 L て用ヽ ,'l 。
辰叫Jり袴々 I眉討し［荏晨 Y の『の佑テ I•てつぞ合"/ A9 (999),A3(V) のク雑
斗り賢叙 I'l ォ、しf,..ミの↑て•Me OH~ 1-1改斧ヅも）栢柏が4., と-i{ I ｀ど喜われi.
分龍T れfこ今-e, As (111), As (V) は"ずれi芍ャ＇）ャートかえてケ離 l てヵヽし伝（i玉
') 7` デ信7 ｀／毛＝ウ l～ベンテシ→ ｀ノりけ函此改8, A5 (IIl) シ｀テ ‘I‘ ン・J t2 l:Z -t, IV'.ム漆竣
e I ,4s (v) （広＄遺ュ曲蔽漆液 •KL 活液リ辰印し［」簿伶 9‘ スプレーすi ＼、ど（？よって
攻 A Rf i立t i厖認 L T1. P、enてよ）虹＼し I：ククGeノク'As Q11),如（V) はオートラ),-オ
グう 7 広/<よって！『られfて翌叫訳尼t呈色拭操て：：：えら的疇とがー如f：こ r l? i 
フてメ崖認ぐか r,. 又，展印 l lgAttり／ m ずつけず？t'誡料皇 l？入れ弁H3r数
”て視'l定しズえられ r: ･ } "のヒ入トゲラムウt°ークJ,ち冴ク d 杖灯応洪嚢
"E研し， 7hs のゎ疇ッ剛打を瘍：i忍 L r~. 
バJ
d) A3(III)}訊t L { A砂さ冷紺訂 l：加え I、f- Ir K/)胆令液 (AsX 」 H) I：責年 O,,_
直中して珂し，こい辰りク囃りると， m /のす柔 9 ：叔．匿屁町臼 lミ吻s d 全杖
砂 I: I1 、、し加（／//) Pl 'j:'成‘ ゥヽ沢ケす 3. L It h‘＇って凩f食＾庚税｛サ研胡但，
直 5 滋叩禅り 3 。
砂f- IV'K OH 拉（：店4'1?. 0ュを建、.,.せ r:mt疇叩ふt喩l心虹残‘バ，

77 Asー 'Rf_ 11 、, 9 ~ d9浪い庫 1：一孜して，宍ャリペフリーの鳩危11 As(III) 

As(V ）（ぶ夕離 z,·; r,,・‘’が， ＊年 0.z. t輝、プて｝月 1: A3 (999)記i t l て As:,_oぅt ／．り
KOH Iて加えiと，% (Ill) t加 (V) 11RJ I直が全々社～ 9. 6, 0. g ~/0.9 とな 9 よくク離
す~. A S' (III) ，，，柱咋＾青バふえ｝ 1, L Iて b ヽ'.,て表.2 ＾よ），マク知（//1) 0\刹令がみ文す
る
這肛し（：汀eOよを(a..)皇配炭皇 (b)IIがC ぐ加応放景，（ C）‘ C゚o l？メ 3 ナ卓が放

差（，均f-X/0”k/£) d 令魂な Iてぶ Ifリ放差吟用と7?(:i-e,;_ ?な維、1 水 3'知(/II) o<せ氏‘
量t閲べるャ因 2 a よ．う 1てfi)、(tl)で l"'• ク[X であ 3 が (b) で（；約ヽほ I2 ti )(C) で

1 ぃ逆ドやえt.r.介ゞi a ヵヽ｀みうit- (z. 尚 r 年 0.z. 1 ぶクJ'ls (Ill)担i手 I9. IxH t冷L'/、匂V
Ko H 漆液 lこ本かし「z.
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分 1 国 ウAs(911)の収辛1．放習時間

%r 
劣

、--------—o 

牙 2 国 77AsOII）の収索と前処埋の関係
▲丘が四必如
X J'oo~~r 
0 110ーc 

ん一—←―`
• ---x —--.-1(  

←ー一ー·-C---→

ぷ 50 

20 30 40 60 t ｰ 20 や 60 -Ii.. 
放心時間 知瑾後の放置痔間

(4)i fて 1 ャりャーてして用い「：嶋合＾ク7As(III ） ＾せ氏iの杖姓t追ギ I 3 rてみり屑々
0\骨 0 As,_01& 、懇知して寿茨わ ,..)_,1 とかし，これらも辰朋してしらべ rc ． 凡知 03
a 景①ヽ． I.I.／が H ®I．りた M® 3. rむ H ⑥り只←H5 用い（？．科籾：、、いわ喉／引
してA-s (ttl), As( v) ＾ク目とそみiとこ K しん全て＂易~, As (111) 紗t;i){ As(V) 紗
”メとfい）じ）（ 3) ^ fふ合t 3 わめて屡 9i 3 緒界的恥 KIて。こ＾、そ． l? つ＂て l ぷ，マ
ら／て皇煮芳国気 1 11 印1 る条印札打 l f：娃果'c. <らべてJ5象 l fて＼＇ o
(f-)以工 4 作果ょ 1 年 0;;z. / 1 そ愁 rt生的束← x /0 ち今乞とc r̀ t吟旧照知しt p、少

/..t-NkOH 表液 lてとかし~f-. 7 吟｝打放差し 77A3 がそが最次直，ゞ達し（てりう夕維：りテな・
うと 7?As l1 的iのがら 1昇うが＆ヽ‘t'(i／ぶる。
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I B 5 
介子ふるいクロマトグラフ法による方文肘性板藉
か分離（加録）唸r-1勺

（九大理）。与座筋玖大楠茂＇

Sep k(}...de:x名）司、）るカラムクロマト 7" ヲフシ去 1ま北哨穆のサ 4 ス'n 茂昂を利 l刊する分
離玖であり， 生物りも棟的な高介和k令物の介且ならが‘に介チ署遠1応遠く利用tれマ
いる。 一瓶 1：：イじ冷棺が輝 1立晋が‘介｝青（まt;.. Iなストークス半径）の大きさの 911頁（大
き、＼祖が＇先卜済出） 1" あるンと力‘~I その介龍微様 1-;I:ケ｀＇）げ碍 I＝おりる（かるり効慕ク
が主 1ふ因手であ 2 I:. S れてしjる；）あるib 玲樟。！鯰 1討骨（体枯）1 Ve 1 l"t吃肉であらわ
される．

Ve = V + MKd (1) V。；ゲル粒子の）聾祖
v.. jゲ lレml勺部の輝，の体積
Ket~ >紫復が刹 l弓で＇でるケ・ル社｝
肉評のイ本樟 (Vi l＝対するフラクジョン）2，3)

児拮度の大きい SerkaJ ex を用りるこヒ 1＝より， 釦知凶幼， たと-l. It’'縮令リン敢塩．
水釦直4), 令鳥ィfン 3，り） の介籠ーも道用で｀主 b ンとがわ力‘った。 このガラ 4 クロ
マトク｀｀ 7 7 汲/q:.放肘竹枝出今袖栢梵 1-=- t有用な手授/-=-な）うると靭村寸れるのて；
まず'q•s己"yの介賃こついて栓打し且迎キ靡唸己゜Y の介福玲墾 I"- っ U ては乃＜ ＿の
クロマトク'’ラフシ去が誰立 1 れているが；｀ それそ＂ k -長~—短がある．本研究は無柱平Y
＂同槃す戊 l刊的な旬 k, Sepko..J ex カヲ 4 上における無機イオングが離横樟かr, 高分
了 4凶物，， 1易A と同社 F“ ふるり効果＇）が主な因 3 であるかと‘＇うかと検枯芍るための
荼礎沼料之得るの；目的ヒする。
沢島1条件しよ次の｀画 I) である． カラ A ; Seph4 J ex 年 15 (40 へ 120_;;.), り l，夕x夕£,s ⇔9し•
輝液； o. 1. M N逗， シ釦速； 20~30 Wll/kr~ フラクション； 1 叫．
(1) 衣｀における V0 ，功を決先芍るセめに， Kd = 0 およが 1 遺旱拭料として BI Lte.. 

Det..t\r~'l'I.（幻舟2， 000J ooo) あ‘よび‘トリチウ A 水 (TH0) を用いた。
命販の無オ繍唸rj/ (0我囮~e No..tio頑I 臼bo叫豆 0古 N Hte)を 0 、 l_M N逗芯夜で＇希

釈 (10囁ン虹）し） その 1 叫たヒりj::.言t完 9令条件で＇｝翠難 l た綽：景た同 Iく示しに。 放射
釦則定（秋｀衰）の綽累，忠 1-:: 澪出芍る様穏 lぐ'fOY であり，唸Y と令まta v）ことがわか
っわ。 この犬滋 Iもヵヲ 4 1原作'"'比較的長時 1訂 (3~4 時向）た宇す釦児樟々のネ，j侯が＇
ぉる。 たヒシ Iな＂ん芳化剤点糾舒剤を心釈と L なり嘆純t濱雛液て｀’よしl 1...-, ま口た京哀諄
され1..いるクロてトグ｀う 7 澤（特 1て錯·,jじ剤玄 1-t;要 L L なり充の） ｝たとえ 1-t"へ°ーハ°ーク
ロマトク＂うフ項（系；叫SCN （出O t巳OH)) ノ薄屠クロ之トク＂うフ瑛 (N逗他o), シリ
カゲル），電気泳勧戎（邸必aN出（出0))) 険‘イオン交枡直 (H,1), OH 形店脂）て'‘lt両枯積
の初動速笈 l太qos\" > 1oyであるd) I"- 対して，和広で 1な連 1-= 1°Y ゾ゜Sv であ a。 このた
めqd y i.""る釦唸r が＇逸入芍る危険性が非が IIヽ士くなると方えらり．
ざて， SeP叫exh ヲ A l::.での'l•Sv-およが｀町吐が勧也匁（介翔様樟）屯支酋tするい

し木 4可であるがを刹断ずるの 1本困難である力ゞ 次の涙絞f虎がら，屑窃高今テ 1吟物の
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玲令 k I司叫ヽr,3、るい効屎が主な因 3 であると方えシれ合。 すなわぅ望角うの輝 I::.
町 3 限り， 挫様ィ x 、／の如 1訳薔（初勧昆度），なすべて 0二 k¢三 L E 浦足 L, 織

し2)
合リン頑it邑 l衿子骨の大ざざ"'I 1f!1_1-= ~容出す b0"イオンのt易今（tことえば'. 2..ぼ面）ノ
屯れら遠 1がt l＂ダン半修（紅品）がら耳精ざれる '’l訊と 1 a; -t: l 這である力3'
ィイン打を'1) 1! 、 S ヽ） 4 の社，水和水(_近痢硯って衿,バ”g和が大主qと")'
史 6) で視雌すれは｀＇矛雇（tヵP I,l，， 5 5 5 

B/u.e Dext-r~1t ~ P'l1伽嗅） > P3 > P2  > P > THO

Blt.<.e De吐v ttn > M~2..+ > c/T) Si2+ ~ B/+) TH o 

B1ue D“ i raIt\. > EPTA > Hg-FPTA >惰2+) Nざ)THO 

しがしながら， 9゜Sr-1°yの水溶夜中における嘴い渇／作 l4秒（贔環度におけ 3乳常f,,
苓か l釘す 3 知尼が予むケな n t“ S呼k屯x カラ4 上で社初動えい文函¢す 3叩 Iこ
つ、、ス禅田町，る::.k- 11: Z."をr;丸
立＇ i) R.L. Pee sol o..nd D. 511.1.1.)'I,Jev5, 5er. ScJ..,ノJ:., 613 (I fヽヽ）、 2 ) 5. 0kasは，
N.Yez'-I).,I¥.d y．駈o，J. CKvonI咋 ’I 祖：I 300 (19b6). 3) f. A. Nei!d ~ 111 ey e r e111. d L, 6'. 

年B, A叫． cke凡，，竺クザ（（“~), 4-) R..A. He11.ヴ砂 d L 、 B. R。a,er5;)e.p. 3込．，
3 11 (I16?)' ち） N. YoZA., T ~ふ'-J y ue心伍d. _$', Ohas屈釦Il. CKe以． Soc. Ta p一ノ
石届II#, 6)X•Y•t如7,(J::-平↑互訳） “イズンq水和'/' 辺人喜知1狂 17).

2匹

CP,'W1 

一●一分離後 24 時間
ーメー ル g60 時旧

10()0 
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溶媒抽出ーアルミナ法による

1 B 6 照射酸化モリブデンからの 99mTc の製造

原研 館盛勝ー中村治人天野恕

柴田長夫

目的： 99Mo 竺叫re 系から核医学における有用核種である 99mTcを，無担体で精製分

離，供給する方法として， Genera t or 方式が使われている。親核種の 99M> <l)製造法忙

は， 9BMo (n, r) 99 Mo 反応による方法と， F pから分離精製する方法とがあるが，吸

着体として用いられているアルミナの吸着容量が小さいため， Genera t or f'[使用する

ためには，高比放射能の 99Mo (> 30 omc/!f)が必要であって，前者による場合は，

1 014 n/sec.cm2以上の中性子束で長時間照射しなければならず，現状では困難である。

そこで， （ n'r) 反応でできる低比放射能の大量の 99Mo を使用して， 1 o omc以上の

99mTc を比較的短時間に精製分離して，供給する事を考慮した。本実験では，照射し
たモリプデンより， 99mTc をメチルエチルケトンで抽出し， アルミナで精製する方法

を検討した。

実験： 三酸化モリプデン，メチルエチルケトン (MEK) および，その他の試薬

は全て特級試薬を用いた。吸着体としては， Woe Im 社製，活性度ー級酸化アルミナと，

Bio Rad Lab 製，含水酸化ジルコニウム（ B i o Rad H Z O - 1, 5 O~1oomesh) 

を，それぞれ o. 1 NH  Cfで処理したものについて検討した。トレーサー用 99Mo (-

99m Tc) は， Mo03 を， JRR-2, J RR-3 で長時間照射， または，気送管照射し，

concNH40H に溶解したものを用い， 99mTc トレーサーは， 99Mo の Na OH 溶液から

MEK で抽出1して用いた。実験は，最初に抽出条件を検討するため，水 2 ome (tr, 

Mo O 3, Na OH, トレーサーを加え， ME K 2 om.eと数分間振りまぜて， Mo O 3, Na 

OH の濃度による影響を調べた。抽出率は，両相の放射能を測定して求めた。 99mTc

(VII) の吸着体への吸着実験は， 99mTc トレーサーを加えた水溶液中に，吸着体 5 0 0 

呼を加え溶液のp H を 0. 1 N H  Cfまたは， o. 1 N Na OHで変化させ，かくはん器で一

定時間かきまぜた後，溶液中の放射能を測定して吸着率を求めた。 99mTC が MEK 中

から吸着される時の時間による変化は， MEK で洗つた後，デシケークー中で乾燥し

た吸着体 1 0 0叩を， 99mTc -ME  K 液 1 om.eに加え，各バッチのかくはん時間を変え，

吸引i戸過した液相中の放射能を測定して求めた。 99mTc 中の放射化学的不純物は，最

終試料の r 線スペクトルを 2 4 半減期にわたって測定して求めた。 A.e王の含有量はア
ルミノン法によった。放射能測定は， 1 ｽ x 2 Na I 結晶検出器を有する日立ツングル

チャンネル波高分析器および， 3ｷx 3 Na! 結晶検出器を有する 2 5 6 チャンネル波

高分析器忙より行った。

結果および考察： MEK による Tc (VJ[)の抽出条件を検討したところ， Na OH の

濃度が 5 ~6  N で最適であった。その際， Mo03 濃度忙よる影響はなく， 9 9 %以上

ーの 99mTc (Vll) が一定して抽出された。 Mo (•Vl) は酸性でアルミナカラムに吸藩する事

が知られているが，抽出された 99mTc (·VJ[)を精製するために， Tc (VJI)のアルミナヘ

の吸瘤挙動をみた。 Fig. 1 にその結果を示す。結果から， H 型アルミナを水に浸した
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゜

彗
s
l娃'
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E
E
5

時の平衡 PH 値は，約 3. 5 であり， この値付近で， 99m Tc がアルミナに良く吸着する
ことがわかつた。そこで， MEK 抽出液を蒸発乾固後，水溶液忙して H十型陽イオン交
換樹脂に通し，含まれる Na+ を除いた後，アルミナカラム忙通したところ， 9 9 %以
上の 99mTc が吸着した。 MEKの蒸発乾固という操作が製造課程に入ると時間がかかり，

安全上も好ましくないので，それを省くため， MEK 抽出液を，直接，陽イオン交換

樹脂とアルミナカラム忙通したところ， 9 9 %以上の 9珈Tc(J_)吸着がみられた。 MEK

O.IN HCL 中で， 99mTcがアルミナに吸着す
titrated with o.INNaOH る点を更に検討するため，吸着

solid 500mg. 
率の時間的変化を調べた。結果

から，最初の数分間で 99mTc (J_)

大部分が速かに吸着するが，そ

の後，時間経過ととも(IC'除々

忙脱着する現象が認められる。

更に， Fig .2 に示した様忙，予め

MEK 溶液中でアルミナを乎衡

にしておいた後， トレーサーを

加えた場合は，前者忙みられた

ような顕著な吸藩はない。以J:

から， 99m Tc を吸着させたアルミ

/HZO 

゜ 2 3 4 pH 5 6 7 8 9 
F ig·。 1 Adsorption of Tc-99m on Hydrated 

Alumina and HZO 

ナカラムに， ME K 5 om.eを 3 0 分にわたつて

通したが， 99加re の脱着はみられなかった。カラ

ムからの 9珈Tcの溶離は， カラムを水洗後， o. 1 

NH  Cfまたは，生理食塩水で容易にできた。

1d 

Fig. I, 2 I'[示した様に， HZO も 9血Tcについて

アルミナと類似の吸着挙動を示し，吸着率はア ＇寸
ルミナよりも高い。溶離条件はアルミナの方が

良いので，アルミナカラムを使用した。

: 99mTCを含む有機溶液を直接アル

ナカラムで処理する方式を， 1 0 ?-の照射 M 。

0 3 に 3 回適用したところ，常に 9 0 ％以上の

収率で， 1 時間以内に高純度の 99mTc無担体溶液ッ1カ0

を得た。放射化学的不純物としては， 1 0 —4 % 

以下の 99Mo のみが検出された。また， Af 3十の混

入量は o. 1 N H Cf 2 omfで溶離した場合は，

1 0 0 ｵ g/gァルミナ，生理食塩水 2 om.eの場合

MEK soln 10ml 
solid 100mg 

• Alumina 

o HZO 

は， 4 µ,g/gアルミナであつた。

. 
ヽ
ヽ
ヽ. 
ヽ

、:-~<:了:-Pre-equiUbrated 
クー•

，，。／
,, I I I I I I I I I 

0 I 2 3 4. 5. p. 7 8 9 10 
t (mIn) 

Fig. 2 Time dependency of Tc-
99m di st ri but ion on AIｭ
umina and HZO. 
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知犬イオン交換体によるトリウLi'スカンジ
1 B 7 ウL.I,命土類の溶媒抽出分離

（東租硬大・理）゜石井詔帝 閉棺逹セ
甲f)野碕正

トリウムと 3価の弁土爽鱈素のイぃ面的性笥 IJ:.かなリ類似 L てお＇）曲君を令甜する
ことはやや園難なことが急）い。本庚験 l辻人体内に召在するトリウムを放射イt令村去に
よって定量する研究の一環と L て，トリウ 4 とスカンジウム／立び＇ランタニド＇記素のイせ
表としてユウロ1:::..°ウムとの分離を行なった毛のである。
人骨中のトリウ 4 t1)枚乎寸イ七分杓呼濯（冗()233Th の中性子捕葎反廊 1:- よって生放 L

た為3Th.(~―) iなし彗棚 22,4仇）を，史景することによって行廷巾水る．この際同時に
走謬疇匹仇茫Ca..:!点豆下充c百叶芦， 1：：：よって生欣する惚C.ふ訂籾に存在
L ている希土類元素が放射化寸九たもの，さムに閲 1本内 1：：：晶榛された根令裂生成物
の希土賤元素が共存する可能性がある。t L て 23打厄朽絨肪‘‘短オ＇いことガ＇ 5, これ
5 の井存核種とトリウムの介競を，迅速かっ碗史に行なうことが望ま7/t. I このため帯
諜呻出法を国いた。
町叩）ごとく Th(1V)ふcCill) ,k(III))を比較すると丁k(W) と Sc （皿）はとくに翰倶して、 こ

の令麺か＇問題ヒ心硲）しキしート抽出脊jによる Sざと Th.4+ の抽出 1む非幣に親似 L てあ•
リ分離困難なことか匁ぃ（／；このためこ池 5 の金属のチオラアン酸斜抒卒を，丁 BP によ
つて介類することが蔀み 5 れていが？本妍究て"Itこの種の羨作に毛っとをよく同い 3
水る硝霞郎菱中の Tk（,v), Sc(lII), 恥（1IT）、を，痰杖陰イオ〉交抱イ本の高令千三稿アミど
乙＼ニオ以（花王石鹸嬰）のキラレン咆液ふ勾液伏陽イオン交埒体の 2 エチ lレI\キ5- I I.-リ
ン酸(EH PA) のキシ L ン堵磯を用いてぅ唇諜神出 L I 色々な史、畷洛舟がその抽出李 Iてふ
ぼす影響を検討 L たものである。
隙劉 かべて 25℃恒温官で行なった。ムニオンはキシしンに瀞昭後、ふ雑酸ァ lしミ滞
液と椛県して N勾翌に変尤た。含属イオンの卜 L ーサーと L て 1ょ忍•Th,41,Sc,1s2+1.s-4 Eu.. 
を町い，その凜度 lむ夜ィ科試粁を直捧口計測 L て定めた、北栓付20叫遠ぅ犯管 l：肴機楓
71（相各々 5砥入米て機核的に十分キ辰リませ＂て平衡1こ逹した後＇J両相をピ平ットで舟難
した。な味抽出舷農度 1む春景 I\' ーセントで表わす。
網果〕 A 煮杖険‘イオン交換体 I;: よる抽出
（イ）庫酸濃度の影響 I01o liニオンーキシしン哨磯 l泣ゐ硝酸測茨中の Th.(W) の

抽出 Id"'Ji肖両豹農度のイ合い所で＇は極めて小寸いか，：農度の増大と共に急条に増大し 2H iこ
達すると抽出率 1 ば 10% を超広炉イ寸遁で'f5劣以上に店るが＇，そ水以上のぅ農定で此抽出
le1 逆にう尻り‘l 年で＇は再び'C/0¾ J さ.? /: /3日では 50% l ：：ぅ咸少する。

('i]) ムニオン濃度の影響 キラレン中の 4 ニオン濃度を色セに変えて 614硝轄中の
訳（而）を抽出 L ，分配tヒd) ←=-オ琴胞度へが衣為丑這べた，その紐粟K8]) ー伶〔4
ニオ),--J C'J勾章は4 ニオンラ農度のイ念い所で＇ l訂＋え lコ近く』ぅ農鬼の増大と共に勾酉もは激少
して l に近く店っ℃行く。

しII) 骨セ処理 L て得た試料菊液中に 1さ I l脅の籾、分に由来するリン酸が笏号に名召丘
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する， このため約硝竣中の T瓜W) を /0'¼ Liニオンーキラレンで菰出する際，の共存する
リン酸っ影薯忍硬訂 L ~ •その結果宍存可る O,I 日のリン酸毛かはリ袖出を訪宮し、毛
L Oふ M））人上のリ↓誂が存在すると抽出 1む50%LIん下にイ底下する。しか L はオ'S このリン

酸の訪息むk栂 1こ硝酸ア lしミーウ 4 を加えることによフて，かはリ防止迂水る。包Jん
l哀＂，水相を硝酸ア IL ミニウム飽秤溶凌とぅ農扇諏を当磨検混合してイ乍ると 1 0,2M のリン

醗ガ‘央呑 L て毛qo ％尻上の抽出幸を得ることか＇出呆ゐ。

l二） 共存する Sc(J[)んか E叫I) の袖出 トリウムの神出条件，肴殊町0% 4 ニオン一
キ三しン咆液，水相廂酸に決いて／ sCOO心初＇丘は）の神出率を詞べた。そt7)糸寺東こ11t- !>' 

1 のイオンの呻出は，碓蔚楚定か＇／Hパ /0 r-i. <7J範囲で＇ほとるど無複し得るほど'1)I てく (O,I
かい）、 庚際.Lこれ S の神出 IJ売全に無視することが出来る。

ot\)肴檄相中の Th.tw) の逆抽出 に降誂中の札佃）を肴様相に抽出した後｝こ水を硫
敢屁ぴ薩醸水右液に逝抽出した。その続更0,1M 7.J'S3叫辰説：＆ひ＂唖醸/;:_ctる逆埠出に
ぶリ咄％程度の Th(W)か水相に回収之水た．

B 如大‘F易イオン交喚イ本に↓々抽出
l1) E H t'か見度の影塙炉婢醸中の Tl\.(W) とキうしン中に色々の滋定て'EHP

0 を含む肴機相に抽出 L た。その続果 0, 芯%E H P 合で廿(W)I訊D％抽出され， 50% E l--j 
PA でほ争喫上完全に抽出寸れた．

(n ) 姉設裳度の影響 0研 EHP(-) によリ T直）色抽出する恕の硝酪農定の影響を
憫'l`'た． その結果この抽出 1□韓豹蔑庖か噌大すると、兎激1：：：滋少することがわガ＇った。

(/J) リン酸の影喜的硝乾中の礼団）の幼%EHPA による袖出 12 -&.Iず＇すリン蒻~の
影警釘がすした． もの締果/M以下のリン酸（古，争史上令く抽出忌拒凄しないことが初
呵 L た。

（二）井存する Sc(JJL)い国(i;)の油出 炉 H 枢0.3中の Sc.⑳ I~ 甘由V) とほ l酎同様 ICEH P 

A ーキぅレンに油出む水て，両差の分雛は困極である。一~I 已直） lよ番虎上ほとると‘‘
(0,/ ％以下）抽出:r咄応．肴檄相をEH -P AO邸としノこ水＄イオンの抽出の廂駿凜
度の依呑性を諏A" たところ， Sc(1I[)I拉碕破壊度の増大によリ名しく袖出グ為下した。
0.5% EH PA による E進）の油出 1す史験 L た令硝酸濃定 (6,/ 凡l正）に応 I て患愈上俣坦 l''
寸るほと“'」ばかフた•

括朝！心上の結果か＄朗緩褒液中 lミ呑社、すも甘(Tf) I訪，液幻釦オンた将イ本4 ニオン
を用いるこヒによって Sc直）か S 兜全に分紐寸水るが，疲杖陽イオン交換体EHP A l 点
この日的 l遠さ応いことが判明 L た。ムニオンし：：：豆 Th僧）の抽出 14'リン酸 1こよってみ

這知這ざ水るがり EHP 月 1 こ □ ゐ如出 □項を受けないこt /屁西(1V) と Sc.(]l)か
sE直）を介雑すること(ci蛭易で＇ある：：：とが半い珂した．~ L てこのよう尽兜験条イ牛を適
疸選択することによって尚のような裁判中のTh(JrT)を，迅速に介雑することが可誤とで＇古
ねと釉諭寸れた。

支紅 U）す． S曰：叫叫点砂~ui四隣‘)←に（l964-)
(.2)告田博え．‘介枡化辛旦／df ((63) 
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1 B 8 溶護袖出法によ 5アルカリ金属叩丑産分紐

京大裡 0小山唖夫枕山疹，藤永太一郎

目的：寸き（こ 7 日ムの一運の錯林、 Cr（⑰血e).2. (MC5ぷ（叩必也（iアンモニアノピ
リジ,:_,I アニリンエチしンジアミンなど） （j,ア Iしカリ金驀イオシとくにセシウム
の譴抽出に有効て＇＇あリ，向：充分配士（しよってアJしカリ金属の相互分籾が可能7ある
こと， 土ら錯体が可桟麟諜紋きもったあ，比色定景が可釦＂あることを元した。 I)
今回（J,本試薬を用いる柚生房ど，椋分型生成物質序のセシウムの分諏突量廂昇

命椋種の逸速分詭などに逼用 L た。
喫検：試寮錯体としてほ，合成が容易ざあること 1 セシウムの分配季が大き"こと

などの耀由ゼ，アニ，｝ンの教祖いた NII4•Cr(C叫成給）2 （NCS)4 を用いた。盆彬苓の令グしお·
ふひ＇病雙 lぷ，主として B戊u.er ヨ）の方法（こ小った。

差 1
F.P．試料 HNO豆麻茨

ロ繹讐烹2M,2辺
（全20叫） Na0厄｀pH達とする．

5/\r辺
”^°クトル 試藁o.o5A1，；；知
芦り9度 I l ニトロバ｀こゼシf04

ぶ）まゼ｀

/ -----

ふリ苦色＇

/- ------ニトロベ＇ンゼこ層 7K,層
びスペクトル ？スヘ°クト）し
剰定（4) 規I定（5）

Na·帥t叩呼切咸

ロ過
/\ 

如貶 耀紺拿
G既字視9 分前~

水層 ,.::..トロベンゼン層 定のため
びズヘ°クト lレ EDTAｷJ#a. 

紅（2） | } a四 5戌
試簗o.o辺2,llfi,

ふリ寺ゼ｀------¥ 

重景分析

＊層 ニトロベ＇シゼ＇シ層
びズペ 7)., Iし | 6NH⑫ 10磁
;fl}定（う）

L 

＇菰詞落凌lす，蕨当錯体のアンモニウム塩を、か～3N塩酸酸娃とし、エーテルとふリ
ｷ92 
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ませると酸形の錯体が士ーテ）レ層に抽出て此多。
ついずェーテル層を炭藤し力 lしシウムを含む水層と
ふリませ｀＇ると、錯休IJ水に対し瘍碩年度の大守ぃカ
ルシウム塩として水層（：：逆袖出すれう。 このよう
（こして得たカルシウム鳴k菊爽を抽庄試萎と l Z 

用（ I たが＇｀ こ此 lぶ冷暗所（こ4尻存すれは杖叢約序定
て'•ある。抽出寮戒としてニトロベ｀シゼ＇ンを用疇
ば，センウム 1#pH 2...... 10 直fJI!切＂定聾的ぼ紐ざ
れる。放這非放肛性をとわず＇，希士数その佗
影紅厖ァ lしカリ士殺イオシのマズキンク｀切／と
して EDTA を用1., 1 たが、 EDTA を加え 5 と分層炉
速ヤカ‘に行なえる利呉もある。分紘戎の一例を表
1 l：：示す。

鱈：核分裂鱈物Jリ“｀分雛定曼，原子
竺皇水中の短寿伍セシウムの放昇麟蓮硫
蘊 里 Cs/咤-Ba137m 混合f知認ク仇の必速分

酋店と’'を行なった。その結果 Ce/砂-Pr’竺 Srp乙
Y’°I R¢/0‘-R h.,106I Cs’ヨ17-Bd｛函芦どを主店｀分と

する核分裂全応菊中Jリ G'沙のみ選択的に 20分以
内に分謳頚／定て＇でることが＇咀らかとなった。籾1
に分懃前愛のグ練スペクJ- IL を示す。

原多灯冷却水-z·tJ, Cs'認（半痕梱 33分）の存左が＇稽龍寸牝た。 Cs/36 は Dふ辺
和丸0れ（こ皮来するものであ 3 ため 収季が小でいたあ屈跨忍(;J出来なかった。 jた
Cs/咤-B必奇仇のう昆合物Jリ Ba,函元が認速に分韮□ 札ることがg月 3 カ＇となった。

---—介箪莉
．．．．．．．．分海夜む況 7う9汐ン

i 。 4

2

 

..L 

,.2 

図 1 校分棗生氏‘物資逸紐：が後の
r 7ヽヘ°？トル

/) 

2) 

3) 

下Fりtn‘炉ノ M.Kデ血色 °.T巫i／幻叩んノ
必[/372(/ f57)

T. Fvj如、吟f4J M.KO!Iん灰色
(/963) 

G丑ル辺必ノ

O.To.今……

J.ん．'noグ·加巫． “ソ

ん四1 ば．バ必1.I 竺，!Vo.4

珈逸五 der 昂四必‘吻 A加グ砂s今 Ch復丸 ¢/0.2?(I虹J
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1 B 9 
堵媒紬出によ 3 冗均の、足｀につ 11 て

筏医研 ゜伊集f見憬飴 ①如鳥--tf

日切．枝茫材いrt理侠表か 5 ,TA ーヘ‘ペゾー (.T 町）， T T A -M J.. 8 k m 2 つ

の瑶媒忍、名合 II てtぶ印効県を牛') ¥'.fl ¥ J...ト▽プケゥムを狛公グ紬＼f,.各たっf -Iレマウ
卜 V べ＼V て＇’の復戌も式材点＾急叶 のク杵を t;-1-¥? A （デ― -2- エ4- 1レヘキ,,.,,レ I）ツ緩）一
4- へ 7゜ 9 ソ条I(_, p 8 ?(シ'-iー!j-- 1レ，／ーノ緩）一”一つ｀今 Iレェーテ lレ桑の2..つの帝媒点を
用 n ℃的と抽歩 1 ` ?•Sr- 9’f m 足皇を註引促来の発燻硝醸法と舛棘矩心キ＼た。
員．堵煤 lも 0.0S H, TrA ーベ｀ `/-1::.::;/, CJ.OS-M 、 TTA -H エ\3 k を咀ヽ 1 ，釦炉ャ叫 I ：： ！さ

”M, C妬 Coo l-\, 0. S-H, C H3 C o o N 比\. I ()、 S M N H40 H を咀 II t -: "'-5 "l極后生
により孔を抑1f 1 た。 1免用＼た枝牲 lさ凡，乞／吃， 1°知，定，□-m ， 6t0, f f 

(#、虚料秤 {n 疱尻粂て＇廃甜にて 和沢が、ラ広て'’U, Pu を袖吐：銹この第一綬腐の冷支）て＇、あ
3 。 府釈忍／木位をそれど＇れ夕洲｛づ＇つク灸 0- 卜にt IJ PH を 3, 0 ~/0, ()告て＂度 4し
せ也てtりl t．れ m 噂煤急てII 覧（応の碑出も 6 年亨）ーを兎めた。さ 5 ，ここん 5 つ
考煤に。、 0 ふII\ I::. なふよう 1て T B P を加えて丘的を成あた。應0)枝栓 1-::. つ ’1 -Z.’な
pH 5'.. O 'l- J'. O て'n E し） t兎あそ．if= F P に応と如人？H ぎ， 0 て"TT ,4-へ99;/む‘;/

Iこと＼） 2 ＼包埠叙＼水怜中の咬卜を研 f, 0 て'、 TT A ーベ＇プゼ'-/― T 8 ？長し TTA- -MLOK 

にさ I) 瑚も~ \'収年じ純度を r 線スイ 1 トロメ1--')一て＂怜訳＼た。令兵fぶぇャl2 人な
"祁ま媛の F ？平17'\ ？°ふー 1oyを足綬スヘ° n ト'O.,...ト I) にさつてをも危と畔\ fa 。
ミ小 5 のか或t合 11 て多度療拭科， L くに簡，餌，未、もf fi ℃＇の生 4丼取化試料中＾

唸>--—り’Y の袖出之倉式計fこク‘’＇う寺人、 1 かず，偲ヽI \Jr\て＂イ史国て‘’令 3 E ¥-¥ P A 1 0 8 ? 
負~\て，、了のキ点生伶絨も付稔、1 7｀の足見た仔りった．史徒ぢ昧，tもず＇生 1年辰 Aし
拭料 I= 4,1 卜＇）ら A のキ旦 1年と加えたあ'l. -;:_ tj¥. t頌頂史にぅ怠か\ -r~. (.栄足負f• ｛万塔紺tiに

人りもQ\ Iなャ姜翁直線を＼印、，交豆＼コ羨．祀／乾 8 ，合瘍繕t.'')かえt /1f在った。）

了、I 乏ニマ水て'PH を／‘/Jに釧節 l 、ニヘ魂羨（：： s r\?A- C(). 4 §只）ー 4 へ 7。グゾ
t拉人稲盪 l, ~ット l) ら A を角枝慮 I~ 神也 1 fミ o tJ. f刈--H J.て’'求浄， 9 M- H 必
疇神土ミ l f::.あ'l fソ疋二 7 ;¥..-を加i.. 1'} f,..')らムを木晦札物に＼迄呪屯行f1- 9 fc.. 

?-P• もに /M ー攻甜， 2．夕 H --.(,A年， 0、ク 0 4 H- プ:z_.ウ貧， ¢炒ー過紘他米患に危
｝ように狐製屯れ這菜と炉えて培-tr- \た。こへ考粂 1 -0. V ~ ? C o. 6 11.) - -11-つ｀—＋ 1レ L
一千 1レさ炉え抵虚＼有朽層 I~ ~'/ f,._ I) らムを衿＼ I O N -H NO3 で滋抑出 l t. この
珀球選表が；；逸綽＾方法によ 1)') "))-. \)ら久をシュら翁潅 Iこ＼て固定 l·, L匹恥K
知チ＼ow Cou'1\十f r --c‘?(Jy "I急げ＇） t ff斥った。~ Q~ I"'- ラ侮襲屯ぁ、＼l 翰頃定落、た 1凶 1°'( ヘ
放附他浮知杜羨色梱べた。 まを／緯スヘ°，，~ iJ, i,. 1-- 1) ーによ..,ても様釦＼ ft。眩李 Iな

酸股 4,1 卜＇）'7 I.,, (::: ＼て点あ，原今咬炎炎危；；衣て‘'護紅 L た。 炎遵店随ぅも、て',t同一註科
につ 91 てり°ぶのケ枡を行ち、1 他を比較＼ t. 

鈴渠．堺 I 表に TT A -ベァビ‘ン走角｀＇た E (%) ^ 1邑さ尿した。 T 8 ？定加えた'(_
き直も斥したク’’．りなだ’Iすが瑶＼日効県，こぷ＇）f- r,;)が喘炉＼て＂;) • ',/,ュ忌休丁丁 A-
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日 1 B \<.え\'¥\ `'た le\採の淀、雑結果て＇’
ぁ a 。 0. 0 s-M TT  A -ヘキすゾー（咋？）

,f'S“ 
（こっ、，ても ＄、℃ Ca （て つ，， て＇足、猷女

t If了存ったが TTA- hr.¥?¥<--C.T l? P) の

値'(_固じぷ 5 な傾~匈少'•奇：卜た゜

算 3 表は T T A -M 謡\c -.TB \7を
日、！た℃きの rちr'( ダCa に打ず a 叩）

の火爺て‘ぷ込少＂，両岩を一絃賓t"釉

公け紐if Jミ'(_の困復ざを斥 l t;_ • 

っ＂て"Fp c 唸卜を如えたもa'>)か
5 紬出ヽ＼た『ぶのヤ線スペクトロメ
卜 l) によ 3 収率は最径f£唱を TT4-
ベ＇プ之＇ゾー T a p -t"科ぽ l たもの（も

92、ク於， TTA -M エ e)< -c,’’柏出 I f: 

も en It?れ夕后でよ，たが'c゜ー 7 の
幡fて｀げ（って＄ャ篤 l fミ収牟はもふ‘t'’
水 ？ヽタ , 知 ? % -r:" ;. .., C 。

つき＇‘に巨 H PA 乙 O B P を国、I Z 

生体反他試斜ャ‘5 9‘yを抽出 l 冗
<l)足皇さ仔 6 った絃界を示寸．算 4
'1 夕表（ょ舟、江体＾イ祖ゼ’, 4 とて＂悧
" (, 7 （幻（さ a タ Al H cl -c·；；た争、

？ゲ H4 て＇、追抽出埃の佳て＂ぷ a.
咄

シた辛角の E(%) lな依て＇’ゎ／、 7 ojo 

雰l--WI, t'• 7(l.7~ で＇名，で。なぢ
ヽ屯 la-ぅ伏 5名さ小f~が＇兄芥ib Ii木；；争
iかず‘府怯層 I:. E R P A, PB P の（＇’

ぢ；の場名にも残った1J，"こ~ 1-a:泣ー抽

歩 m （を 1各'{_ J..._'(`‘水急，ては c f9 ウ‘つ

（瀦 l 表）

\ 
pH 
ニ S`o

E(%) 
g.o 

8.o 

濱上表）

\ 
巧。

EC%) a_o 

g、 O

（第 3 表）

し侑 4差）

13む ＂知 ／芯 悶ぷI FP 宍r
/̂0 "-7 q狂＇ ？揺 伶2 0、 3 TBP を

^ 0 2.5 9仔 43.8 お． 0

”゜
加ふe炉）

3 、 0 /. 5 ?I.8 笈0 fI、 7 O#  T的なし

{3~ 叫恥 呟位悶謡 FP 忍C< 

I、2. 2、 3 9｣3 99.3 牧9 叫 I f6 P を

2̀ 4 3.3 g. 3 1f5 97.1 97. 7 やL tもへ

／毒 b 6、 2 ¢2、

”゜
級 9 ”$ TBP な＼

3 、 O 'I-. o I t:o I 6.o I 7、0 次o I r.o I 10..0 

へ0 へ0 へ0 12、? 27.ネ 9?0 9?I 終0

0、 (o、2 I'f.1 I 763 I 17.3 I f/1.C/ J!oo.o I ?r.() 

E H PA -4 へ 7吋｀／

1芯l'f,jり：ぅI :: 1万~7
⑮夕表） De P- れーフ、今 lしエーテ \V

I[  |{知|’ぷ玲J Fp | 13とド゜y

た。井脅夕杖料 C危迂）につ 19 c 1or のク＃r を竹 h っ名紬完，術滋良洒入心翌誨他
の ／'.07 1,,'f.. /0- 2.に知 l (/、 OS r.o.o 3) メ 90ご2 て＇、あった。足、和皇 1、ぺ 1 卜Q ＊卜 Ijによ 3 臥淀もり勺'

(7)僭牟菊熊t国l:‘昂大工ぇ，しギ’ー七7J片走与えた。乾煉磁晒；；去で行もっ名収辛，i ¢7、 7~
，泡lf1 抽出戎の足if-. It紅 I f.て＇試料 5 9 中＾唸卜＂含府里 Iさ＇｛小 Y＂小ダ／｀ ?, 37. ? 
Pc.i てあ， た 。
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1 B 1 0 
各棧ニf-ロジ）レルテ＝が1 オキシ辺盆巧釈和紅i

（公侯俄デ笙｝乞） 07P 屁靖
（ず丈径研） 滋糾ー天

（目的〕 核＇息絆直夜項彰知海ラ弟段棄による環境活季 ll 重要fぷ問題であ b が‘: r｣ 
かて‘＇も、放打厖）レテクウ?i';j:複雑fぃ謬的添扇fJ £しめすことおよリ麟q缶要叙介な
しめクことから、 そっと屯重学fj房莱核穆皇て••あら。.::c.言も屠戎し平-t.•'I ま｝レテーゥ以/;I:おと
してニトロシ）レ化含吻として「｝在して vI ゎ：：とが知られてりるが｀＇． せのニ卜 D シ）レit.

釦吻 I：：：ば数夕＜ q化堂稚 A そクがあり 足q比労的沿冑p［文きく累fょ］ぅ之とが＇煤射rj:
叫テ-:::- ry t-¥ I ：：よ匂嘔和租丘閉題とより棲雑 rj t qとし Z ゾる。
ラ＂ら 11. 和訂甜印？ q放身1 浮 lレテクゥムハ活動、虹霞 I:::. ついて穆た検考ずレてい

b 評． z ：：で·ば、 逆q嘉復的デ'- f E 得るたrf) 0 1 つとして｀ オぎシン｝恥レ 2 ＾ぅ幕
妊湘It,~ついて疫討した。ルテ:::::-ウ A ＾オぎジンf品としく 0 洛、媒糊少i乙ついて，i.力D
恥らq存艮帝 I) -p 1•• あらヤ＼＂ 手笈房合 1,、 1ザ詞該料和 1レチシウム 4 戸霞q..,..環：として
各種シャ日:;./)レ化合物 4 祁出冴濱戸しらべ｀f-::.，
t汐法） （1 ）店種:::-ト P ::./)レi諺籾 4 合わ： ti).輪入酋乙分され r::./0‘訟の溢江

物＆過彗籟：： J.刃秘疇．溜~'l:'tJDff応 lレ子シウムヒレー これt ｢ H t品饂：：唆収こ屯
l"J.惰紅望象打｀＇スも通 V'Tっ＾ち約洩硝稼も匹えて姜船疇tくり返し 最虹 IOーぇ
Hの｝睛籾認 l：：ラ姜能して｛糸fチ 1 ゎ。
!') a) q餌＇料洛茨 E 斎，茫乾遥レfーのう釘嶋ナト＇）ウ 4 翁ぅ夜 5 加え、、忍．、た「くり＇蒸，
鱈平くり返レ rつ外ち 7k t•‘0、¢芦 a "藪 T トリウムぅ茶痕とす知

C) a.) I：：あげる怒漫碕殿 4 iやI Iこう影騎みで，くり返し蚤，臼環］をお 2 f；レ ‘Iが外1
逸誠這解して訊｀秤麟とすう。
.l>メr.，ょ．穐 IZ 甘立転｀にし r：：が’ぃ令成し r：：：カ 4 で•あり. a.) /'j.＆心J O ーニトラト化合

物／ -f) I 広 R1..<. Noーニトロ化合物 C) 1 ま 怠NO- 700 1ヒ合吻と考えられる。これ
らば、訂直疇匂 r; と＇’により史稔操I 乍.1::. q穆々fj状態にお I↑的栄度戸しらべ｀た。
(2) 峨出覆1: ..t.止各稚:::::... ¥-P.ジ）v~し合初に”クオキジンー酋繹疇砂aえ，

爾蹟知I-リウムおよぴ 9ド麟t.グl-りウムで rH を言伺経し、 1JD邊して才守シ‘.., /i盈 E 多戒‘
さ也丸｀勺俊．ク(). 0 ホ lレムね‘り？譴; PD えて＄、りま¢｀： 両桔q萩射能を獲ll 足レ
て袖広＾え呈 tしらべ‘た。酢蔽—眉碩幻トリウム弗衆?I' I~ -1)‘稚々fiぅ浴ぅ亙序がら＾祐似
4 誌｀汁た．
直果J f尋られた終泉＾一裕pe f,::.吟記すみ。
f2.u_NO-70 D 化がか細出 1:. h’J I i’'すか H の影喝 I2 表 1 にしめすヒお 'I '1."あう。ユ

の菜葛1 ダ勿¢の試料ぅ茶痰を加C で＇口珪同加温レ、が直 等層り 1 ｰ D 本 1レ 4 も
加えて／げ閏ふ'} Jも＂f立知経果であるが｀．蕊惇がらア Iレ1J 1/ 浮の芦，錆峨＇にわたっ
て知玄 1 れる。オえシシt加えな1.,I で，同様の冷 I乍をお：： r;=., たとさに 1誼全く痺土され
ない二とがら． 牙午ジンク易として袖歩 1 れていら 2 とがわゃ＼る。
季た．旦底の 3 つり化蹂稚とも 9滋渇間が太さf瑾：j堺をおよ I云‘‘すが"、iる II として・アH
9 6 



3 、 7 とアH /tJ、tJ I：：み I乃締昂t表 21こしめす。

表 1 RL-< NO -クロロ化合勃1 q呻出

ャ日 筏出＞牢（¼)

,3.ク 移．ク （～り） () 
Q..Z 9t. (l { ~o) 

f. o 
オやンt加えない時4 搾公争

ぁ？．／ （＝ヽ）

ヽ． o ぁi. 3 

7．ク fヽ． 3 (-::l=-t>) 

?. t) 9ヽ．f
9. ク 96. 6 
/tJ.Cl 移． 7 (=9) 

II、ク 移．？
/2. CJ fヽ．名 (..,._ 2) 

表 Z 冷雑＆ NO 化合物q雑）出

ミ胃 1<.t.i NO-7D D 化合、物 0,iN O -ニ /-D 化的物 ~NO-::./- ラ1-化合物

タク I グ．ク ク、ク /tJ. 0 3、 7 I tJ.ク

1 p" が．夕％ “J. I 泣ク 22,7 I.JI/. I 2名ク

2 紗． 7 ん文？ ？ク．¢ 匂．依 ヽtJ. 6 ＃クタ

3 紗． 7 9/.I f2, 7 ?J.2 ヽ9.9 ?3. 「

ダ 秒・¢ 9 3. I ？夕、 3 歿／ ？r. ク 戌f,9

夕 ?i. 9 和． 7 I 坪、 7 歿．↑ ク必¢ 9/a2 

これらばなて！釦釦復紅得られたも今？蒻／1, 再現住屯Jい。レたがって
これ弓で報告 2 れてける稚々が元象 4 1 キシン1鼻a 筏広綽昂と忍且井合も痕漣詞｀料
和放射ぼレテ：：：：：ウ臼の分打茄"I /つとしてィ吏命するヱと伊可耗と芳えられ 屹のた
がり是疱的 rfデーf t袴々島あた。

I) 1. K年 ，．gよ’・弘· Soc. J呼知ノ辺／ I肛3(19坪）
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1 B I I 
フ冗］日アクチニウム0) 4ピぽ □令 1 知〉
丁TA オ虹出ばすす 3 l)113C 吋わ I司妙茉

恥知絵太直 0 サJ:.灰

（履］ 先に知） o ．辿盛桑膝痰夜守におヴぅ麟いい町］する目的ら TTA の
ベンでン涛淡 I ミよう？叫') 0 拍出沫和i~.つい 1知1 し）松の濃度が I D-1i翼 T) 過盛束訥、")
匁度ぶ 0,3, 、.2 .0."1 ·-)覧団 r丸ーし・穴のヒぅ応浅出，る、応丸｀に従うこy t畔らが 1, した，！）

炉かへ

似）仇 (OH)t ＋斗 HT.:= 松（油） T＋ +(@tm-l) H10 t(t-2m-̂ ) Ht 

ここ 1" 2洲十M = 3, f 1.··灰 3. す万わぢ二qよう麻星．益税酉的殊汲ヽ「に哀ヽ'1. lJ P紅）は咆
舟づ 'ヽ;-2 ＆が叶 0 孜として行在してい 3 。 し力、し芍 1下稼令t小た粍号 11 岸戻駐も倉の
1 惰吼iミよー） 1 J •5 ］もし．、あふ ての原 l月も哨らが 1, 1 ぅ目灼噂討した篠久嘴液の
謬滋 I~ Joリオ舟出沿涌仇オヽ嘉しく斐 3 こ'(_ t雌らオ‘1 てし） 兄の雑界を芍じ 1_-;: ~非化府令
ガ叫勾／~ l叫）＇；秘巾し瓦 ミの研索り退租 l:..―お l I て）一披砂 I, ほ屈認供ヵ素4 にお‘ワう
平衝 IJ h＼｀立せす；げる笥 3い濯、件にあ l,l.'- 6)ゥ血似衿 lミ平佑滋約窃恥払いが可 wぃ••ある
-.,__ 1 か／ぶー） f:.. このミt'.. \'J昴 l ミ水湊液柑匠｀けにつ 1 ＼てp，謁があるため1.,切く，府嗽柑
1 ：：ついt t呵題があ 3 t切＇じある。 すわめち企抽出乎佑かぶ：立す 3 ol1 似 9 TTA →\`'ン‘
ザン：・先液」も柑l勢し衣直條のウ 1•あってノ 晨睛心］杖罹： iると滋足広乞北＼ tぃ非乎衝莉が
生応｀了J． わ研咬む｀ I す::..-0) ｝うな矛方rんち戎象ぅ庶 lfl L 哨 5 少‘に L, 兄か灯加｀｀ 1 つ
O）オ辺、乙し湛厄咲1,·あう）ふ‘ル。ふ平 cか砂p£ （以 1含 Dl BC. t吋ふ、ぐ）を刀榜甘\";.椅ヵ＂し
,`{ d) 効哀につい 1 棺対した。菟しい扮肉勅泉雌譲tい衣の 1• し｛の株請につし1 エも
方ガ、した．
〔t叩研，J 231PA およか‘..1う壌 I Jす1.." I て報告した方泣21てよって訓裟したも 9 環 I丹した．
逸当几塊度のJ.33 いい麟痰'L- 23/Pr;.,,_ 0 弗 l蒻殊浪の一史｛を白金茎奄皿にと＇しが紅
じゆうぺの、豆忍発［這しノー克tの籾—辿浪忠醸澤浪に滋紐し冗 7い合ね L 1....1 ~ 
疇泣集酪遠玖 ll L -tへ l厄燐匁，'J ID→M1• あう。二うし？ Yりたpr;,_蕩液をほ計しt索
訪，＼渇しこい出咬殊い―iフた。サた F―ー 0 オ泣に位っェ甜出文小存 Iヽ我心な這
嬰とか 3 iい）釘配比と計埓した。
〔戻窟叫用J

l．今祝比 I 亨 1ず吟堀邊胡国 9 ．柘紺： DIBC の濃只が 0,l が·人下のがJ ID釦記堀滋疇".. 和よ m i直がけ店＇--克l-.:. ーんるが, DI Be の愧九が高く乃うにオ叫出、 1立匁が必くオリ DI 釦ふ
1/。 1 コ硲うと一）Lのぶ配比国らの＼ミ I i,~位］以J:._か忍吋 I司亨釦厚万ふ了市邑訪
出、 I"'- ―よヽ＼ 9 1.. t l 9り 1-0])スヒ 0 ，栃唸分）似厚這 3 。 ':2.L 晶飴占畔没。ャ定姓：痴液
辱叫い、科 IJキ応＂あ 3 つ‘： 見か以上尋痔 I司放翌寸ぅ違腕比ぶ冴令ぇに位下可う。
荀うしぃ嗚浪のパ叩tlJ) i直 Iすよ雑ば、づ‘ら K〗た値_t|謬—·奴すう。 可乃あち笥根り外一
訟に似t-、庁祝J乞示可。 3．屯鱗碍初 ••TTA Cl みt団いたが'l似疇効豆了。す
加）が知幻謬役応詞旦I] 5 し＼、松兄直渥糸昧滋淡充印l 1.け衣正扱出分 5 o 位し
月 1ず同じ';;...)いJ;釈．比鱈万。 しかし時 1司が社過了 3 t庄神出たか見It＜方う。‘{ (JJ危、
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咽 11 足袖也、い人布 1ヽi屯り生松豆tえ 3 こ'L I:. よリ説叶1.,・・セJ TTA叩7 ")吟な o ように屯
叫註》 1い合机レしが斐化するこ'L 1J ~し＼。この:::...℃ -1J‘5 TTA のみの吟／迂よ'l D18C 

豆却した場令り丘 Pt.. oiが投柑、ヤにお 113 湾り碍託1..-•あ a "'.い 1 ヽ《3 3 分ノ祈難の
且的t十な 1, こヤ． '(I すいい竹互り。 4. ノ；；酋も比1 て及 1]・了すTA 滉度叶溝； DI e c.弗、
知羹に l 這令今配比り汀応いい門にお I/ 3 甘A 疇材力の対応闊 I て 4
直梯I祠知ヵ、成立芍 3 カ‘..J ｛の勾紅 1 -;J DIB l 混底に｛も存す 3 。万るわぢ DIB心洪方がlr53
％吹戸｀ I~ 牛1..ー‘訊 3 分‘) \)\BC 濃渡のJ:...斗'l.埃に勺匝LIコ下見倫2 に恥山す<.゜
5DII3c i，内、しぶ西げC‘L の I 叡，： DI 13 C.愧凡q上』 L 求にな配しt.. 6)値」1 弟しくJ::昂し，
いわゆ 3 t,h叩j手が観窟•さわ a 。 し介し妨か賃印じt..の打籾-c. Dl l?C.況度りiす孜t o l匂
に 1す直牡象1知い噴立 l n-い。し曲が皐←りの‘たもき l 'J TTA 渫度が{ft I ヽ科大t"あ 3 ．するわ 5
丁 TA ねが 0,02M,0,05M ふが o. I fv1'l Y..き＼お岱叫駁 l1 チと 1 ，凡 l｀t l、 0 I噌担L す 3.
いK 屯イオン浪凡ヽパ飢区° I斜（ポ： LAuo午 -H U. 0't t I• l ¥ 1 ・イオ遣、九t2. Iてi籾し 1合
紅比 I ―` AIずす水占ィオー／滉度孔．ぅ紺にっ l I'(. 搾汀した。 いか―6 る I?IBC..,TTA 凍度にお
ぃ 1 もん訊しl. o 汀夜こオ（令イオゾ濃月ーの 1オ応 l司に 1コ直椋9且1 イかが放立し， l{ o 勺応す
l、 1 1・、ある。

（肉窟］本紺出介＇ばーぉ的し；凍のようち抽出？広汽‘によ, -z.尿幻恥 3 。
5-à ｷ̂  

脳^LOH)へ＋ （日勺＋cl) HT+~ B ~ f()..Df' lVH)戸—乎b （町）直4+[介西日）比D f- (,>-2,,.• H+ 
.... ｷ ｷ II) 

つの役応吠 1- S ズの上 5 方諄 1恥吠‘が斗ゥ瓜ら．

祐 =-5祐，いい呼—J)h,u,i・（ 2) 号喜＝汀詞＾） 1心:^、 13)
彗＝四恥．~,-l.... 13) ~::. t. ttJp、 d,t 11 麟柑ヽャ，ておけ 3 鱈 (OH)i下千I (HT)A Bり
炉B Jir,d，↓ いなもすべ．、の莉土弓げj介ノ巳 l'Jバリ中にあ·

11 J饂loH)へ5-ュ.,.ーのいなもIi 1.. "l科 1ミ 1ゴす 3卑ん謬す． lJ)式‘りi且，マ I．クtあリ TTA
がわを＼令、、直出 l 疇｝て上< -祓しノ足払弗鍍ヽ＋ t喩紆t2 t + I 1i.もっ七莉も‘•I,g冷
しt ｛直 l'- い b:.. ててかり。項城柑、fに祉出さい応韮しt （す l2) 寸‘ふが｀＇け）内‘を追
l"• 》℃ii i..の可註、Rパえうか 3 玩 TT4 oiみ戸よ）直い応直t Pa0 乃 •H 丁況（つ
麟H)2 m(HT) (̂ =| l遺苔万ふ）し角2.. ~'(.th, 司臼4 tよ C 技叶 l 3 二て 3心屯 3 。了
h~ -S D i 8 c..t阪•ザ l 1.い乙と＼り慕九") J:::.身 I"-~足っ乙 Pc... O 万 lHT}· 8 又 13 Pr;..(oH)2. T,, (HT) IJ 
→fc... OT3 ・ 13 ヌ 1っ似鳴Tぅ• B → Pl).. OT3·B, 又 Id 悴loH)繹•B 6)ようち耗が｀‘’1い砂しノ こかが

t:11> 1~ 勃手以t了戎 I~ ヽ柿庄セ h i。又会的f芍 rー布ヽ，し夫t'2.つが可氏、|tて示し全グ〉
ン小 l3 }l.}:.. 0)取扱いにおりt P Y もt枯立に応めら爪乃いこ" I慕 I分す 8 。し介し bl肛
叫いの北ll も］ 1 て 1う墳：方＜浪液t祁足可 3 ：：： tによリ麻#い"中にぉぃ 1 兄可邑方知“
し，邑柚出｀こ止ち、 1 我か士荻するこヽ屯似oh)国（町）4印り筍戸K柿分ら苅様柑に移
リ，時炉包邑口共に加炉iヽ↑ 1 ネ呵邑蛉ぃpc..0 店 (HT）凸 lご婆化し.)二のオ克〇体 Iす (L
詞ょ、？パ‘'就1.,•あるて九土う Y う且帷t●●毛 8 。

改故J り S. 5心匂 Y、工四0.ue，駈u． ckf心し Soc．森p.)うふ l7心／1 ↓I,)
:i.) s. S'心心'(. T,.,..Kで）似u．は如•soc. 玲.., ~ふ臼 O C19 ti) 
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1 B 1 2 

9 灼ウラ .::-'7 ム 4 オンに 1刻すろ行をし｝ヶ瞑）
H D E H P に［ろ屯敏希液がらのオlg土

サ．化犬• Iiヽす 0 炉作哨手阪木進、

旦 3 曲りク／ウレ Iげiい、考文t "l.‘11 3 わめ 1 臼知． h 3 と~ r'-.｀一屁叩
9 1仇，1 ／3 し人噴 r; わf'- 1 、 •Ti n、つにわ k ゎr- ,1 、和玲｝エガス多 11] ¼\,f,~砕っヵ、

2―り， 3 1向ウクシウム ,1 彗虹においてi蒻 F 広知·ヽわうこと E 知ぅ， その迅互立
疹，チ足．｝f. I 吸i＜スペク/- Iレ 1)、 4 オン文控券釈 riし．． I= フ、、 1 板倍 L 1 3 k. 3 i助
ク Z ウム l"J.紐5註鑓汲の、fて｀•9函敬 5}釆ヽfにお、、 1 這ぇも和易1.-h 3 J:_. I乞乏わり
1 名足 1’. h 3. こ 4 ことかり竹・ l印f1, t品敵、希末も（利いて必りたム4ゲ｝んヂぶe(PB p)
のぺ＇ぺ.＇ン希匁： t 1 袖1- 1こク 1 、 1 釦1 (r遺条臼冦 l 「＝ツ ;;;,Jl I了二.i,-.. r:. 弓l 氏ヽ‘
'l of.; (2- dt,/ □)ル＃かし＾“．4 (HPzHP) にt 3 畑大 1＝ク、、1.祝嗜す 1.
差 U0,1.も 1李托たがを辞頂訊戎芳1行該訊竜｝クぅナッ 7 にt,, lf- 0,- 、()
He7 叩紐射炉＇丑巳りすい 299u(r· れ） Z”U I: : 1 生成 l Tこ 2”u も卜しーサしし.. ) 
1 吼ヽた． i灸恥：え立っ1,, 1' 8 f呻臼 l-:. ：り， 叫 lっ屯紋す 3 技グ殊虹泳物を
り得し枯吼 L Tこ 0 :..，， ,.”u り 1文射 9叶的煉孜 11 r 伐~スペク)- Iレおよい＇・半｝成期によりナ
ヶて'•あうことを 1位り瓦 1 r< H P E H 化 シクロ＾キすン”ヒ＇ぅ紙象も,-13＇豆 1: た C て
げr-玲咳 l た＾ 5 1灸 1司した． ぁ 5 {)ヽしいの危釦五畝滉濱 lて拇l 崚し 1 お，、 Tてガ？u 'E,なむ
和l'., 1 3/ 11-- 1臼紐：』t t') こ卜 l-: t紅，｝ヶゥ逗和 4 オン ;It、衣 0,2 tなうぶ
り 1-:. 1J P え． 1 り I-:. 社とわえて尼兌t / 0ふ 1 3 ．未l天9年~ ·~}レガ; 1-り 10 4 を加
ぇ， s ~拙複し 1 りうクウムもう僑 1：逗ぇ V. gもアマ 11/ 1Jでムt冦し 1 1年，、 Tーのち
H O E H r ぅ知液 Io 仇[ t加え，ナケドキ辰土 L て神i` E 炉iつに ,~オ日が和針 I: g..,T, 

のり， ~t k ぞ'KI4 1'・つをじ゜＾°、．l 卜 1・＇とり、 1 Y'-ぞ k りう又mt虹t升f翌シン「
レーシっ・／カウンり訂街l 灸し、 う 9 シう 0 6) I的相＾っ戸虚tギゎ r,. ::. ^ t之のう
クシウムのう＄．役，1 灼i. )(I o-3 月でわりt.l‘J...:,:... ")そ戟和行，咋印甑以外 I1 すべ 1
臼注ガス蒼 4 釘,t't•そ袂 e 行fiつ I＜．曲柑＾の鐸虚 e rt斗°1 1 I 、 h たっ'?,,.喰l:.
fJ. 1 ~.. 11' えそ印炊 Ifl t fこ範面")“もい祝 "(",1, YJ 1 :;.ウム,t,文乞，こうう句げ逹ぇ
3 卜ず、 一印 ll If-1あしし 1 来希し 1 、、 1 こと?. h 3 . ぅ災江丑ふ治 1 -(ルガ，．ム）： t 1 6 燭
りぅ z ゥレの 9 ゆ＾の迅知奇，i v紅蛾滉孜 1，·より晃，， そ") 1直 ,1 o. 2 H ">ヒ 3 ，こ？ヽ％，
/)./ M")  I:.. 2 l= ?O  1• I /),0 ヶ月 ，，し 3)こ 9/ •/•で｀~?;. ---~,函ゥぅニウム 11 }な壌
衣の准戟ぅ知液｀f ,;·,1 殿凡｝主りものが来和しな，ーかざ'),之わめて名た1..I 印玖化 11令
迫qそ痰 1-,1 秀ん 13 ，中‘芽r'l ri I.,ヽ． l たがっ 1 最秤 lgぇミド和ぅ灰つてい 3 午価り
うシ h ムの油幻打如釦1 し， ニトt袖•と 1 3 ，ゅ和；h 1 ・ すなわり才定販ぅil"1`’
,1, Ifり面うっシウい 111°0 7- Ho~ l-f P 租 1サ由出之卜 1t.

担. o. 0 紐心玲希改かり 11~ りランウム EOa r F t 1 妾肢のとき，， 5 りに，希釈
剤しし 1 ＾がン々‘’ン E 困、‘, 0、ユ H H D E H P l：より祖i、 e 夕久叶 T-=- tこ h, l｝と人と＂栂
公 1 バかった． ‘t ^ r,-"7心伶杖制 1-:.. つヽ ‘1 疫吋 e がえ「こ． そ＾ク註、 この Iヽ和や）
千 1- 11 卜］レエンと吼ヽ、fくし 2 オ印土呼，1 3 °/。 I 1') 7• µじ゜ Iレエーテ，レもtf},、 rこ't. 3 戎°ん

1 0 0 



シクロ＾キサンt，乳、、 1-::: と 3 'l').../• 1― h ，，，た•.).、J..):...っ手i紅応仕多かりシク゜＾キ
サ1/t. HO~H pt!J命妖和l i:.し1. 1灸印し 1 以千のそ欣t i1 rfった. :j I 国 11- H D 7:-Hf 
滋知 o. I H ゎ・よい•o. '3 t1. I:,.-足，：件り、水祖、↑り池緞9負!fJ.. !. 0.D f~ 0,2 H I＜吏クし 3
ベf: t乏q /.p向と比の知し這うす＼ T＇ぶが， 々 4 勺虹I1-, 3 て.. h 3. ? 3ぐにオ 2 、図,.,
和敦凜孜t o.o 6 H し一企,-: 1%ち， H P E H fぅ湛孜 c o.o f' Hん 0. f M 1 社国 1..” I'...々
4 fこし 2 の”四 4 麦 AL 這吋 L r遺牙． 1←、t 4 勾訊11 ろ-z.·· h 1..).`いエの亥灰蛯和ヽ

り，う僑り 9 Z ウム，1 知べり 5 ぅ直ャい“"た 1< f 9, t紅碍訊かり HD EHf -

シクp ＾オ 1 ．ン柑、t 1-:. 栂出マト 1 わのと祇た＜卜 9·

u" + 3 (H O E H p )2こ u (H (P EH p)』 3 + 3 H• 

/j) 
:. K I1 ．父＾ 11印 77 ケニ戸咋ち［び命心·ぇ手．の H P ｣ H P I-;. tる 1由大りと 3
l:.年<t司じで呼 h 1. 
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T、 T·A ーベンゼン抽出によ~ Npーイ搭醸錯体の
1 B 1 3 研究

簾本大 工 0告田烈應珠良双．釈浬嗚
呵宮知郎．仄舌昭

目約） Np Id 水遠吏紅｀ャ3、十4}5,+6 の蒻化収懲て｀‘存在しうる 2 とが知られている。この中
て｀‘品も守定て＇あか5 の Npの修酸釦和研尻 Iこフ VI て 1胡禄告が｀r.,(されてし 1 るか｀t 6 の Np l~
っし 1 てし3 足量的楕遠謬 rJ 1 れ乙りはい。永統尻にお‘いて 1 .r NplVf）ー修詭鋳4本の生成ぁ·ょ
び、生叡足類にフし 1 て， T•T·A —ベンゼン抽出系区用りる分＠諷によ 1) 検討し，~, 1-;: 

〇` I 疇t品麦誂渇液中にストックエれた NP<l)祗化；に速(/)生化も貌房しf＜ 0
要醸） 3 R R-2 て、、 20 分奈約した uo遠化営 m翠後，口紙電艮沐勤法によ I J u6謬
よび‘F.P、よ l)2森を介紐し) t線スベクトロメトリーによリ純知｀、あ 3 2 とを碩認した
。この口釦‘, 0、\t-1過塩長譲蒻濯pを洛藉ましこれを Np試料とした． 2 の Npの祗牝
4か態を検討するため）種々IJ) ：巖危のf-,-、 A 落液て｀抽出 L, 分·配比(J) T 、 T 、 A 浪慮依存ヽ注
を調べ｀た。加：：この Np屯試和し 1 修貌イオンと心鋒五
成を検討しf<C イオン洛·媒とレて 1ま 0、 5 M 湿誨麦藤ナト
＇）ウムを l和 1 ，また縫衝洛如して l胡彫農慮て｀‘o、 OIM
スル1f ::-- Iレ殷，椰販，t:.0,jジンを珀りて祁を4、 0 叫、 3 に

保った。この＇ぶ牛下で太相中の 1斎頑イオンシ稟複を稽々に
免化文せた。抽出者リとしてばべ‘ンせン 1 て T、 T·A を 0 、 I 0 

23ヽ
M 1: r.Jるように加えた。水租に N遠液を加え， 3 0°C の

疇遺団：：：飼疇蕩復了訊疇瞑劉さ加えて板生
とうし，抽迅平衛に注したのら，名祖の I "I'llしを採取レ I
げ和mt浪1) によリ Npの 2 相固鐸零乞求めた。水相中
の修誼イオン濃急ま 30° C にお lするp怜＝ 34  7 さ申し 1 』
、、0) 1直と唄浪りし「てpH とがら訂蔦し求めた。
結果）靡 1 Iゴ麟葡畏度に対するNp(J)介面吐ヒの変
化を示す。 A J;よび'B 比分離直後のtのて｀あ山名
知ヂ〇ヽット Iよ勾面認の直線を示し 1 抽出及た 11
N逗t+ 2lT、 T、 A)。弓，二柚ら(l:l ·， A)209, + 2 H＋と丹ぇリれ
翫さ怜cmこしても仕しているものと祖足•と応る。 C
i;! 2 過 1月忍上宝追て放豊し Iミものであわ勾訳が 1
謬ーる 2 とが少油0；として存在していることが判明
したも同2 li各種1疹酸イオン：製度洛羨ヵ‘り柾ばした
麟鱈鯰這翫ょ内和｝農夜に対す 3 変化を
系す。分配じしば、冦瞑如 lーよ極大足を肴するが）時 `1 1 I I 、D
釘釦直立、 1 、・：：グ厨妥ば消笑し）結 2 逍疇這 ー5 -4何（滋J日3 -2 

］：誓嘉直謡甕寄＇は認昇ご °2 謬喜図勺筈母t'溢髯品：：：

。

ｷl 

ｷ2 

-2 •l 
函1 叩T•A] 。内•
N渾），心切の領社ヒ勾町•A]。可•依店1生

c
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々 l濤麟t'ある NpOiに麦イじして行くものと君ぇら孔る。図ー 3 lg種 2 の甜阿肴リを甲
レ l E: 場合の) 1蒻這危に対する分雄直後の N四麟cttの変化を示し）ら訳tt I ：：：およ l 田‘
す緩衛肴リの影忠 Iむ｝＄れはい。ま尺：：の介訳tt lJ I\' ンビン、クロL)木）レ幻メケ Iレイ
ソフ‘‘ナルケトンに対してほとにと‘` 0 て、あリ、油ーイlら祗ぽ昏咋+t T 、 T 、 A と反た：して為栢｀拍
這行するものと考 2 られる。従フて鎖 1本主成ぉょが｀拍出反かを次_/7)ように角えた。

`+ 凸叫＿ご NpOえ（也）°, 民＝叫（C20む／~NpOざ]LC心］
2-N心芯）＋冥杵ご Np Oュ（冥Oi-）ユ， K2=(Nら（Ciば］パNpら（叫）゜］［C心J

Np0心這tGO~ ~ /':l.pQぷ心｝ら K3=lN心(f,i 04初 Np O心叫填cぷJ
また Nぶ戸砂pO心＆）゜の T 、 T·A との抽出反応を

Npら（叫）°＋ 1l(T•T•A)。9字N心c~()q.) (Tｷ T-A).,，が必＝［NpO,（年）（TTA入］。蜘p伍（C叫J (T•TA均
N霞 + 2 （下 TA)。冷~Np O如湛。11.t 2ri: Ks=lNPO粛TA)2] 。Y』 .l改NpO江T•TA]賃

とす 3 碕認tD ll 次のように表かれ3 。 •2 

D=[Np0心Q)(TTAh]m:+l屯山亡立旦ーニ硲凶［TrAf。"t怜〔T｀ I• A]。d国］ ー(1)
〔N土］＋［Npoa（滋刀＋［Npら（凶文＋［N凸（はat] l +Kl[C1ば］ ＋ Krk2. [C20ず］ ＋ k< 砂［い頃J3

図ー 3 よリ [C⑬]→ 0 て‘‘l3 D= K乱T•T•A];qr.WI紅4
とばふ (1)式に対する "curve t叫が法 l ：：：：よ＇）
k国8 X lO＼氏＝ 1̀4X IO円怜＝ 1.4刈也駅0.1)
＝卜4x 10 が得りれた。靡 4 疇酸イオン濃
度を一足に 1呆？た潟合の種 2 のシ貨度のでTA
に対す 3 年rj,D-04)の変化を示す。 2 の瘍合 2 
叫叫厨局（0:D-0、4 ） ＝直叩T•A] 。吋•と 4 。
rJ 3 。((X= 1 叫［C心Jt krk晶0i.ft krkふ恙裟·t
8 ：：杓 K4〔ら叩） £og (ap -04) と与［戸A]
のフ°ロット 13 勾配 20 直練を示す。
箇 51j N晶料を l5 日放置レ r翡
合(J) l 紐ttの 1鰭級イオン濃度 1 て
訂 3 度化を示す。基果4尺態にな
心祀は定数を Kexo = D。［げ］［頑。吼‘
とし、 1滲諫イオンの存在す別葛合
叫畔定数を kex ＝霞］LTTA]よ，
とす 3 と）薗 5 のフ°ロットの贔
入勾配が 2 て効 3 ごとり‘ら k呪ex
=1 璃（霊］ ＋＆(~orJ 2 't::しJ
(31 =,:ox 102) 企＝ 1 、 OX l0%‘‘得也れ
た。 これを使って計専したし祁巧
k似を屈ー 51頂、実線て‘‘系した。

ー

ｷ1 -5-4何[C心a •2 

｀スル万⇒レ醜 o: 1::0リジン X 函碩逢
図ー3 俎応tに対する線術寄」叫杉宵足練1ヰ訂爾1直

2 
を示す。 JJ..=o.5 
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叫h の生成‘と令詣の研究
1 B 1 4 ｷ 

金末犬理
0 松菊昌孝J 1反上正信

糸（／）（ユ）

目的： ""''Th につ＼、マの研兒，ユ少 1.iく、 本、研究で l .l 1 言しt羞キ段 1こよら 23／刀の調製の間
題、もt検討 L た。(f) 23Sll ガ‘うのミJし文こグ、®原子炉速中、l生子による 23ユ Tん（'71, 2. n ）反応

、® I幻位中，J宝｝発生装置による 23勺ん(n, 2.n) 反応、®制動放射 1 線 1:、よる必渭（7, り
反応（ベータトロン使用）〔この池案しキ、1生チによ々 23゜ Tん（n, -r)反応があゐが、ターゲット
量の、と、で 1因寵）生あヽ） ］。、ぺらにこれらいずれの該反応によゐ渇合て‘も、 C. F 23/Tん 1J得
られず、生成、ユ3/Tんの比放射能に限界性が 6 るため．反跳効呆と 4祈 l丹した文珠も栽討し
た。

方法と緒果： f1).23SU からのミ）しキング；濃縮~砥且の入手/J困難てしあゐため、天然ウラ
シ（紐瞑中）を険 1 オン夜挽粛脂 (Dow以 l,X8) につけ、『NHce..で知争f羨，一定時間放置して

生長 L た戎を籾叩て溶誨 L 、拭和立上て，．羨乞鞄、 l且 1麦、¢線冦'I 定玄した。
この湯合、 :,3直(~ff, 31•) の帷功'Tん（衣 •2/.II.)＇
とン3kll(~a, 7 ;-i）の々良 2J/Th.(万=2ふヽん）の放射註

比（よ、生長放置時間によ IJ)回／のよ

うに変化するため、本実験で 1コと呼究
間放置後、 8 N He£で溶滋した綽果｀
羊滋‘期須IJ定で条足する緒足が得ゥ九だ。 I R.= 

(.z)談反応 1: よる学餃； (, ®，⑨ （こよる

実験で 1J．照射後 l図 2 に示す化学分

斑抜を通 1利した。.23勺んの蛾と F. P. -P‘ 

ー

'<> 

T
O
I
 

ー

/ 
/0 /0 ... IOJ IO' 

らの今誠 IJ、心寧 0砥—AI!.(M必糸の遠

媒搾止により、 7 久ペクト 1レとイの認ゆーのヒ゜ーク面積の成姜約線 lてナかな純足と年i..,

た。iた原了炉眼軒（立数犬屎研 TRlq-A 工型原手‘炉）で l 'l. I也の力戎、に比ベマ'"f, pが
多いこと，［三(-;t、-r )2''TA ユ→〕 2J3Po..カく同時に生成するので特 I<. 翌pa の険去のために、
DIBI<-lJH H“ 糸/;よる袖出を行う 1必母があること（：短所がみゐ。上誌いずれの点或、ても

化呟分、襲操｝乍逼涯で＇、,Y:,然的にターゲ、ゾトの 232.TA(2ユふ乃）が現入するため，斗の娘の生

長にさリ 2げ、の放射能測足のうガ考と rJ.った。江記点 5まで得た 23／刀の比放射粍,a:表にあ
げたようにはリ、戎在我々が-)-1{'打でき碍

ゐガ広で 11 ` ／夕 M... ア中惇｝発生装配が長
も良ヽヽごじがわかつだ。

（3) 反跳捕集；ターケ‘‘ヅトに(;!予め今属表 14心中i諏甲【l l、 0 を
面を練IJJl.頚、 7 12.トン 5克ぅ争とした戎全＆ヒ了こロ -

¢(hoしr)
囮:t. Ad、9‘‘ヶ邸、'oef l/r to lJ.X (X、サ’)

表

方法、

廿照身寸 l：よる ”1几の比攻射能

閲出th |床訪庚烹楚 l 比已9

（か /2ふ一九ノ心 I 80呵） を用い｀ c以五

j-。,1.として I~ 、マ 1 ラー (~o, 9 吋ん）を l月日屯悶怠r)I o.1 令
いた。 これを／司うに示すようば塔差[I＜入

2、 0 40.,,., 

/,ox;ot 
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辛

れて｀器内と直宦 1<: して． IL/. H江市I生手葵生装置て＇’、問蜆 6
""すした（中，1＇生｝史～ 108んぷんac) 。兼射疫マ 4 ラーと玩醍
て藩解し，回 2 ")化学分詣法で関理 L た後．言式料皿にマウン
トして｝広 B.6．がスフローカウシターにより，恭麦 l曲様 k 旅め
1<.'f専られ衣綽果 Iま 111 牛 l＜斥した様 K. t,叙妍 (~22 ん） r1 文献
碩('}..,./,ん）よリ少びく求手つた、この原因に I f· C,._衣ふが必 lご

入ってくゐ F P· との化学今旅I)千 l乞今 5 ガ｀•免えられみ。幻
康収条・と氾化学分該弘 rふむ‘がら煉討し 1 厄｛／クん）が、最も
可能，性があゐ乙佑ぇ h れるりで、／）筒の間頻、屯．吃の他渕足
上の？＂い、 k っぃても l祀綬技討守であん。 1J、お釦戸の曲根りに

“J点をあ‘く均今ヤ、F. pの今あをみるため教放のは必
(AR(~0.o/→/<4) 甚着テけや（／．ヽ～J, I "'i／り）家）用いた実験． ll }o必， 1 ： J 

る（九、 2れ）泣“I （n, J)FP /l)場合ヒ＾比鼓も検討レ-,つわる．

0~令

←侮）3
勺 {X4) 。"

d□? 
C。“"t,·,.1

回．2 、祁射 Tk のイU営分滋法、
(---—内 1り和炉前身1 のとぎ加え~)

クーや

回3. 照架容舜

40 i • : t l j l • •「i.• i•• L-:. l i -•:. l'. 1 1 1 矛

(I) N,·,ん'“'Y，叫;,
30 ド←ぇ叶吋：吋·9・サ：ー：圧・i·rマi. .’,9.. : :’?て· ·ナ・六： ·｀五·c:·:---¼· Ki~九9 :rka心a,

んな辛I
9ク« (/93よ）

（ユl E.““””`’ 
尺4叫i叫へ純

L, 年／匹）．

4贔贔『辻乱謡：ヰ灯はは玉二l:;; 3』叫il,
l\'ツキ吻’：ーム） 閤
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20斧b ターゲッ1 卜よゲ゜もしの印輯分離
I B I 5 

（瑶研） 0 稲荷田萬里尻島村是

目的：サイクロトロンによ~ RI製造の砕兒の一環として彿桂体トレーサーとし墳
用炉応；製造ず名目的叫瑶化穿碕免所の lb0 砒グイクロトロンt"啜b( ん／紛し）噌レの
稜及たと行わせ哨凶裟造し，喩げb~‘ ぅ燕担体に分雑す名方広紅知し磯立した。燕
桂係此徳＾゜しの釘~1::- /Jいt（む従丸;r. D. 叙必／vi. M. 釦咋叫およ；入＂ J．匂． H,u,,,i如
ら 1)が鉛はくにもが直鬼し／ ターゲ｀7 卜を lbM O)雄直羞紺し箕登乾屋l して I(} 必水
絲イC ナトリウムに企輯し／ ラジガゴ〇イドJ)rぷ吼、さ口邑し， 揺オ瑾心玲し日得乙し，つが
/ ラジガブロイド知（”談逢のク5 t吸蒸す 3 あ‘るれがあ？、 よ↑道敷屈川も屹和：：比紋
約拒畔向ゃ班する＾互滋媒加出私も困し＼て分喚にするガ払戸1えしゎ釦系1 矮．雌向t"
知髭すべき放炉心約純疫ず災セ岐年よく分釦つことが'--i" 1'た＾む以-r.',瑾澤する。
笑験ぉよび綽果：和廂史叛ンし-t.21rb i咋心トレーサーとしで用い，抑出今雛広さ研

究した。 まず 0,2. M,~ な 3 ようにガキヤプシ 1卵 l口ぅ条綺し尼令戒磁冴 la0,0匂 0.l，咳
03, 々4, aSM の構級るれなれか必と）咳b を 1 ぅ為加え／ 0，2M ガャyた匂妾応成t
加え-t.. I 含胡ふりまも爆げしいけしくとりまもたのう紡＜祈裏し， シ却°`ク.,..包登づ｀ヽ
z:. ? 1."A:幻いい加）乞し，な釦わ絃(P) 杉求めた· --祝巳’スマ::i.. Jo;,/)い1,.. [-;!.唱凶トレーサ
ーししt ｛鱈し，爪じ＇方知t'・ケ知繹(O) をが心f魯系，佐の羞合（む 0．げ1 0)石麟誠化 1..
D 他 0、 01{, を元し，も｀＇スマス心紅 0、 I M 叩輝釦'f.t'叫8.5 さ元した。以上直
采がうこの痰杭度 1’• あイガソの分枇が可訛t．あ 3 ::.レがわがクたの 1"糸姿験名ネf fぶつ
fC 。

藩、々＄輝元租唱{NO~.2. /bO 吋苔 8だのア）U ミシタム(,1:くに乞み1 ?K冷武ァルミシウム
夕／ゲゾトが 1レダ＇ーにと')つり l"砂(J)を厖子切呟ルのfルミシ汐ム(-,;< 171 名各曲
l -t.彦島'4'-z;· I 蕗所茅抵船 L r::.. ~..,,,-ム懇?3t, li 0,2.~/.~A 0\雄ゃ..,,;·あつ 1ク．クーケ＂ゾ卜
(;J. 0.IM‘”た20 よ，［こクゑ 8系しI ljf疲漏汁に移しI 0,2 M ガ~ 1/ン ..-,0p ~ 10 ,,,,.j_加し l 分fa) 11: 

げしくレりよぜ｀た．神出を 3 {9Jくり泣したのウ，柿機·柑 I“磁茫の鉛と慈＜~'!") lC.え必
ガキジソー 0.1 M J栢綬渫i夜.2,0戒t加え I ,0-れふりま也’て残角し 1ク。痛徴相 1召沸咋誠20叫
を加え-i. I 1J所 l.l"げしくみりまも、. t,,.:::，、スそ久さ？に相に注抽出した．逹細ti(~}._ ~.L..り

返した． 20iしのブラクシづジ叫？りて斗激｀期チ’J.ひ｀’Y 線スペクトルをしクパた紗泉1 i.4 

r/,...（喰）Q)心1丘祁均す 3 昂i絨｀訊t矛し／吋L^ r 知スペクト Iレし←滋し，t杖幻謬約
に力兄肉べ＄純汝•t'ケ栂k されt I..‘3 こtが糸さ出fら＇なお／喩の放舷旅漁｀慕復ジ｀ケッ．．
ン l"' J:'3分花免度をも~/~ j...り知t包念しわ 4い牙、， 7だパ含かわ 0.097 りり知がみと
めうれ 1シ，主た， しの使朕 1::. お＇し＇ 1, 名し l1. 1.い（必- CiJ在ざ叫⑥枇葬 lる枯這応＇•あ
っ r-::-. ダーゲ、J卜の環b (1-ril牝し，｛否面もほ印 9 多こtが't"ぎ a.

9 J、 D. 瞑必／ w, 11．知心o'11. 1 J．合． HMt<-也，J.必心由·/ 19/ 256 (l9SI) 
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及践4 1‘/jJo 昆法の府尻
1 B 1 6 怠戎よりの磁Pb) ;?'.勺1 の分別龍着

祇大工 品,,膚：P月ゥ"1言雄面衣嘉弄成
0 'r'f昧秘勝

反如訊位ぼ翡；；あいて多1曲の正祀府汀狂｀ていウので｀，負這竜した幻属応
同ってぷく朽動すりもc1) t寿ぇぅ爪力。 d 壊炭 1dオ）反跳帷該性の俗私が記f/畑乙て｀｀
あるため，金属如ターケ＂ットにした場合，子の表面に奇戌跳庖手眼-'B-.1K? I ずか｀て｀｀
ぁ h 。 1吃永この方法になってJ Ml.が 5 nB, R九がら尼8, R..4Ac-カ‘S Ac3, 笠”Bん・カ‘炉‘”

•J □`‘が‘`/jJ離され，核麟‘l て 1科 II~ ター'1'‘、/ I-試料しして，また精闊ガ放射倫刺史も秘
平ヒす力、さ泉丸しし 1 刹用さ爪ていウ。本研虎ず It I 三粕惰ボり社放しし応マ沿ークー
と製作し，大恥中て｀＇ 1也掻閉吃厄，吸舟珂閉，電栢間距姐，グ｀リッド河誤吋℃＂の東、験条
併も従ぇ(., I /?,んTい汲萩税（呼h 力ぷび‘XPfた）のク別化対し反跳イズン加退 I°( つ＼ I -1, 
妓討し衣。 屯Tl~—-—出な0な（絆．担C)塁→叫//,代（ o, ／汀 sec)ユ→ XIZP6(I“ん）一

ヂャ ZIみぬ（ 6()· 伍i,,,)証万｛3,UX/0加） 愈pJ (5叫／e）

玉 2e‘Ti (3.Iー）ニ
炉駿和去； 本研兒 I項I \I た装置吋内径む凡沿ざ lL 虚り疇哩の力｀＇ラ心虻かで，

拭材（t釦じ訟庫）改（た o./如りぁ 3 板で‘化忍鯰ししたものしターゲ‘ット(/}fa1 に第
3 11)危柚（ク‘‘リッド） 5 兄う＼した三札清武、0)枡敬とした。これと I日 1 lく手す， ター
り‘‘ットしレt I1 Nん‘(ff. f%)侭<I x()'ふ叩の円板恥ク｀｀リッドtしr, l't u、 1 -mmがス了ンレ
人ワiヤーt o，夕功況 r81 話~ i：：紅扁んだ、硝凋E, If)、)K. l図 1 I;:: お \I て， D,  d,玲）および｀dqr lな
叱れ｛｀‘ルソースーターゲ｀ット間，、1 -スーグ｀リッドfa1, r---------0 

ぁ＆が｀ゲ｀りッドーターゲ‘ット nl の哀導難と， vl) VZ I h よび‘
V3 Ii屹れを］り鬼戸.:f,す。 D, ふ，および‘d.GT I 広／．S 午 II巳 y3 

~ ／よ玩、，／ ~ 5喰）およい'9.r~/U直て｀あみ。私圧 lす
-/ Si()0 ズ‘‘ルトカ‘J、-I- IS()0 木＂ルトの境鴻て‘'カカ。覚極間覚a:,ダ怜卜＼、
吼羞崎間，免柚間｝直，ク＂ ！）ッド柑品の東、験朱4わ復
えて］疇バ訊種（ユ／エfiおよが｀ X0屯）直吋唯惰量 ll t • \\”|IV, 
も 1 謀ぶI\゜クト u' 卜') - (P.HA．よ砂o/a,,u,ei,, NaI (Ti) 

呵sfJ I丘 l -kク） Iくよリ諏t\‘｀た。 3 た反跳イズンJIJJ直
／くフ、1 て）大見炉‘'亀侑 s 瓜たター T‘ ット E オートラ
；；）‘穴グ｀うプィし＼叶いて名Iiべ‘応
姉果およぶ告寮；
a.)叱社閑叱恥の度 lし；灯、ゾト‘‘の吋い場合，ター

ゲ‘‘、1 !-0)吃心V！直 I-Cすりにしたがっtターゲ｀ットに
啜 l 1 1} 吋よ？りぅ曼の消J![1 l1 Vl ＝ー／00 本‘‘Iレト召t｀急祝幻｀）
笠J) 1 とは W‘b \V ガ‘1｀あ 1r. ターケ＂ッI- 1, p＆沿すゥ芍1
り屯ぱ V(== —灼な‘Iレト 1 て｀、直も泉的 k #1tし，｛がも過 図 1

vz 

!
’
9
ぽ
j

゜ , 
エマネーター

1 08 



ざ｀ 3 し消沢釦！て表 lyする。吋Ti'r-辺R；の昭」屠暑の比 1で D=xふ如， vi =0 1ておいて 0,I t`'あ
ったものが‘, -V1 "E.11f/J o さも'la'i,_,いったん戎ヤし｝一故0 本｀‘,v 卜より負 l< r[ 1 し急、に清加
レ，ぷo 丈‘‘ルトとす 3`` 3 し渕l:JJ瑶 I" 3 ヤカ‘lてtょゥ。 V,::::: ー／紐末｀＇（レ1- -r:'1 古，スなr£ し
咽の比1さ約 0、i t`'訊｀釦に（ルカ）t'~少し大つかった｀

b) "問用の知し； 吼眉剛閑這過しい Iて，ダーゲ‘ットに喉沿すヵ噌(/)t
1不印緑的に背Jlりした。呵了mt1 年血て＇‘いったん似IJ,いスI}如たか s "的 l( f17~
やか 1吋哨紅した。西社の 7゜ラトー 1す峠我難 (3、/四ん）のほゞ｀ 2 イ手“P‘ 汀布iってしI~
こ Y 力‘5x(}『rが訊濱数が早街I(直したも(J) t秀えシれ 1つい応勺か消t/J町いは
鬼レ炉噴が'i農危レて”.2.Bi紅紅呵 'diりそが清し＜惰',b すウカのし希えらい。

C) 喝町揺離の度化； ターケ‘17 I-硲杜の電 I隻が他、ヽ Ii心紅しもに直線的 I<
“し,り(})亀｛笠があネ直 L fJy1 じ 31す，杓紋間枚的に戒炉レ和竜舟とか 1↑ HIT
如T‘, ;zofTL (1I吼屠骨 n紐戸‘‘遣込ヽしとり疇紐亥少し） D＝x,5磁t,文 3 < fi 
るし7-99応畷＂ Ifー史し rJフた。

d)  7') ヅドの影紺勺 ク‘｀りッドも愈杉間''"入札た場令， グ）ッド Ol tiぃ揚令. (°('叱
バ＇て）辺外のターゲ｀ット上 1" の咽屠骨畔ケ K封rトIJ，叫l のそれ l19げ庄吋楕/IJレ
た。 こい lil z に矛す．この”『T£ の Pは"””1す，ク'’リッド這眉したかfi rt,ヵ紐
娩で＇あ勺スは似(JI d 県知4玲う反鯨9 泉により呵叩がク’")ッドヵ‘ぅターゲ｀ッ}--に成｛し
たもの1J‘‘壻手す勺もころ欠 S 、、t柑えた。屹： t`, Ra府の試祐｝るエマネーターがら取
り釦，ゲ｀＇l ッド咽レて 9- T`’ ットの覺柱t須にすつし碕戌のみが検出さ也た．
こ!:ｧ l団'3 1( ぷす。ここしC ，平p↓の戸 1": l遺り芦 lげスペ？卜いあ影げークが
ぅ＂いう｝ l呑t囁務凡ヵ‘‘誌肛ウがtiかった.'Jt.,-:'J`',,ッド｀の正影釦 v;z: J c 売えて
ク｀’＇9 ッドの隋嵯効畏,~つ、ぅて言周I\｀た・りの姉足， zor” 乃よび刃2pに吸惰暑，でり I汲
”嗜1JIJ l~ iそって w 1>やかに痰ヤハt‘`‘, vz可＇夕ofl不＂叫にあヽヽて刃所［の限愴暑，-a:V.a=O 

ょ I) 0ふ仔 I( 教少し／咽のそ肌 1すげ lて吸少レた。こ渭斐わ昂 Iてつ、ヽて I~ 請し、9
テ" -7 ＆しって弧べ｀ 31"17‘｀ぁ'¢ 1J`‘‘礼尿しし,i, 11", 7"? ッド 8 入胤るこt,~ F J, 7.' 

リッド K 疇， 9 -アッl-，←ヶi gヶAl慶柑で'3 か
e) 訊イズ1/j直； 1- トラジ＇ズク｀｀ラブイ lてt 7 て 9- T'’ 、グトの喰I直和爾

炸純昆，及訊昨A fバ‘1易栓か 3伶枯疇っィも見力緑 1C7n.っ力翻して 11 ウこし
＂）かった。 D=x,5如，如、「官 'Tooo 

収J:かこし 9` 5, "と加え Tiぃ，叶 v心叫
協令”"柑 11 辺Rり＇’応n 拡飲，＜ tウ
ター r 、'I 1--耗＾の帷柑が｀支配的t•あ §1....

ぶ;しi？ピ訟＇；ぶ；／i
T' ツI- ＾の布咽？‘．g紀的やあらうと
格ぇられ分·
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核分製注成物からの叫1o およひ・ 132Te の製造

（系統的分紐法による核分裂生成物よ＇）の有用 R I 製造法

の研究ーそ0) 1) 

（原研） 0 久保lfl益免，中村；台人，天野怨

ウランの核分裂生成物から有用な池寿命 R I を製造す 5 例としては 1冗1。ー哨吋c ミ IV
キフク、・カウ， 132Te _ 13ユ 1 ミ IV:\ ソグカウの製造なビ｀がある。 一般には目的核種の介

筐iそのもののサを対象として実施さlf(.'同時に生成する他の有用 R 1 "J抽出は考慮

さ収ていない。 本報て• I1 ，ウランの核分裂注成物からいくっかの痣寿命 R I を蓮親
して抽出する技術南発研咲の一環として実施 l た＂ Mo, 13ユ Te. 11)製蓬シ去の検討翁果，t
<. 1こ 103Ru, 'Is Zi-なと9• オらの分雛 1こついて検討した結果を和岩する。

核分製生版物のうち Zr, Ru, Te はターゲットの酪化ウラン1/)遠所法が浚わうと化尊

形分布ず変化し，'f:71佼．のイオン交換による分厩にさいしての挙動に景嗜すう。 この

点をJR R -2 "i'20 分照射した天然祖成の Uョ 01tの約 IOm11 をもぢいて検討した。 照射

した酸化ウランを Tal, 1e l1)棚外にしめした各法て＂ぅ容所したの方，湾液の酸性 l 0.2短定

に詞節しl"易イオソ交換樹脂 (D,:n.,0 11, SK-I 100~200 m.esh HR型 IO mm<p X 320 mm) を通し，

0.3 N H ce. 30 111! てシ兄い このフラクジョンを険ィオン 7 ラク、ンョ｀ノとした。 その 1愛は

0、 !HI HG 千0 Ill』て｀・ 11 Mo, o.'75N H G.祁nJ. --cｷ 132Te (IV) をぅ容謡し， Zr. uoュ， Cs, 寺土麹， Sr,
1) 

Ba なピ｀は夏目らの方法によってぅ容証した。 各フラクジョ｀／ォら分取した試料にフ\.\

て Y 線をう則定して， おIf)あ．のの捩村の同定をおこな｀た。 Ta. ble に見られ 3 ように

巧r, 103Ru の分布 1 ;t 1 I.J H N 03 をもちいたこき℃ HNO3 - Ha て｀処理したときとゼ遣：って
きている。 '1 t:: l32Te は同じ溶研法を株用した場合ていも照射した酸化ウランの粒手の

大ささぜ分布オ'::.となってきて、ヽう。 これらの詩果を稔合して，あi’J甜罰くりい酸

4ヒウランfl)衿末と照射し，'7N HNO, ー：集 H e£ - o、2N HCT の＇噛序て｀溶研建理す 3 のう`•最逢

の条件て••あ 3 とガえられたd) c:".以後 1j:この方式によ., t-:;。 1 たこの茶件て· 1す酸化

ウラン量 0、5, J.,J..下t lすqq Ho フラクションヘの 132.TC のう異入は II "Gんと｀・認められず，,, Mo 

フラクジョンは収牽は 11 0/4て¢あ？た。 照射時間を 200 B守闊℃した場合毛 15Zr, 903Ru 

の分布 1ま変化せず， Te (IV) フラク、ソョ｀ノ中の 132Te の覺オ’栽少しt= r=-Itてあ，t::.．

J:::言L の分雛藉作t'得ら'1t t::. Te(IV) 7 ラクショソ中のqs五， I03Ru, ~, Nr なビの除去に
（ま了 IV ミ十ガラム法を採用した。 フラクショ｀ノの酸性度 o.75 NHCR. Ill 弗ぅft "E:.'同じ塩

度の取して｀処珪した了 IV ミ十カラム (Wo&m.社製 Mュ釦 10mm.中 X 3 i rnrn.)を通す L
132Te の 11 。/4以上が収楕さ水う。 15Zr, 103Ru, 231Nrr1 0.75N HO 30 tnl 1'.・シ先って除く。

~1 Mo Iまそのあ℃て I N NH40H 30 rn! をぅ免すこ℃て｀除ろ・れる。 13ユ I It'"2 Te.を吸着させた

了 IV ミtカラムを o.o f 1-.1 NH40H て．．ぅ先うことによ') 87叶0 ¾の収辛汀尋られ，放射化

蕗的純度 1さ 11 ％以上てあった。

q1 Mo フラクショ｀ノ中に 1-;f:函 Nr の大神分，'lsZr'103 RLl の l ~ 2 0/4ォ倉まれ 3 。 こ収
らの不託籾 l ;t, 0、S- N HG~液を 132T己の場合と伺じようにア 1レミナカラムて万処理して除
いた。 231 Nr の 11.1~ ％以上， 95五， 10ヨ Ru の 10 ％））人上ず 05N Ha 30 mA のラ知條処罪て‘除
かれ 5 。 qq M。を喉活した了 IV ミ十カラムオらは o. i NH改 30 miゼ'l'lm.Tc オ殊出さ'it,

11 0 



103 Ru'C 1sみの 1'iIll.Tc..放射熊に対す 3 .I::1::は 10 ―4 狐下であ）た。

以J::. 11)こ＾ L. <，核分裂生成物よ’J有用 R 1 を連税して神出すつ技術問祀の一環とし
て 19 Ho-"mTC., 132Te-'32 1 のミルキンク●｀カウを製逹すぅウ玄を栓討したオ，熙射した

ウラ｀ノ酸 1t:.物を 7 N HN03 に涛第したIf) 5 ，葱、登乾 OO し， HC1,ことオし，さら 9こ慰発装
団したの 50、 2N Hct涜支とし，これを陽ィオン欠積樹脂てm 分属したのぢ， Mo, Te フラ

クショツを了 lv ミナカラムで計青緊しなォら， ミ IV 令ンク｀・カウにイ±:. J::. It. 3 技術を確定し

た。 この方法は装匿化も麻易てーあ｀），所専吋間も T IV ミtカヲムII) 1tにようかぇと

大差なく． しォ•も l司；公にくうベ・収宇，粍度 1さ高いという令’l 点と有している。

To..ble 
ー D i:stri bU:七o凡 of'Iszr,103Ru a以 1つ2Te

ImJ人iaha u…叫m, Ox凶de Dtssolv叫
叫ferell,t Cow山tions (uv •/o) 

伸m
U~r 

9S 
Zr 

(100) 

903 

Ru 
(100) 

132 
T-e 

(100) 

[

2

3

4

 

1
2
3

牛

ヽ

a几し0t¥., 

ャd.C知ル

'1.1 
3.0 

IS 

37 

18 

9 6 

98 

8.0 

弁． o

12 

13 

6.<J 

31 

Mo tOV) 

frac知w iracuon、

I.'l o, 36 
l.2 0.48 

1.4 0.4-'t 

0.33 0.13 

1.2 

l. 5 

0.6<t 

33 

Zr 

ャaeいし

83 

88 

'78 

58 

O.'fl 

U02. 

ャ叫·Oル

3.0 

3.3 

3.C 

3.s 

1.7 

Cs 

tractｷOIt, 

1, 7 

0.19 

l.4 

r ` l 

093 

1 ．ク

O.'l I 

48 

resln 

1.5" 

3.1 

0.% 

0.15" 

0.62 

。`26

1

2

3

4

5

 

0.06 

0．双〇

0.13 

8.7 

q5 

!8 

87 

13 

61 

0.3'1 

0.f3 

O.IS 

〇ぷ2

0．舛

0.07 

0.12. 

恥so!Vl吋｝ Q叫ふ·ons o1 "raよふ必i uvい心屈恥山
I..,_ U30B-7NHN03 ぶ』→朽呼→ CO心血→わツ叶→ IN Hel 心→toto.i 10ml 

2 叫0s 7NHNOit104 → dry呼→—囮→もy呼→ INH<l坦→如泣 2叫
3 叫Or CGtA血叫＋ INHN<!Jは→わ呼→叩uHU→わ門＞→ lNHOOs4 →し凶卒J
4 U心 INHNら 24 - b凶 lo4
5*(」30言 IN tf N03 s-.J.• to凶卒4
沃pa9叫e ぷJes are 仲11..v. til.ruv 廿 olLA.,,

・文翫 I) 夏目，森目，竹内 ;ナ'1回放身す 4ヒ音討諭全精薄要旨泉 (1%3) p.ク．
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影天理 。シ也田茶生／禾村幹，高橋桑各
襄禾畜子

即叫這釦紅利用する令郡知つい-t. (J.'冷者が)l＄口 l ：：： 4走束ヵ謬（喜楼交
浪*) "l l~ ダ‘，逆免~~':::-多免役~, :::--段這知りゎ広幻鯰レf-::. ::--:tt.ゥヵ
ガ私＼チいずれもた挽反応禿に:&• ¥I 1., ~釦狂虹釦＼．．すかャャ‘l噸紐ッ度易 I'- 這
和釘が成 l）立っ湯知心虹ざれる。{"“仮釦速危が｀ル、、条に-1 \、1.、 1 だ‘免
彼乎市に到‘急しな、11渇のカン1.99 、 1印瑾炉免が釦的 2 もし1 、 ‘‘a iで‘各フた＜
叩れていない，＂足にわ•いてしチ、シのよゥい門衝祁｀徳 1::: か（fる l司往4条免複惰符1:..
ク＼‘て穀告する。

慕
印幻条交痕反応ヽゑ虎があチりた足くない交援条；

AX. +- Bx*.;=＝ゴ AXそ十 BX (1) 

* にぶ、いて，試埓窃賓 AX 中" X ef)骨「な丸ラ糸が1 紛噸 BX すの X の暑•~ I叫い奴軒能
g a とする。友f衆乎衝 1-:::. お l1 ~ AX~筍知奴射託＼t〔X/tx+m))·a ..-l'あるがり／免痰
鯰闇がい位粒の埓 l句t, I tぇ l：：あ‘げる Ax¥-渚騎りt射粍t力れ裕’れ釦，伍乙すれ
If‘｀，水式が成リタつ。

印— ~)=一攣Rたr (2) 
む叩

小—土）＝ー攣立
:;.. :.. l：：：尺＼臼錢ぴ‘““る。 (::i-t沙＝ X と a, tをラ翡広するク↓ ｛二より

(1 -舟x?2 = (1 一舟X)ち 糾
t2::::. 2tI L お芝， XI2 ついて餌l'f Iを｀｀

2 釦□2. .a
a12 

(3) 

x
 

(~) 

したがクて

” ぇ＝ (6)
20..l - a2,a -1 

` 
aT:z. 

紅のサも暉叶放射＄紐 Iを既知ヤがわるガ‘~ I 祀挽夜釦釦釘免4 あ＂晰司~/)f_
0 這 l~ あた”奇l司i, l~ あ｀ヽ't. I AX->("和 1::..1カク r項布託な利たするシ¥ lシ｝ 9, 式(6)
がり，言紐行,/] AX ~青t桑功る 2 ↓が1.‘’fる．
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立
逃4“”"較的In ガ‘功る戸 lく，碍糸ンし 1 ヨ＇う ht::.れー 1‘` 4 1レンヲ叩じガ

リウムの 10% アtトソ希が遅ぃ‘ヽ，ぷ～ I/ク C邊虎飩I国1.、,"危t比f::.. 1 むわら
ョウ杞I)'\, 1" 1 Iレ＂棟啜幻和，レ，そ 4..- た意を 90% 1 セトン 1::.“" る（条液A)。一
ヵ呪 1｀｀今べ I~ しf叶既知喜の 3 ウルクリウムt ?0 ％アセ砂ラ沿え：：：帝緋する（苓足B)。
名f：：：・這夜記iわ氣ンして，づりiヒガリウムれ水落液しべ｀＞•む＇ンンの項炎乞紙、練着
Iこ¥リ／氷冷レ 1 あ‘く（済液C) 。 ありかじ‘め化 B 同恭戎t往た多戌I4到遷さもたの
-i; I 祠療氾tふく混合すゥ。シ 4 商刻り詞 0 ~する。
ー免埓洞 4 杉軌，瓦祁漆足ガ‘ゥー免各も務紅レ，希夜しに仰え／ ぷ＜拇y 3-ぜ｀ろ．

シの棧作しシ L り， が1 A口心 1" +IV しでべ｀ぅゼ｀ Y 層 1項リ，づウ化ガリウムがうな釦れ
ヵ． 也凶か篠レ幻往べ｀ア必｀＞層，水層 4 放射鈍シ叶戸祁プ：才レ／乞ぅ>. 11 うン 7
/ -i‘‘損l た 1 る，内層叩視戟穏；の和チリな放射能t生力和
ンの免練り絡直呼1月幼,t, 30/ir-I f 0か 60今， 80介（一つい 14和 I/ (2,()な I 4-(}分）

国分， 60介），（ 4吟<J 041-) ti)紺移碩いい欧b). I::. 刈いバ幻，t'I)和が厄
t • ? rこ．

堡
”虎1,;. 分け ~I砂紅挽反応祖訊億 lをふく叫k呼が和 I功ぇ、＇／恣l•籾 4じ臼

lしや‘_,.,. Iを 1 、 9 kta!l/暉A、と刹免された。 :l Iう A t:.. m. -1'・ケ IV り危喜の科界t表 1,:.. 禾す；
o. I 0~0, 50 面叫1 <f) ~う杞')1. -7,. 4 IVtif X夕～紗~しの；；釦復花国が比飩的工ヽ‘枠界t

牙わる。

11¥.-C4出 I KL • 
反応乱Lf) 

'1lーらHq 1 

町丑JI) 添加（骨仇 4I) 吐さ~I)(ー 

o. 0010 (}.00/0 2t 0.00033 

o. JOO &. I oo ク 0, /00 

o, r()0 0、.r00 ク A 48 

{).5'00 ~.o タI) #f o.4t 

1) NI I 似， S. A~1 R叫…四f il, 317(1167) 
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ルーテオ出による企属炭酸針湛の沈殿
JI. フ゜ルトニウム化合籾

原研 東油研 J:..野培，

渡辺賢寿
o足 三す男

プルトニウム(W)と含も炭酸アン毛ニウム念淡に，ルーテオ塩（ヘキすアン：ンつJ、..

ルト（皿）塩化物）洛炭を加えると，黄緑色の殊刀設さ生じる． この新化合物") /I:,学的社質
あ‘よび紐成｀ど諒ベ・た．

虔．験t括果

1．沈殿主成条件の遅i尺

つぎ＇の二方法 8 月いて沈，殿の蒻繁．t

拭る： a. プ Iレトニウム(W)と）しーテオ

羞の環度は一定にしてお、i，党酸ァ
ンtニウム療度 e ．変化、fせて，沈殿

と作る，-6-.プルトニウム (1V）と先酸ァ

ンtニウム濃度ど一定，こしておいて
, Iしーテォ羞．環度を変化、fせて沈段

~ 1乍る。各々の紡合、上澄度中に残
., r：：：フ゜）レトニウ＇ム董を規戌し，；虎殺
生成に通当な諸条 1乎と紐べ7：：． その
綽県，図 1 ，こ．示すように，幾酸ァン

モニウム 0.17M, ,しーテオ塩，0．叫打
付迎で., J:.；直夜fのアルト=-ウム舟
が極小 1直と示して、~る．

如．光応請繋
約 10 1'1.~のプルトニウム (W)e 含も 2.5N
塩酸多液 0.54、を 2 日先酸アンモニ
ウム堺来 I ：瘍· 9‘ して，原釆とした。
；の原．来より o. J5~ とJ'純）l<. 0.“ 

吐を加える．~ II)よう I~ して 1乍っ
r：：アルトニウム(JV)衆酸錯 1本と含も・アルカ 1.t生；苓釆に、 o..2日）しーテオ塩象夜 o. .2 4 ゎ約
加し，叱殷t 1F る．追，↓分紐してJ:...澄兎を餘、1, 24の系も水で 3 回，'f1 名エチ 1レア 1•し
っ -,v、 2 4 t• 2 回；•もぅ•.:.のよう 1 こして伶 r：：令吉嘉と以下の虔．験,~ 1吏用した．

3,11:,営的挫咽

礎緑色金］状梯晶。命森竣 I: Iょ使酸ガスさ発生しながら溶揖し， オレンジもさ呈する
・上記移晶の純火ぁ•ょが 11% エナルア）レコ- Jレヘの漆解度（i． I.1 呵和；；OOi匝0,
およザ o.4 2 呵pt,l /1003 閏50H 9 (25 :tJ.•c) である．

4. 紐成歿走
4-1 紐戒か枡
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災祓アンt=-ウム
JV- テオ羞

/0 

｀し：
釦．炭酸ァ・シモニウムJ)しーテオ羞凍度
．変化,~ J ~.t. J登炎 9 フ9レトニウム舟



2 、で得た耗晶を全温で 10-3 'lM11. H｝下q衣Ji.に 1手、ら會 3 が一走になるjて放翌乾燥す
る．歿酸含舟，1 この試糾ーも 6 N 塩酸で分解すると、＇の前後ぅ重骨の変 1しより束｀めた．
更 lこ，ヘキサァン＜ンコJゞ，レ lー(][）イオン贅 IJ杓75 'l11.jl.で") P}l光歿測走．／フ゜ルト.::.ウム令
董(d-，放射it,係ケ打 lこより応りた。ししでf名らか／：蛉界と／し 9 柿晶 8 [G(N出）、Jぶ―
(Pu. (C03)s出0 J·伽0 (I) tしたと、iの理諭紐成とを表．1. Iこ｀子、す．史汲虞とtr t位と 11
よく一攻して、，る．

4 -2 熟天秤か杵
しの化合物の空先中におげる熟分絣
過程を， カーン誓エレクトロ Iヽ・・ラン

ス 8 ィ吏 7 て随べ’た。益し度J:.界速度と
"位| (%) | 32. l | 25.8 | 23.7 | 令り紅／必t t l たど、~ 0),温度に吋

素．1.アルトニウム (\V)峰伽紐成 するを景変化を図えに示した．
IOO°C よリ；底そ心斎しく，..3oo•c で·

はほ令解 I3 終る．最終生成灼/:I,化労かキりと x 線回祈0)向方J 9 Pu0ぃ〇ぇ 03 である
こと 8 坑認した，熟分妍 1：：使用した化合物q紐成と (I) とすれ rr，紐か所生成物
邸が伝03 "lを 3 は当勃秩拭骨") 47.I %とな?'史緩約i: f昂られた+t.o %とよく一致
している•

4-3 糸甜命
4--I およが 4 -2 ">、猪泉よ］，こ
がし合物の紐成は〔6幽）、JJPl.\.(CO~)池0 )4fl必

である．
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浮逹J塞中2./0 p。 (&F) の邁鮮仕
1 B 2 0 

放屁碕 阿籾辺3-'阿卸史訊

旦鯰 埓逹急中ユIO Po の化学的住債を知ること 1ま＇＃隻々の分卸持 l：：イい摩分朽上み
るい 1オ保健的環などの今群にあ｀レ1 て役t亡＇っ．斉屯危牛 2/o p。の化学的性侑店 8月らかに
する一環として， 1箪洛ほ l:. っりマは昨年の放釦化学討説会においマ淮表した，今回 la
それ／こくわ之，棧々の試脊に対す 3 ぅ容幕ぽにつt，マ（ら＾・るととも/:' これまでに祓
告tれているfo ちょびそのイに合玲に対する遼腿ほともあわせ比較をこつろみた．
輝謬 大気ぅ臣這試料 I丸ミ,,ポァ □ 1レタによって集庖寸れたiのてみる

0 "”該料 I六分割し，一方 Iば，各籍素fl, I：：：シ容解し／ ；溶銘後溶、伝染広よひ羞いをの汽'
直にあ•It a ユID Po を定骨した。但方叫桟埠知理g行い I ~0  p。t7)分莉を行った。両
拍て．．求められた.2.//) P,。~ tt..駿した。

輝方法は，fo の壁への吸羞さ仮lヽ l こするため／こ 1 /t、o I) エ午しシ及のお忙管を使 lfJ
I •また＂渚試K手と泥品の 1竜触時向を出来 3 t可庭＜つま、）1- fffJ /:フ、 I C /{)分桂冷と
した。瘍祖が令を和俵（こ立月 3 時応註くす』ため｛：：： ／該·袢と姜危との藷祖方法 I~,
静昼によらずシェーカーによ 3 痣とうを行った。即ち言紅紅哨ら（to.,,_, 功.J.)配溢茨
管にうっし 9 ／りク応璃とうな行い，シ各苫尋粒｝ど潟疫卸l;- d)令ヽ）に（エミリポアフィ
1し夕 HAI：：よる口過滋によ，た。この積イ乍ど 3 区）行ぃ，ぅ盆も新）なtrJ:みわせ，ぅ容を、後の袴
遠/;1;硝破て‘ビーカー／：：うつし， それぞれ.l.../0 p。の分Iヶさ行った。イ走／~ l た訊哨ば，丹
槻綾，有混衷叩即蔚美なとのうちを々な牛屯莉をえらんた．．．遼紺シ厖た,~釦盈と l t:..。
~0  Fo の分朽ぽ，箇イ更て有 l砕を気化学的釦鱈こよヮた。放約雄瑣，JえI刃斗急ィ本荏
宏器と／2夕午ヤン子（レハ° IL--スハイトアナライサり組令わせ l：：よる d緯スヘ°クトロメー

タにようた。

誌果およひ方象 痢疇い—匂 E l'A 1 I こ示す。シ年滋厖中ン0 p゜の魂、母仕 l丸杓
々力,- l らべた祠哨の屁®て．．は，次のことがわかったタ

(1) 瀦解0) ＃□ 1芯 よく魂Iナる'. • H⑫ ,T~ね吟 a臼
債か 9：：遠ける： H辺， EtOH, C6 佑
衿んと．房各 9ナない： C CJ2. * Iこク杓マ．． 3 る．

（え） 遠公液と；紅役の坪埴Iニス・,t J ユ/0 p。き加尊 L たイ直は．榜がn.J.登0)それと殆ん
ピ I司 l・・マ••あるが， Et()Ifのみ Iヌ、オ房がn.瑾<1/それよt/も小寸ぃ●これは-っは 9 Etoffに

去ける~° fo ，，，，各訂侑の容春＾の吸羞 I庄の I荀睦が｀寿えられる．
(3) fo お•よび？，，化合玲 l＝対す r 3 シ念絡仕ヒ比較してみると， 二れだけのデータから

正確なこと｛な言えなI-'力＼••/ p。C.R.4- (よくぅ念け~ : HCQ., T"t<M-やc:u:.,.·cl ~ f苔か／こ；釦- a 
: Et{)H，な以~) Iこ立，、挙勧g示 l てし1 る。

虔稔上の内題侯と L てが見を底と要恥り袢極時 1旬，可恭的分と玲5差のグ）をと．．につ
いてる検訂した·,

11 6 
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2 B 2 1 

ナトリウムアマルカ‘｀ムによら 7"'I レト＝ウムの

逗元

啄研 ゜』は義威‘石肴嘉禾坪

，，ルカリ心辰アマルガ｀ムに I ら1--レーサーそのアクヶ＝ド元手，の蓬元 l2 ついて．
･ 

M巧疇近酪告レてい b が‘，それによるヒフ゜ 1 レJ-- ＝うムは．ス郊ぢ水鋲祖 I吋袖出之
れず＇水租 I二｝茂うと 1 ，う紐昂 7•あう。シヲンが｀ナトりウムアマルガ｀ム 1遠ぇ s 仇 °.3”
/I□ H1 科太のウランアて）レガ｀ムカゞ埓らヤタ＝とを 9 .2. 1 回午全ず祓告し巨氏今
回 I丸フ°ルト：：：うムて｀｀の喫液'::.フ＇，て稼捨すら。土 1‘・ヒt骸的 7° 1レト:::.うムと彼て 19 う
セリウf.,., 1 :z.より手 1扁窄験t行な， 9 ノその条件に是っ｀．,,て 7灯レトニウムtす1--リウムァ

マ IV 力‘'ムて．＇遥元しt.,_。そ、の鈷果／ f-レーサー量て｀’の M c..り 4)た 3愛とは累 Ti'J :殺t % 
っヂ lレ1-ニウいが抽出ざ+t, 0, flf../J-和／ /00 況む／ のデ I レ/-::-ウl-\アマ）レヵ＇‘ムが｀経身ら

れ7- II 3 。

じ食液方私］ ナトリウムアマ）しガ｀ムの訓穀 Iわ 40)水銃這社としつi箋火ナト、J

ウム 9K疇t伯念の吋 l旬一定ぃ…fパill工，＇l遺低さら 12 エ今 IV ア Iしつー 1レt"

坑って（a ，, 3 。 セ，｝ら辱芍直i夜誼訊セ ’l'うムと酢雌 I,. とウ｀ら墜忙乾 I，し T-t..") 5 

0. I M セリウ這（いtJ: ~ :i'-う／2...座啄，I<- I ュとか巳 ~ "l 10 ml_ (C.e こ～ l 化 0mi）ととリ
伯急のを0)酢．雌を加を，是匂，1(_ ず I s-p叫として畑俎L レち。 セ II ｀うム迅ぇ 及
“は． 舟逼の水舘戌；§条とし司す午のも力ず如を 2兄，高て（四伍のガ‘うぇ習t" F喘
1：：毛妍習が｀つ'’-z,, 3 。呑ずヴ量"),jl-含名を加え， を"'.!:::.''-,ド宛t ,K 釦lし E ケリ 9 3 孔

め ITl)t且11:. 疾、f.心＄か.J., つ'’て‘｀す珂紐 l 四以t加iう。ナトりウムア 2 ／レヵ‘‘ム 1 よ
'1. 9，い mれのえ勁笥も迫レ約屈） 4 ／ば加らの速て？沿セ·存 T させ 3 。っl屯t「2 九し
てし9 3 け古 1.- ーキケ／ラと｀｀マ＂ぁ 3 。仄却よ庄.., ~,1c.祖筏m ，日杜蕊と一9 1 1iえ河ナJ---,,少
ムと偽がレ.k.. _v, ">タぴ吐吐th-ぇ紅けJt) ,/)1:,. 及レ也，1 シ/.,,, t f忍ら‘しぢ｀ 9 。 ユこと
二立上 佼 I令し石？゜しレ1-- :::..うム叫 l司依件況吠が｀肴和: ?I 、ク 3 （以）グ。ノ認0Pu, 7· 幻
勾呼／Pu : 0 ，クfグo ノ呼2 匹： 0 ， 03 '1/。0)もつ 2｀ら 3 。？° Iレ1--ユぅムゥ杖印化券方珂＇2 IJｭ

I 之If- IP“ の猿棧稽 7’｀お 3 ユグ／ Am を含りす 3 ／必逸ぷあJ.本度汲？．‘(｝，和｀ t :rれ之
II }イオン文 I輝1 託私 Iニエり呼IAm 乞匁り楳製レに。年＂L したフ° ！レI- :::.ウムi召芳氾
つセリウムと{1-ヽ｀＇叫:r-',.人り痒噴） LI 仄。 ザ I レ卜:::...ウl\ 0) I食応．洛ざ‘られ氏入ョてつ
戸ーフ＂，下‘ヽック入 1-/:J T'行なう玩グ装翌の大王でも和1 f& s れ、屈知知ク0 四q宮ざ
):'.. V 1 ¥V) "ft,氾朕手 1 --;J-- {O 戎 1 試平偉 1t~ 1;J. 1 2-0 叫’としち。万たt忍の下喘 1 2. 11. コック

もフげ凡-r;;_'t? I 遣俵 L n.袖土，ょ行なえぅ•` l 匹戎0) T)- りウムァ"::! 1L ガ｀ムt釈1祠 19 勾
げて，菌絵怜 1 1- 7~ ル／‘::::.，うムゥ抽土｀と行なっれ。見められ只水全研悴l文セ I) ウム l昧
処弁し玩。 主 セ,,｀〉ら（ょ，宦量方行．フ゜！し卜＝ぅ/.,', I吝 d...綿バナ荻 I 2.エって
込立
べ—'i..し仄。
［紅昂乙冬発］ セ l/ ｀〉ムゥァコ）しガ｀ム化 12 対す｝ノナト l) ウいア':2 Iレガ‘i..,·'畔吐
のぅ嗽ふ｀の条問~ ~- /!/ 1, 2.. 1_2.・ネ勾レち。佑迪争（~'z: (、て（＆ ナトりウムアつ）レガ｀ム 1子
0.( 2. w えo/0 昨必の燦,,.,_. 11-0, 22.日とゎヽ． との会｛斗'l..`｀えらヤにセ 'I らいアマ，し力｀‘
11 8 



ムぽ aI'“／ゅば H 程．広、である。
セ'}'うムd)略令の“争（十 9" 行乃っ E ヂ Iし/-＝ゥムつ蹂旱も表 I I遠めし仄。この

ふ沼昂 I~ トレーサーそt'り心／の報告~,~力‘Tおり具存，仄もの 2しら），判らかに
l 四叫｝叩このヂ 1レトニぅムが｀ lや以 Hi'ヤ\'l.呻去、こヤ 2 ヽ I .;l, c> 1--レー寸ーをとコク
ロ角てのナ)--')ウムアマ 1レ n`’ ム 1=- f' 3 フ゜ 1レト＝うム叶|b 出に対 9 3 尻 l丸 ；；、そらく史
埃糸（朽加臭 l＝もとフ＇｀くものであリ，特這韮知pH 乙ギ筏とオ滋砕ヒの粉取叶
陶［亙い時 1り）の祖臭が大そな氾穿t 5 え？，,-'3 ~先 2 ら~ 3 。
桟料｛訊のpH i7Jむ喀 IZ つ II てヂlレト＝ヽぅムで｀ほ将 I?fn] べ｀てtこ｀｀ヵ＜J うぅン咽J灸

がヽクpH が‘ダ以上で1凡辰た中 l'l.加水方畜f歩伐物が｀位じ・ノウぅンのナトりウムアマ
ルガ‘ムヘっ抽土ぶ急咸可 3 。フ‘Iし1- ;::.うムも（子、:· I司オ不 4 綬向と．子、ウうで｀＇あうう。そ0)
戸のキ訊？＾も／ナトり 1〉ム'f'::., Iレガ｀ムとヵ疇·径涼知pH が｀’'\,嘉以 T`’ こなら
な 11 ょうな条i牛 1`‘ 食 3灸 E 行な， 2,, 3 。全 R 冷紅け内が火嬰汲J:. 1-:: t. "珍令 I~ I 西！哀
雨と、，う現なが‘む-::- 3,::. '2,'.'—たーサ科な: ~1> /2.し 1 み 3 。一A- M丹つトレーサー
そずの産洩f'J.. I バ‘‘‘)が広巧') 1 武判t知知pHIみ＄｀へi ?"あり，，示た呼紐 Irr?? I~ 1fｭ

方とかなり唇，＇わウ？｀｀あ 3 。 したが｀って 加水ヶ月‘面i定年 1句狂がな＝），っ゜＇し卜
→ムをぶリう＜袖去 9 3 いうもが這か．~{千が 1まな，t ;;::う乙‘＇あJ.這砂
ア）レトニうム加）浪 l＝践っ只Ol I~ 苔竺ずあうう。
伶辰っ°ルトニうムつ）K紐へが考祠牙友（エ 2·“-9 p“/Jり凡1 (zo"C) とりわ中 b4:
唆そ不食汲叫られげ Iし1--二，うムア?'.レカ｀｀ム，江く 0, I勺 Pa/ l砂辺 Hg t'ら 3 カ＼＇｀
さら 12 うその？゜＇しI-- ＝ウムとi更 lflす 3 2 とi'2..石) 1\l寿郎女，通こ｀｀ブ゜ lし,_-:::.ぅムア~ /1...-' 
が｀ムt {F 3 Z と,1-可庇があょ。
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？メリシウムがヒ学 (2) 加(V) 湛戎の振l
2 B 2 2 裂およびその 2 三の性質

（東北大・合研） 鈴木進 〇原、 光堆

ランタニド‘およびアクケニド‘元脊、 h‘ ら，特に 31JJ 1 オ‘／がらアメリシウ A t分韓し
籟股する方：：：人としてアメリシウムの島穀如訳粘（叩函わ｀よび‘可伯）におげる令勧に羞
目 L たかい渡詞さいている。フ、、パば勿系、て‘‘伍（可） n ぅ容羅度が‘火きいことを利用し
た茨光注1) は迅速であみが 1 ッ比的遣法という叫計題い手なう。一方丁丁 A抽ぶにお
げる如 (V)(!) 拳勤にもとつ‘‘く方沃ユ）は共叱汲と併用すると効果的であみ。
細(v) は如（四）洛戎¢絞陰度と小さくすると還元、べ只て生衣｀するが，この Am

(V) t?J化学約性贋について 11:不明の点が多い。そこで‘丁丁 A 科］出系にお（す{;I A'l'Y¥. ( 

す）の漆勧と訓べみことにJって如 (V) の性質について検討し• アJ I) ：：ノウムの A、
組吋製のための釦乱を得ょうとした。
彗 A仇（IIL) の 0 、 I tJ説l穀洛液に店肖賎甜ふ｀よび邊該穀アン e ニウム痛、液 8 加えて
§にかc て‘‘/0 今闇加熱 L 1こ。そ n t水｀なしたのち蘇紋綬街液で‘pH と 3 ~ 6 に詞整し，
丁丁 A のキシレソ洛液て狛広した。アメリシウムの尺祁今 li A切 CV) として於祖に残
1J Am （皿）ぼ呵微括 I ：紬出さい「：：：．加 (V) 落夜をその主ま放援す勺じ徐々に遣元さ
n A れ(J1[...）が生戒するのぐ‘4史用直前にこの紬主禄ik t行なってんれ（証）を除広した。
こうして 1尋 r羞液を用いて-r -r A 抽出におけゐ鑓比四虹渇が知恥拷餡埓劇，

研， 丁 TA 濃度などによってじ＂う愛ゎわがど疫討した。一方ヘキソンやプ＇ケルア Iレ
っー）レと命奴和l として 1可ぃ々と A吼 (V) はよく柚出されるので痘々のう容夜に也紬出 L
てそ且らの品、夜中で＇の伝 (V) の字足ぽなど｀ど諏べ'f::..。なお今通己比ゎ＇よび紺1 久葬ば函
臼t疇 l fこの 5 一定董す｀‘...-,饂 L A-m..ー廷 I tTJ放町塁沙l)足して豆出した。
鯰条ぉよび芳象
邊該絞アンと:::..ウム（縁iガン舷咲）で‘裟化して 1暑た伍国）戒違に緩府豹夜たが1 九
みと叫 3^ 6 て｀‘l1 昆元されて犬令和かは伍(V) となク。 伝 (V) ば水石＇よぴ屑楳切に対
して比峻釘宅，定であ々がそ爪でも毎崎．5;/. ぐ｀ウいの必 l会で羨元、べれた。 A元 (v) を T
TA 洛汲で柚虚す kl. r.錢と比は 1 令度に一羞値ぷ迂し／その後 (1わずヵヽず遺加した
。叫J~ 6 て、伍（皿）が丁丁 A 渇戒にJi Iえ｀•足f：が7□社、さ札るのでこの涌加は伍（四）
b浮六するためであがそこで［沢紀比あ合いは総虚季 11 Aヵ(]I[)の塙与の少ない 3 令
朋段った 9奇の直と用いた。
祐 I 図に丁 ,A (1)濃度と一足に l pH E 度i fこ峙 0 今紀此の笈比と示した。祖 4
ぐらいに 1祖尺がとらバそれ汰下でほ直森的に史比した。を (/)l唄きは l であ令。またこ
パ知父<~ ?H ど一足にし 11 A のぅ度虔衣仕性と謡べゐ乙手 2 渇のJうな結泳と 1舟た。
pH 3 60 では＇名閲 li直は岐ぎえの翌．謀•r1-を示した。以上のことよリpH I/-｝メ下で'(/J:j:む公
手子ば浚、のように芳えら汎る．

十

A訊 02 ( .. t) + 2 H T(Orを） ーミ H ん01x2 (Orを） + H し｝）
1 2 0 



H 丁／1T「A 介みと系す。こ札ば N? (V) で‘iJ)紺溢牟衝 3) と一致し， A況げ） P \" /Vp 

("'i})と同様 1: Am,Ol T 1 オンとして．シ容液中に荏在するここど示している。一方第 1 沿
て‘'念りp H ll 以上ではp H が高くなみにつれて今紀忠I4 栽少した。 l池嗜孜和I (シクロ
ヘキサ｀／ J`／ガ 7 クン、ベン色ンなど）でも 1同様之てあった． この叫舒滅にお 11 み
鐸紅じ<l) 1丁-r A 1.広度応屯荘I~ 糸2. I図に示す
遠l) で直繰、『生 11-みられなかった。

幻奸l と L てイソ 7" tJ- Iレア 1レコ----)レ／ヘ
キソンと用いると心（ V) I/-）で＇みられみよ
うに伍（-V)はよく抽玄 5 れた．そのが長手
を第 3 咽口示す。キシレンの蟻冷t1)ような 』
＃釦犬はなくpH と共に抽公卑（ます号大した。 入
これは 1'-iz ·r庄な穀保原手と育すが記糸lJゞ圧 熔。．0/
げ）に応戸るが I &i⑳ l ていわ他の今 ぐ
手を絲脱、しゼ々：とにJって祖2 1,されや］
げ皇がて'‘ぎ与たあと考尤りれ令。 4 ソフ＇今
ルア 1レづ---)レて、神玄したのちに拉々の畠戒
に逆泊砂、して符fこう＄液について Aク (V) (I/ 

寄知生ゃf「 A 洛衣との今従をオ紅討した bゞ
足生的な今叶し叫’寿られながった。

0./ 

O. I o pH 3.60 （キシレン）
• pH4. 50 (4 ソ•オクタン）

。0f
 

J
1

忘
窒
令

o.0010.os 0、 I 0. 2 o,5 
勺TA ラ名度 (M)

第 2 図如(V)か汀氾比の TTA遠釦祝呑＇ぽ

o.(){)/ 

3“ pH 5 6 

第 1 図 A711(v) 0 今訛比<Ji p印紅村＇ぽ

（
苓
）

/00, 
o 0.1 MTTA （イソ 7"ケJレアル1 ール）
• 0.IM TTA (4‘ノオクタン）

A 0.5MTTA （キシレン）

゜
5
 

粘
采
袋

。

• 0、 5H TTA （イソオク？ン）

J
 

第 3 図

'I- S 6 
叫

1TA によゃ Am(v) の柑攻、

冬
,). F. L. Moo re, A叫． Chem．，益， 71 5' (r 'f6 3)
z) J'. R. 51okel 、/,J'r-. and F L. Moore, An.q../. Chem.) 江舒4 (/96 ク）．

3) H. Iャv in§ and D N Ed3‘.ngtoれ，J 1ゅr§· NueI. Che叫翌 3/L/ { (9 6 I). 

4) I. P. Ai,.marh1 a心 Yl/4. A. Zolo ナov, Ta 知ttt)、J., if9 I C 1962.).' 
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極低濃度に於る放射性同位体の溶存状態の研
究（その V) 無担体 31s iの溶存状態

原研 市川富士夫 0 佐藤忠

極低濃度に於るケイ素の溶存状態は， ヶィ素の適当なトレーサーが無い，検出感度

の高い分析法が無い，放射化分析での放射化断面積が少い，等の理由によりほどんど

知られてない。一方マクロ量での知見忙基ずいて， ラジオコロイドの生成に徴量の不

溶性ケイ酸塩が関係ナるとの推測が行なわれている。
31 p (n, P) 31 S i反応で 31 Si (Tｽ= 2.62h)を製造して希薄溶液中でのケイ素の溶存

状態を，陰イオン交換法，高速速心分離法，を用いて検討した。また各水酸化物へ共

沈する無担体31S iの共沈機構を検討した。

1. 5 0 呼の (NH4)z H P04 を薬包紙に包み， グラファイト棒に張り付けJ R R-1 の

No. 1 実験孔で 2 時間照射した。試料を水で溶解しc.e型陰イオン交換樹脂カラムと H 型

陽イオン交換樹脂カラムを連続して通過させ流出液を集める。これ以外の照射条件で

は，照射中にリン酸塩の縮合が起り， “s iフラク・ンヨン中 vc 31 p (n, r) 3z p反応の32p

が混入する。J R R-2 気送管， JR R-1 水乎実験孔，で通常の方法で照射した 5 0 0 呼

~1  0 /Iの (NHり 2H PO 4 試料忙ついては，試料を電気炉中で 1 8 5 ℃ ~1 5 0 ℃まで

(NHり 2 H P  04 からのアンモニアガスの放出忙合せて温度を下げ約 4 時間アニーリン

グを行なった。その後試科を水に溶解， c.e型陰ィオン交換樹脂カラムと H 型陽ィオン

樹脂カラムを連続して通過させた。流出液に 32 pが残っている時は，流出液をピーカ

一忙集め直火で 2 時間激しく沸とうさせ，縮合リン酸をリン酸型忙変え，再び c.e型

陰イオン樹脂カラムを通過させ，この流出液を集めた。

2. 上で得られた無担体 31 s iの希薄塩酸溶液 VC, HC,e溶液，水， NaOH 溶液，を加え

PH o~1 1. 5 までの種々な PH 溶液を調製し， 6 万fで 1 時間高速遠心機で遠心分離

を行なった。この条件では 31Siはいずれも沈降しなかった。

無担体 31 Siの希薄塩酸溶液を OH 型陰ィオン交換樹脂カラム通し 31 s iをカラムの上部
に吸着させた。 31 Siを吸着した各々のカラムから O. 1 N~o. 7 N の NaOH 溶液で 31 s i 

を溶離し，分配率と NaOH 濃度の関係を両対数グラフ用紙にプロットし，ー 2 の勾配

を得た。

中性～酸性溶液からは c.e型陰ィオン交換樹脂に吸着されない事と合せて無担体 31 s i 

の化学種は， アルカリ性溶液中では S i 032ー中性～酸性溶液中では Hz Si 03 であると推
定した。

金属水酸化物への無担体 31 Siの共沈機構は金属によつて三つのグループに分れる。

各々のグループの共沈機構を検討する為以下の実験を行なった。

( La (0  H) 3 

La(0 H)3へ共沈する 31 s iは~. Si o; 担体が 1 o-2 M 以上加わると共沈率が急激に減
少する。しかしこの減少は， La 葦を増加すると回復する。 La (0 H)3へ共沈する 31 Si 

の共沈率は～ 3 N の NaN03の共存によつて影響されない。沈澱する La(OH)a が微量
1 2 2 



でも 31Siの共沈率が高い。これ等の現象より La(OH)sへ共沈する 31Siの共沈機構は，

難溶性のケイ酸のランクン塩が生じ，これが La(OH)3 と共に沈澱すると考えられる。

表 ー

沈 澱 沈 澱 量 沈 澱 条 件 共 澱 率

La(OH)3 1 0 呼 o. 4 NNa OH  9 9.8 % 

Fe(OH)3 1 0 喝 o. 4 NNa O H  7 3. 5 % 

A.e(0 H) 3 0. 5 喝 6NNH4 OH  8 9. 3 % 

Ca(OH)2 4 喝 o. 4 NNa OH  5 7. 6 % 

Ni(OH)2 1 0 呼 o. 4 NNa O H  1 9. 0 % 

Cu (0 H) 2 1 0 喝 0. 4 NNa OH  8. 5 % 

Cd C O H) 2 2 0 喝 o. 4 NNa O H  1 1. 6 % 

* Zn C 0 3 1 0 喝 0. 8 NNa 2 co3 9 1. 0 % 

** Cd C 0 3 2 0 呼 o. 8 N Na 2 CO a 1 5. 7 % 

Ca C 0 3 2 0 喝 o.sNNa2C03 5. 2 % 

Sr C 0 3 4 喝 o.sNNa2C03 6. 2 % 

Ba C 0 3 1 0 呼 o. 8 NNa 2 CO a 5. 1 % 
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( Ca(OH)2 

Ca(OH)2 へ共沈する 31 Si．は共存する陰イオンの増加によつて共沈率が減少する。
Ca(OH)2へ共沈する 31 Siの共沈率は沈澱する Ca (0 H) 2 の董に著るしく影響させる。

Ca ( 0  H) 2 と母液を共存させて置くとある程度共沈率が増加する。あらかじめ作って

置いた Ca(OH)2 には 31 s iはほどんど吸着されない。これ等の現象より 31 S iの Ca (0 

H) 2 への共沈は，難溶性ケイ酸のカル、ンユーム塩が沈降するとは考えられず，又単純

な表面吸着とも考えられない。

( Cu(OH)2, Ni (OH)2, Cd(OH)2 

Cu(OH)2, Ni(OH)2, Cd(OH)2 への 31 Siの共沈機構は，共沈率が低く，再現

性も悪いので，水酸化物表面への 31 Siの吸着と考えられる。
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ウランの核、分裂生武衿I中のヨウ素のマイソ
2 B 2 5 トーフ°のアイソマーにつ、，て．

〗賃言1麟町疇

計下；口□三靡言c叫］叫響野摩｀よ虞雷“浪する場合，加跳操作時l司峠雌恥ぎ否のマy闊掌碍和1 であか我‘及 11Ge(L甑
疇這りて／ ｀ラン直疇生叙‘籾中のヨウ春□犀鼻ヤ注褪量疇
虚麟のうりに成］定豆了った o
虞のス ~o クトロメトリー 1=)刊，， r::,_ 釦Li)検出麻 1-J.フ門--t-型て’1 妍籾1Ji濯 11;約 8

CC であ 3 。前量哨ヤ器，本 ORTECll汀型のものてりノ：：：い ORTEC+10型t割中器
這して， RC L 収oD 十ャ2ネ Iし疫］偽柏芯：：：導、、た。
エネルや’ーのか餅韮豆冗。の 122 ke. v で釣 2、4keV, 6°Co の） 3 灰 3k瞑で約 4 、 2

keV であフに。
試料這射ぃ分離．
祇料叫殿ウラ;;:::-)り麟年0吋互用，1 Fo ：：：の試料己ぱ欠欠茸丹今力研戻叩

TR I GA-I 雙原的炉直］転試料棚（熱虹生ぅ束墨lo'`l.如） z’' 的 3 JJt.疇射した。
ウラシの核介裂訊｀籾 rJ)ョウ素、かか繰麟として 1手、 Iーぇャリア亙加え，頓由1-=- より I2 とし 1 鴫ば、［峠、 ;·1方ガ、か｀•一般項 ~I~ 、 I る。知這4叶l として，

文釦日東緩 r 卜））りム厄用、'I t'’ぎうに＂ ＼f類晒町て＇’ン11)操作厄 1 了 7 た。
穂射レバ胡守 1疇応—}中でやャリア］羞丸羞妍し，ざらぃ疇1ば寺．と加え

て L，狂謬l) I N叫 0 水羞宋と加え釣3o秒鮒い Iュ心 ca 4-層 1斗峠、した。噂
戸こ山層，二免絃篠）t....素｝ } ］ク L嘉穴幻1JJえて， ョゥ素区也層 I二杉 v た 0 ::,,の永層
虞叩鯰麟L}JU えてノ訊‘レ r喜I ＾羞澱区虚ぷ‘力合庄后によJ麟担した。
置贔慎
介離い尤応謡ハkたまり蝕呉ヘクヲイオスタ”}チェシパーにの碍）
足豆了ったじ嗅l足這、射後 6 尿ャ‘ら 2f叩 □ 1= 100秒町這憶をくリ認レた。）日 1
）追、身ず使 9 いげ紐ェわtョウ素のスヘ°クト叫であ 3 。：：：のス'\.°ク｝ルに 1邊くのヨ
ら素のアイソトーフ゜吟℃° -7 グ｀戎われている。エネ lレぎ'- i直及び‘配叩l かう 1玲 1 阿1
汽，呵ぷXe(3.1分）等遣める:::.と力‘"て,'ぎた。こい0) :-7 バ也 I こ Eか＝2171 如T
T：：：玖介で免記 5 C° ークか’'訳．あら出た c

3. "”辛疫｀期心｀｀｀介）の半疇叫 ，ご迦L._ I また今離悧知邊釦火
^ ＼って:t可能性疇えられるのて’I)刃虚妃災：、 I二よる Xe＾囀、遺パ：：：｀
果 13I孔 2 ，年 r ように l初 Xe~13~Xe 1 1 バe のげークが1まっ竺 1) と認めら~ 3. レかし
：：：の神生、て＇（は 211 kev のt°ークは認められなかフた o よっマ：：グ）ヒ0 ーク 1ま X にようも
ので I~ 埓く，ヨう専． 1-:; 砕l召す·るものと思ぁい。
国 1 にち・ 11 7.，ぅぷか匹疇す 3 C° ーク I3271 ke• ℃°- 7 以外に 1訂ぶ I• 従ってこ

の℃゜ーク,1-ヲウ素，のアぅソ｝ーフ゜11) II ずれかのアイ、）マーであると鬼わq\&.又：：の
124 



←゜ーク叶位曲縛いが烈表一方の直線て1/あっ-r;.. -=-rt).::,.ヒがら， Z?/~ふTtr)が諜を放か、
ゎ疇りラび最71 ガ‘h 碍か裂虹＼物ヘヨウ素、があ 3 カ‘J叙‘‘'はヨウ朱の親核
種ぴ訂 Iいレめア 4') トーアかサト年，zダ豆，，＂朔尋ぅ／そのテJL Iしヶ渭虞t":..
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枝今裂生放｀拘キセノシあよ紅ヨウ素の挙動
2 B 2 6 

（京大原子炉）焙田志澤p Oi:｀ヰ憩翠 楢本哲夫
笹為和久 松下録淮

立：原子炉い里転 lこよリ燃料件·中し戸主成した桧、今裟生取‘物の一都は 金属アルミ

.::..ウムの祓糧栢きあっマ 崇手 k戸の一次冷卸＊中 1：：海（ナ坐す。これらの検な袈生成物

のうち 干セ｝ンおよ仄ョウ素を冷和水中よリ短蒔 1旬で令鮨分析し 冷却水中の遠、存
キセノンおよび‘ヨウ素の経時疫化量 名辰手炉坐力にあ 1する溶存量：な℃｀苫湖l走するた

め 1Z 玲秤水中から これらの校種苫分離可る際1Jl基礎的謀件およな方法はと＂につい
て検討する 2 ど 2 目的とした。キセノンの分離滋k にして 1ま 四塩ィt.~煮之用し I {;抽坐

法およな｀遠古 III生揆を用＼l る唆着法見 ヨウ素の分離法としては 四塩ィヒ炭煮を用し1 ~抽

倣浅きそれぞれ検詞した．

突験方法：奈号炉の炉漠ょl.J爪°ンプで汲..t: 1:t→た一次冷却＊き下に示すような損碍さ
おこない キセノン ヨウ表 ブ｀t::lム、なと＇の核分裂生成物さ冷却木ょ() 4泊止した。

冷却水中のキセ）ンカ’'スな乙‘'の F P 加ス 一次冷却水中のキセノン・ヨウ象
につVJては 冷奸＊中 0,5 1 さ採水し｀ など｀の逗遼令躙透

Nュカ＂スit 3 /}J--）旬程度運免し屯力1・ら "f p 
かスさ屯ぃ炭し ドライア 4 スーアiしコ

- lしぅ昆池i：：：：冷却した差l＼生炭で＇街集すさ方
法さ涵ミサた。

キセ／ンの介難宛験に釦して、 四塩ィヒ

蔑衰 l：：：よる袖哉法にぢける油微率お＇よひ‘
活 111生炭蔽湛去における磁塔率の蔦瓜 lな

ネ厄されているキセ）ンがスt澳陪·こせ
E 茎留水を涙結し キセノンの罷紋を防
ぐ｀たの その氷をドライアイス漢熔た 1呆

ちながも屎吝炉の圧笑輪毛菅で照如して
生成したi3見)(e i!.用いて行っにっ

抽公法にお 1プるヨウ手，およ訳プロムの

袖虫率の決定は 中iは 3 睫．知しr::.テ 1し I し
より浪,t: l てで｀さr-::. BII むぷひ‘、中 II喧吾で｀

墜射したプ｀ロムの中の ~,.Br 11 それぞれト

し一す一<c. L -z）弔ヽl ておこねった。

泣知甑弓餞度‘の唄'I 淀としでは 3" ーダ＇の

N0.I. (T上）紺厖If) i艮あ令枡器および｀ 2.cc 
令e (L1) 閏届のそれを 1弔 U マ 了雑甘湿I)

をおこない 孜：出『練のエネししギ｀ーあ＇よ

ぴ＇半戯期よリ 極積t同走した．

1 2 6 

令表ロート（宕量 1 L)  
I 

試料（一次冷却水）出m
祖位1. M-N四： 0 ． 5叫

0-IM-No..Br 1 ,,J添加
10落 Na辺0 4mJl. 

軽加なくな租さでふ')aセ‘冷．
(Brー→訟o-. 1-=-,. 霊）

3M-NHュOH· HCQ. 2叫
{l)ncH N Q3 5 m.o. 

1心汲置（ IO；→I2, BrO戸訴）
Cct4 100叫添加

1'1'11,松， 131!)~ 1!:‘‘る．

有桟‘相
分衰ローい紐 100,J)

丞狙
飽和 KBrO遠液2D戒
conC.HND3 5』IN Na2S4Os 5.,J. 

白枡姦くなるaてふる．

木担

巨

2叫．放畏（B←翫）
へ‘‘ンピン l00mi
1,,,;.,.．ふリえせ｀る．

有裕相 木祖
砕叶⑮量IOO点） すてる．

1N No.ふOa Sm1 
舎か‘'な心aaで硯．

有裕祖，すぉ―ー ボ租E丞］



愛験結果：有桟奉媒呻坐孝で一次冷却水からキセJンセ令離する方滋 1ュ 令奇水し乞

逢存した空気中のア 1しコ‘｀ンに基図す~ 41Ar ゃ 冷却7k それ自身よリ生じ＇る町V ぢどy乞

よる完来恥‘匈＜ 呻出キ E) ンの精度よい坦じい国難である。 乙のようi：：キセノンの
検哉苫餘屯す~ 13 N 1,i 次亜塩寮酸ナト， 10·1

‘)ウム邁茨のような酸化利を索加する乙 s 

とによリ 有桟‘津媒中に抽出これる 2 と

加判明した。念た乙の荷ゑ状態，も検ねし

た。 こ k らの防堪立除去する方法：としマ

用りたのが＇ 千セノン 2 産ぽ忍こ岨蝙さ力は
せ 3 方法である。 この唆羞法によわ It、 ウ 5

4佐ゃ 13N I~ 5呑性幾に眼箔されなリ。 しかン

し低温で喚養したキセノン1 す 環度：却エト
昇する心散するため 落I准崎 1：：：：もド‘ラ歎
イアイス温度で1呆落しなければなも製り

欠全、か＇｀ある。2.れも抽奴去と喰危去とで' s 

得られに結果の比軟 a 回 1 Iて示す。

回 2 lo! ドうイアイス温度で＇が｀生み熙

射 l 7 えられたキセJンの r 線スI\ら 7 ト

lレを示 l ている。 乙のキセ｝ンを用V)で

おこなった分離実験で 抽紺ぅ去における

回収率は約 20笈褪度であリ 尭 1卜生炭耶着

去にお’げる略痕率は 60% 社広｀である 2 と

力＼｀｀わかった。

ョウ条の令鱈は フ＂ロムの汚染あ‘ょ訳

ョウ亨、のイt磨形を考慮しで 前記の思滉
介輝去であ＇こなった。分織検公された叙

程は 133 I'I門 ＇3rI であリ ー央知却

水中のコウ素麦 I~ 原弓炉の逹転睛 l旬の
増加とともしe 増加し 逗倅り経過，にした
加‘い ！紐 I 13SI l33I の I頃に早貯f直に

剖逢する 2 と加判明レた． cpm 
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2 B 2 7 ゲル中の台乙拡散

（九大理） 01反工収光．松浦良手

最近，分蹟・楕製と\J\ぅ皮用的方面て｀‘粁 L い方決と L て幅広く利用されうよ 5 k な
って束たしセフ了デックスゲ IL を Iなじめ｀一緞的 k•項目煤逹を肩する，ゲルある"'ぱ
高分手中て．．t1)枕送現象 Iょ｀非常 K複務な問賤知あるが｀、燥昧ぁう問題丘｀｀りある。それ
K 吋 l て__つの拉見を得ろ目的ガ、ミミて•` lt瓶単な姿井イオン、セシウムイオシの自
名拡散係教を滉浪 l た。その特果得ぅれた自名拡散 1条数り直を、更 K イオンり渇合、
本焙的 KIさ同じ｀現襄と思ゎれる雹気伝導度の点告果と合わせガ慮して、ゲル中り自乙拡
椴係数のィオ｀J濃度 K 対する恢蒋性り特徴 k っヽ＼て．水滓液中l1)場合と、1:1:.東支 L フつ
、定性的な考察を行なう。

2 ：：ず荊V\たゲ）レ Iょ・セフ了デックス Cg -50) と、ピ‘ラ 4 ンゲルゼあり，ゼ‘ラチン
ゲル 1i、陽イオン女オ知樹脂 (D~50-X /Z.)}唸 1 オン交換樹脂 (D心似 l-X8) を迎 l て
灰分を除去、精製したガのを使用し、 5’I。、 IO ゜／。り二理の追度 K っりて我l 定（た。
也フ了デ｀ックスゲ｀）レ k っ v) て lよ、二日閑程ー史濃度の境杞セシウム奉疲中ゼ記全 K膨
プ且させた名のを｀ゲ）レと l て使用した。
印'1 定方法ぱいれ巾う必併几幻以忙四林砂し と、うわれる召のて‘‘1 拡敬セル Iな，原理

的I(/よ、 N邸幼叫><'! P-ふ尤 5 の君のと同一て｀、あって，了クリライト板より俎束ている
。そしてトレーサーとして、セシウムの放対注J可位元棄て｀ある CJ'7 を用V\た。なお、
突戟湿度 lな、セファデックスゲ）レ k っいてしま 25 °C て9• ある力ゞ、·Ji'ラ今ンゲ｝レ K っヽl て lな

｀そり｀｝．． lレiI:'..と凶う点を房奏 L て、 I5°¢ ゼ｀行なった．
水落液ギりイオンり自已拡赦 K 闊 l ては、り叫咳れゲ＜よ）、理論的 k ゥ、なり藷締 k

許諭でれて＼）う。その蛉果 I土、イオンの自己弦散 1条数 lま， D =入。RT/4釘!F2 一戸灯（gは定
数）ゼ麦杓そ札ろよ 5 k 、極限当量イオン鬼導度と関逹しており、白已拡散保数 Iよ、
その：農度の手方根 K 対し、直線的幻時少すると、）うものて．、ある。しがし、：：：の理論 I士
極限見）であって、全濃度爺酎 k 切た？て内り立っちのて．．［ま宋してな、が、：農度が‘希薄'
K なればな這、戻肢娃果と一致するよう K なり、濃度零 K ダト神 l た点ていは、理蒟と
爽装岨よ正確 k 一致するむのゼある。
とミうて｀、ゲル市て｀｀のセシウムイオンの白已拡散係教の疸を、濃度の手方核 K 対 L

てプロットしてみると、オ＜落疫中の湯合とは、 Iすっきり異なった嶼昧ある点が現われ
る。拡散 1和数の大きさ 1よ，セフ了デックス、 5 1。、 /0 狂｀ラチンと伶々,,、さく？って
‘‘うぶ、水潟疲中の為合、無限希叙 k 於 lナる白 z 拡散保教り値 D。が、大体J.,(XIO-!i'
弓伍c とりぅ争が 5 判浙すると，力｀ TJりオ＜象夜市の湯合 K 近ヽ、値となフて＂る。ゲル
と＼I う、組叩葬造を肩すう物質中℃" Iな，その拡散径玲か｀｀衣落殊中I)場合 K 比べ、長く
なるとV\ 5 争力｀うして、拡散 1条教が‘水藩疲中の場合より！I、さくなると1/\ 5 茅 Iす、当然
り争として理解されが‘、それて一方、著通の固体中などよりば，す．．っと大きく、水落表
中り考文t 1，の大き 3 くも及んて＂ヽ＼ 3 とV\ぅ争 Iす，ゲル内キf K イオンそど lすがな）台臼

l 2 8 



k 追り抜 I｝うれる苓pクが存在すると w ぅ亭を宗 L て l ）う。：：：のよう欠，オ＜産痰キの湯
合逗 v) 台乙拡散i条数をもっ K む b｀かわりす｀、興味ある亭 I古、イオン濃度が命薄なl:.
：：うが、水痣浚中ていは麦度が希簿‘K なう K っ訊て、直線的 K 増加するの K 対し、ゲル
中ゼ li、ミのすうな令 lな全く見うれず‘`'1。せ‘ラチン、セファデヽyクスゲ IL- K 於てば
むしぅ澱少 l ている。：：のすうなイオン濃度が低いと：：うて、自已拡散1桑数が減‘少す
うとI/\須現象 1ま、サ・ラケン 3 度天ゲ IL 平ゼ，肱の二 三g．村イオンピっ、l て艮ヽ＼出
されていうものであフてi)、ゲル特有な£のと見．われる。とミうゼ，セファデックスケ＂
｝レ 1す，ゲルと 1す官へながら，ダ｀ラ今ンなど~ 1t全＜裏質のものて••あうが‘1 目名批叛 K
関して Iな、口．、ラ牛‘✓ ゲルなどと同じような特徴ある季勧を示して、ヽるとヽヽぅ亭ウ‘5 考
えると、拡敢 k 明 l L Iす全く同じ梼；柑 K ようものと堆寮出束~.と：：：ろて｀｀ ：：：りすうな
ヶ" Iレ中特麻り戎象 K 関して、それを定量的遺語する理藷 I土，ゲルり構造と分，ゲ Iレ
とイオンり桔五収用，ヌイオンり状態．など複稚な問題が生じる為、戎在 o と：：ろ笞無
：＂あるが‘ヽ：：： ：：て＂，定性的又房えてみると｀セファデックスゲ lレ中て｀、当量を導度が＇希
瑶｀ K なる K 従 7 て，直線性かうズ｀レて大きくなるしいう事 b‘ ぅ半，I断すうと，ゲ Iしと 1
オンり桔五収肝，まと（て吸着など K よyミのような，＊喀旋中の吟合と全L..逆り戎
象が起こうのていばな、ヽがと椎察すれる。
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居ヽ、ターゲットー厚 1、キャツ分—法に対する

反跳弛程式の羨何栄的肖和去

原研 東海研
石 森 告
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屡ざ W Q)ターゲッl-と同質のキャ｀＇l 知ーに 1iさんて＂

照射｀レ， 知｀｀／ケ·v- l 項店：：：：む’主成核d)数とターゲ｀ット
1こ残望するそれの比と考寮する。 いま，禍捏R をも
・っ苓方JI生反躁い反定す｝。
界面上すべてつターケ｀’、'/ト枝を界面上の一羨 a に煤
めて考えると， 第 1 OO のように，生成枝 I1a 左中 Ii.:]
とす｝半径 R の球｀面 l.:: —桂 IC 分加す 3 。 ：：：の球｀面左
猪 1 町中被線ず示したような）界面に平行が芝れ冷
れ一定間訥のクくの平面て・切｀一て得うれる面の泉面
積 It 1 べて等 l ，！のて｀｀，罵面上ヵ、うの反孫粒子の界
面に直角な軸 1二沿っての今布 1ま， A よ＇）両方向に尺

と一辺としたふ整となる。 二れを第 2 田がま呉 F よ
りの二本の矢秤て｀表わした。
界面から深、ヤんの界面と平·行なターケ｀‘．'/}内の西 I：：

ついて'.J:..と同様 lこ考えると， 第 1 回
中の臭 b h、ら左茄へ R の底辺をt -つ上
足て‘｀生成枝の今神tJ：得られる。これと
同枯な：：と 1ま 0 5,店 WIこ、フいて言え

るのぜ，第i町の久， b 呉なと｀’在第 2 同
に示すように FH .l:. l こ規則正しくと、フ

て中くと， 第ぇ圏 Iごぢ＂て平和m辺形
ABCD 1.t生成枝の全敬， 三角形・・月EH,
I• よい•• CFG l士それぞれのキ戸分ー 1＝と

び｀ミを生放枝数 Ac ，また六角形BF俎）HE
はクーケ..、'Iトに残留す 3 生成桔款AT に比

例す 3 面積左も、つ。 園から哨らかなよ

うに，

A.c = % h'R. よって
(w-R.)/4 -R/J{ 
さらに，

AT+2Ae ＝吠（h 心） ＝ょ肛'(立払,)
= 4AcWIR. 

--.・・（1) となる。 式(9) は W>R<» 場令1 こ扱立、

平行四辺形 A BCD 左台形 eykしにホざ直す

h/= 2Ac/R 
h = (W況）・ん／I~

したがって，R. = 4AcW/(AT 十えAc)
す§ :::.と 11 面ヵ、ら咽ら力、 1•• ある。 ま民

1 3 0 



と，酪面に吏直な軸 l：：疫、 7 て")反跳粒子の分年ば台丹クてもるごと松わかる°
上速の二と 1ま， クーゲ、ソトと同質のキャツケャー左用 II る場合—て｀、あ｀フて史駿丘｀＇きない。 た

\‘`, Mi n3el らの実槃のように，栢めて命藩なウランア IV ミ＝ウムふ全をターケ’:y)- 1斗泉
用し， アルミニウムキぐノ九ャーて`. 11 ざんて＂実験す 3 吋は近似的に放立する疾伶て＂ある。
また， ターゲ、．I卜と奥噴のキャ'‘J+r え用いる知応‘'も， ターケ・ツトがら磋心 L た反跳

粒子 1まキャ‘ゾ伝ャーに入ると考えるかぎり，的I) 11 放立し，穴 lオターゲ｀ット物質中凸畔
を示す。
式 (1)1ま N,•4aりが三室積分左用 u て得に関係おとー致する。
（附）
w JJ;‘R より小す，，場合に 1ま，約I} 11 祓立しない。 こ").t易令 1こつ’'て第 2団と同林 9

考え方どしス第 3 間爪得られる。

ばcheY IT~炉 cdJ,er 

w R-w 

乞
』

r - 、

‘`— 

th 

ヽ. . 
, ｷ Ll 

, .Ll T --••一一9•• 

ヽ

~ 9------- — , 

I Q 

` 
夕＿ R．-R ー

第 3 圏 W<R <T>場合

聞から， AT= Wh ょ、フて h = AT/w 

AT ♦ ,';?.Ac = :Z尺・ん =:i.. R JJ, lw 
したぶ・って， 尺＝（AT+ J.Ac)· \N/々AT ----• • （る）
また，叫「キャツナャー之用 II た吋っ界面 lこ克直如釉 Iミそ・フてり今奇 1ま廿形度RS

の形にな b 。 また，叫□…らの実瞼紅果と用い，蔽化ウラン中のフf芦ンフ．t7タ｀・クト
の平均祗程と式(2..)を用 II て未よて井 3 。

1 3 1 
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アルミニウム中におげるフィツ右ンリコイ）レil)

ra呟‘e 心，ersio れ、

原研東海研
元森富文ヽ邸， 0佐柏正克

ズ‘')ジョンリコ/\ Iレの補程 1ま平均褪程左中 Iゞ＇に表短向側に菟子の分却左示す。 ：：：れ＼ま
主に褪程末端卸て｀ 3 衝戻による該らぎ， ならび 1こ枝令扱＾際フィ右ンリコイ 1レガ＼＇特去る
運曾ヵェネ Iレギ'-吋羞らぎとに起困了ると考えシれて 11 る。 多くの研究者 1I, ')コイ
遠まコリj 1 } L F 実験により， ：：：の r~ 'YI炉e 必s侭'YSI`o九 1ま正規今年であることを実註
している。 また， ア Iレミニウム中 1．．の危桂呈も信頼て＇ぎる：則定がな、ヤれ<. I I る。

本点屁て．．ば， r砂食ん｀5屈’埒I`oれを正規分布と仮定し， コリメーション左行わなぃ実瞼を行
ない広ぃ質量範l困のリコイル枝 Iこっき双喝re 心｝が｀SI.on..左求めた。
u.) 実験． 93 万濃縮23勺7 '7)約 OS初'{£哨酸塩 I ご力、ぇ， エーテ Iレ 1こ；翠ヵ、し， 4ox夕。加況

のア）レミニウム笏（3． 3狂 0,0炉”fん清）上へ二』ー企辺 3,,,"' 左J貞して， て‘’ぎ 3 た．．（ナ均ーに拡 I元
赤外ランフ°下て．．乾燥しターケ．．ヽ•J卜と（た。 ターケ．7)- ＾ウランとぬ~った砂l と哀創，他左表
側となっ叶う。 一方， キャ‘ソ午ャー 1.::. II 各積童厚ざ， 40x50cm のア Iレミ＝ウム箔左貯 II ， 第

翌 裏側
矛ぇ箔

I 1 ~.60土 0.0え

2 /,lf-3虹0,0011-

3 □、、

i表のようにターゲ｀

第 1 表 ターケ｀＇｀｀）浅令1本［数字は各釦駅（可枇~~] ット俵合体左作った。
庶肘伎 1 曰放置し，

クーゲ｀’＇9 日箕令4本汀鮮
体する。今の箔の r
線スペクト 1レむ判定

稟｛見I]和妬
+ ターケ：••J I-

表但l笙
矛 1

表第1則ぇ箔

3.39 土 0, 〇午 J.(J店(J.oえ :;.(}g土I),04

3.3'/ 土 O.O J.j. l,43ナ士 {),00ダ 屁35士o,oof

3, 37 士 o.o午 l,435:t0,00'f J.+2r士 0、 00タ

炭第棟31]箔

3.3 f士 0,0 4-

l, 'f 3夕が (),00ヶ

比）9士0.90ク

呆第1則ヶ箔

\ 
\ 
ば3r:I: o,oo 'f

し， それかれのヒ゜ー
クの壊麦jJ、ウ， キャツ
伍ーに捕炭すれた
りコ,{)レ枝の分布互
もとめた。

（え） 鮮祈。 突験t"得シれた値左， それぞれの箔の厚さて．．わり各キャ‘刈—ャ一内のリコ
イ）レ濃良平均位が得られる。 王在，裏佃l ・表／剣 1ま芹す反跳と仮定して］司す句 lこ宦ねr~°
こうして整理ざれた梯果,.:x 1 筐l に示 L た例の如くなる。 匿l Iま唇ざ (0~ t,),(ら～か，（も～

む）および•(0 名），（t.,_～な）の 5 杖のキマ｀ソ今マーと用いた実験左示し， リコ 1 Iレ平均濃友允，和
苫よび｀兌ヵ、｀、実預Il ざれている。 表農両4則の第 1 箔中の平均濃度 礼およひ＇礼勺ま；女式と仮

定して算凪 L T=: R庁＝召tf十-Ii_, (t3 ―む）十和なも）， 該＝奇t戸叙（なら）．
：：：ヽ 1-=- R 11•平均褪祥であり Su:t/V/切クか恥叫よ怜ア 1レミニウム中の 1直左採用｀した。同称
の考えすて｀9 :t，へtュ，かも姜 lご 9すする平均：農度糾，紺など‘h、••第出寸れ 3 。
つき． l ：：J 幡程,. 3．舒呵洟／rm2 の枝積 1ま (o~3, :1 9)吋丸年厚 l：：タすするりコイ 1レ平均濃度芝 1 と

\ 1, また壺程く 3,3戸飢年の枝桂 lす(o~i.08)叩幻厚 1-::: 対すらそれ 1 1 として， こ、ま
て．に得られに各厖ざ＼豆寸する実験・計阜直と各実察ごとに棟準比 L た。 この直ぽ..l::.
追のように平均濃度て｀あるから， リコ 1 Iレ；農釦枚 射能壌度）対厚ざク•77 J:. f線介と

1 3 2 
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キャ "1 分—朽フィ’'I治ン

りコイ Iレの分布

秘

゜ ゜ t, 

焼 2 長
釦炉 4is/ersio九

A • 
1+ 15 

月さ（吋／c々~)

! 名半値巾

本中尿

紗 ~ ぇ繕

g ? 27.3 

95 ／ね

17 l も． o

竹 /7,1 2 夕み·

f 03 /7ｷf 

111 30斗

f/5 2 伶0

1 3 f よ釦え

•I32 29,2 
~ 

1 ろろ 26．が

135 30.6 

I 37 /3.6 

I If 1 3尻6

して表示ざれ、る。 本研究で｀ Iなコリ｝ーター乞梗更用しな" "Jて‘`,
飛ネ呈が正規ケ布するなら 1·r", I) ユイ 1レ枝 1ま苓｀ソ分—内て＂累積分
析函数（』OO¢ は）必，砂叩毎）ぷX名）に L た 1l、・｀•って令研する。 ミの
函象 l古正規分茄の『すえギかれば形1J;'定そ 3 カ、ら適当な牙左ギ
え 以下のよう 1二末めた咋との比(<ftlrf)が｀ 1 とな a r ま末めて及
．の rr ~iとした。

すなわち， 厚さt,,Tz i R,.からので数て・表ゎ,. ：：：の麿ざ内に
ぁ 3') コイ Iレ枝の数（全放射能）ば累積冷茄函数のと，力1 シt;i,の定積
知相当す 3 から， その定手魯介t得られぅ面積を（t2-り）て＇喜11 った
直と［凡対f砂叫表l：：入れ 7゜ロットすべ｀ぎtを末める。 ミの操作
て｀｀デ＇ータ 1まリコ,i Iレ濃度対厚ざの正規碓革欽上に妾として記入て'’さ 3 ようになリ，将
詞桂に対す 3 祐央 1"食程の美('f?, O,'.r_厄通過す 3 直経となるぺで 1' あ 3 。 よって，そゥ
直級" 1通さt最I、日褒広て••もとあ， 1項ぎから m £来あi.

::: P)操作とくり込し（巧）＝ 1 とな 3 兵て1戻＾<r &菜め 3 ごとl:.述の通'J t’'ぁう。
のt:rf直ヵ，ら半 1む中 w = 3.3紅←立茸紺 l 「::.。
(3) 桔見 質愛数 99臼l l：：わたる 9叩E に ..,II て上述のよ）にして求めたア lレミ

4 
ニウい中の ra”炉 4's/>en-｛砒乙矛 2 表 lこ示了。鴫 I：：ぽギ原の実蔚直ヵ、らいい解析
亥と用 II て和 1直も併託｀した。 大約J o 勾内クトの半 1直ヤ Iな茄束のフリメークーと用 11
遣輝遺呆と一致して l) 3 といってよ"。 た、ヽし，噴晋数の大ぎ II 二三吋遠て｀＇
夭ぎな叩介必ヂ”.rirnぷ得られて＂ 3 ボ＇， これにつ（l て lI 更 1.:: 検討2専する。

引用丈称：
加1, p⑰ont，'九， N． S喀“”如，J,I”吋•ぬcl,¢he双．益，/Jot.I { /'Iヽ5)
Hル戌孫’必ん， TI 'J) - 233 店 (17り

-
l
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!="ission Tr叫しぅま心る KUR がヤ柱各束剥史
2 B 3 0 

（京輝泣） 怠田詞粋
（殻杓ス ) 面吋直
（金求天理） 守由 孝

。裾斧哲尺

殴上正危

恥： Fi名 IO1'l.. TYacに冦にぶる中枯 3練唸度がj雌ば 1 笛滋知ヒ冦埒 I遣 I 之瓶i更，
かっ挙永久的疇罰這稔す7@ =とや，J"BT- O!蔚炉這社直ふ峯E代―厄像涌で
芝 5 虔炉｀輝ごあり，技程召造，ダ：：：.!e. l：：ぷし）夜今製反応りし乏心直石和）叩 F 畔了
ペペ？卜］し許面も可窟であ勺。
主に既矢12.り中Jは 3束qもとぐ胆知｀し F透ib礼詞cたを活境濤る二とによりノこ水すで困
藉ごあ＇p裕倣星り夜今裂柱え束y検鯰•ぷ仄辰デークーを慨る千硲出ネ} ::.., 0 方由
＾疇河直い［3 りフつあ{;).ここで [3羞釦涼知 l <,以R 邊麟麟f肴
におゥぶ和旦デ束＆．私平社多につ心 l;;f天然．ウうン守り立り，逗中社3 k フハてほー
吋い核分燦反応（＞ 1.2M&) か月ぃ諷虞‘した。偉られK紘具し箔板記逗にふ姿｛直
国戦荏釣するとともに投今禄冦記・『保存莉と）て用い T玉度奇げ゜リカー不手ー1-
（山人下本° l) マーと合こす）たより得ゥれ図直も比較せんこと乙目的と｀レた。
戸：天然ウランよぶ人トリウム石手諺了ン王＝、ジム苓夜かぅ／金恥甑「校，ア）しミ
ニシム板，二、ンゲ Iし砂.J:::. /:.I證薦し／以又f\゜クト Iし）ダヵウントにより竜沿笠こ牙くめ
::..わに底、毎ぶょ仄平りマーこ咆屋之t，各疼豹設涌 I＝ ←定庁叩、ア、取し届。熊象凜王
毎 /c つパ芦屯濯フ蒻覧ぅ星 K C:: 30分内，／たりマ— k つ IA てほ糾•Na叫遺圭喉脊生
0 もと窃CK てヲ0分）叩エッ今ング処店を行 r訟，該和庄写知り手めた窟荘臨委かゥ
計睾加より引枯弓釆を求のた。
命果·•中｝土吝窟麦 lおバ＇ K よ）オ這めた

Fし＝一
k • NL•四・瓦 •E

こ：：で 匝：序桂多線紅度（eか·S必．I) 名：弱祀咳分梨畔腐を（心）
k 罷珪直疇手 Nし：電苓校.):...q斧．吝幻（ c'l"C"')
ね：和Jは3 煎和持1可（平、） 吋：有効夜介梨商面積 （ c 況2.)

□.I.、ソ今:;_ 7)!3-武 I: Jり呆OOが‘貼りとられるための相l.iE.. 1系数でク王じて表叩い。

£=1-{1- （均）号戸
ここさ， ［加：劉貨伶這使宰T e・の最吠凩湛qん），'R- :示r預．り長と濯荘(f.l)
夜謬）コ 1＝フ~?コq今製片が放かに，張汀秤．店不砂芸苅菅的勅守が‘1/2で•ある
ことと，今裂庁q吾菱中和求が｀年均 20 '11\.'}n.以上 c• ある:..とかう応＼とみはしてよい，
訂」宝出場会工、ァチ、- 7｀処宜 l2 ふりトラソク0)汀が｀訟ヴ｀ぅれる戸ナで表匡 1す雅人と＇
剃られ［恥のでい三艮＇とはり呈 I としこぢ算した o
以二遺f戸 1：：より告ぅ hた弗呆 e Au這枚和（逗 l＝より 1尼饂f正ととる」表］ l弄、
窃。 これからトラ、ソク込より杜砂れに値蝶板印ft:.五q f直とぷい一致石下していつこと
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がわかる。不りマーぅ恥立弐り預王h加えたも 0 である力＼‘•安丹法に比較しこ「Jぶ·/j\
＜ぷ｀虚釦五謬が得られて ;1; 。せり令．因としごぽ I ~・｀図的莉 0 1虹舟I二すで• l：町飲
“百れている核今菜可応浪我Cl;うり芥内一に分加しこい「こも穴·自発投介俵を行
ra, T＝もりがそq ~填Z 小てい Tこことや／そが知中枯： 3 欧、的守 1-=·複分裂し／見芦十
ゥ這恥浪が多いめにょ、て芝 r：：：：奇ゃ，工、y今ング＇により専 1ぶる和向q芝ず｀が数之ぅ
れ（がの K で• 3 争もゑ之ら臼． そq但：：ぷリマー 0 喝ぷ：： ［謬亨lこ比）こ放和
憩（コ南令，孟と）と Y鯰）心・り今銀2疇かとがウ我紅囀丘·l砕＜ぅ
バ伍吋があるかも知れ rd 似辛戻，水足軸遂培（.3 x. 10心／ 8f)に (10分1訂照和(..,
疇りマーパ租疇うしく，げ、ックほ槌叡•芝 Tよ力‘, T-::。しか‘レ TJ巧叩マー
且兵直令約匂堪程遠i rふいことや，トシ、ソクが長い(^= i了比）にめ， 2 ず苓
との込切が塔易であ知こかうの爽かう宝号ぶりf屡れている。
年に d· 叩む叫圭遠しq評雁も行「かT=-ウ＼｀．主k よ•d―仏｀忌全悶瑾 I=- t¥ IA て＼訂紐千
合袋 rぶ 11 と‘ゲr8 ク＼，戸。

•

I 表

曇だ
慈中心： 3 束（1'I..八心戸e)

賠釘言支胤 F's.,; 。..,,_ Tmcに Act‘巾ぶ＇が

(kW) Mi c  ̂ P。」り COJ\.如匂e ＾知斗oifl
too (2.34 r o、 1 ア） x |び 2.4-S'X IOq 

直水設桐 1000 (2.2~ t 0.l 1) x 1010 (2.1 ! 0.2)x lo'" 2.51 y., 1010 

2000 (37 t o.4) x 90ro 

呉毀投協
100 0 (2.47 士 0.25) X 1010 (/.~4 :t o.15) X 1/)'ー l:T9 X I 010 

2000 (2.77 士 o.q o) x 1b'゜

3000 (467 士 0.55) メ l rf゜
!OOo (8.80 士0. 3!?) X 106 (3.4 ! 0.4)x IO‘ 

E. 3 4lJOO (/.2 t l,0) X IOア

5000 ((.8 :t 0.2) >(107 

rp'I'¥. - I 1000 (4.~0 土 04-?)x I が (4-. 6 t o.!5-) x 1012 3.71 x 10'~ 

Pm  -a 1000 （認i /.03)>< 闇 (3.7To.2) x 1012 4-.49 x I 01~ 

日丑一 l 00 o (1.58 to.1 6) X I O'3 む(1.7 :t 0.2)x 10ら 1 -)7 X 1013 

sらt I OOO (1.68 ! 0.17);,<. 16 ,2 ”(+ I. I't o. I) x 1d: 

沃市立況押臥他げ‘ーター 1 遠ii.
”了iass k §ゐ
が％ 8..0.ŝs qfぽ品とも含む．
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戸和ぺ？トロメトリー I：ょ項及応可釦樗
2 B 3 I が犬炭広

石呵覚危汲辺好沿
H 本保子”"し所

渭スペ？卜めメトリー lマより莉しい約侑足量戎贔 5 応用し｛社反応ぜ面祢の比較吠
麟Im 可る研克 Itつ｀｀て耳べふ
枝反応年叩知り煎卒囀ぉJ U―未知i翡1史初侑と幻騎間 l対して印t生チ

胚if:1 を行な＇）と；；欠外町1系J)嗅’l走初侑の枝反た浙釦積 62 さ永あ｝、‘℃がで3 る：
ごユ = ,¥t ．g． 5、 (/-e ー入、t) e ―入，t＇ ----(/) 

必． D1 (I-e —入より e -入~ t' 

、‘ヽ、で1'11/ Pり名、およがAI1 そ k f｀い粽和机に知紋，痕妥数幻疇碩， K
ぶび湛度炭蚊で，必，D.1.,およ(,A`心 I~~ い心□の伶｝故濃麦数ぉメぴ峨
麦定叙である．fi gt雌射叶）詞 I ti f l 科屑）n t -=r、している， ll）へから P月か 0‘rr/,`
ヽ｀＇t <..，麟紐t用い；と乎廿｝束庶度t求め 3 ，必要 l i f; <, l rてがって，序fまう
束厖度の＂切 r¢、＇ぴ I：測知応不正る釦 l起翫 3 反応絣釦積の採差 Iiも釘煎知
れ 3 ミt I'TJ●る．

、T う（＼反／戸疇のt裏逐紋pr,求め 3 ドみ（1 つて（［彗紐Tあ~ r喝グラ 7
工て一戸且＾臼 l ：よ）贋'.叩杓質および成1 皮約侑のぅ艮合スペ？>- Iレと角名荀 0 3 こヒがで 3
るが 9 f磁t 11 fJ•う 3 `’＾托姜fいうび 1 で繁誰浮，？シ I: 11 掠哨jJ Jログの位平粒fが9
t̀ 1ヽ(Jか a 又｀¥→t 1 平 r,i-'j.

L P‘3 ド、八埠スペ？トロメトリー 1: i清し‘,"走量幻牛吋え疇用す a ど
心浜 li口早t1 i;、), 1農鐸数 P さ求め 3 バ） l: F』~ r心叩紐s,'~ て登
f免可んでみるので， コン 1 トン肴文5し叩パ浮;;全く｀竺視す 3 ：とがで 3 3. す「iわ
ら，将準拭叶おi的月1，史試凡混合スベクトルド和r 3 1 が心河知叫s e)や）
る /l /1 日 I t J:,,、て示］、‘'てくて、文氏公 9 1号ら水ふ．

応 a。十土釦t文 bしーデ（a,,, 中）---- (2) 
レ＝ I i = I 

っ~,に，没水そ＾水(/) :入叶 I·` ついて，粁ク面積＄t r ::1 
碍＾ ～…凸 P，ビ＾比碍 l ヽ’J面~.iっ <
(S/D7 ＝ん（cmt)、··· (9)) ょうfょ•c~暉れと マ
玖して l -pヽる歿，1..，(l.)式 I`9 1走フて面積＄さい忍
ずふ．（今9、t :＇碍スペ？卜 P メトリー／てよi iiJ償失t
も必，1（臼，三痴））。 I~' げ咄彼違麦款D t r; 
揉 a いー一心 Dr'( の町 11 ；欠。加示 9ヽつあ 1 : 3 

恥.. 1 :t p --—ー（水）
、、ミで た 1ぶん目している r 、£泉の遺袴のか，J今て·,'{
(i l社陳凜｝．＂文であ~. t.っ T (3) 臼ぴ（が）戎よ）

1 3 6 
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丈式 u尋る：
D = S(/ t t）／品・'( -•ーー (f) 

従って (I)式を文Q如く条わびミてがで-? ;i. 

4.. ル・ふ (I -e ーパ） e ー＾、t' ・丸（／＋い ...- (ヽ）
必． s, ．名 (I-e·入t )e^.. t I ん (I + t,) 

（（）式力‘らして，床•呟 1: ぶ；オ亥反／と浙面桟 9,I走 1 ｀わ I' て /l, 通考のす法で lI 位勢ど
さ,ft- 3 氏如浅’l知困難でねf汲餞括fエ＾生し·易 99 f #1束底度fiウぴ l:9裏麦餃 rA‘r
d 戌’l夜象令t伊字tし r/ ". 
5 ら,,. 支fマ述べ｛：やくコン 7゜卜｀4収位し各砂＾スベ？卜）しが皇全 I!翌視で、＇る。て｀，

みるえ希り 1：いくつやヽの用出和‘叫して＼、 3 pt合て:., i,,反応由釦莉戌ll し k) t 
す 3 吋,~つ、，ての用雌夕雑tず 3 こt rヽ ．＜，足＾叫｝令 P‘'屈してい； i iで，
ねが 1這tして使用すう、、とがで 3 ;. i tて． m- ぇ予↑ 1冴含i k (I, 3 み訂司9主
外ぃ反応許面積既知叶ぎ年が直として妃＾用iもI手さ反た絣印莉未知＾il'J走枝猜可 3
希ふ心、（ 6} ~ I屯 Iヽて斧以り／t求め),姐尊ががく，f:ゞ和It比＾みて‘差：挟ぇ
i ̀ ` こがで？ ;. 
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Ge (Li)検出器による核分製生成物のガンマ

纏瀾定

日本原子力事業 訟鳥安麟

大東祥晃，下島 光

目的；核分梨生成物中の放射性核種を同定するため、またその分析方法を検討する

ために高分解能 Ge (Li)検出器を用いて、核分裂生成物からのガンマ線スアクトル

を測定し、核分裂生成物中の各核種とその量を決定する方法について検討した。

方法； U02 (/3 f濃纏ウラン）約 9.“sm9 を秤量し、ポリエチレン製袋に封入して、

原子炉 (T T R - I 、中性子束約.2 .S X /011n.ca-2 • sec ー1) で“時闊照射した。

照射后／日から 300 日まで冷却時間を変えて、試科のガンマ練スペクトルを測定し

た。濶定系は ORT 耳 0 製 Ge(Li)検出器 (3 cc) 、前置増巾器 (IOI X L) 、主増

巾器(.20/) 土よび東芝製.200 Cho 波高分析器で構成した。

瀾定に際してはベーク練苓よび軟 x 縁を阻止するために、カドミウム板（厚さ O.s

lllIll) .2枚とアクリル板（厚さ S 震震）を線瀬と検出器との間に配置した。

Ge(Li)検出器の検出効率は 141ce C IJ/.s KeV)、 61or (3.23 KeV)、 19 8 Au (1/-I.2 KeV) 、

181cs( ヽん2 kev) 土．よび “Mn (『“.2 KeV) の標拳練源を用いて決定した。

一方、実験値を評価するために、ウラン一よ3夕の核分褒生成物の核デーク（崩攘系

列、核分梨収率、半減期、分岐比）、核分縦断面積、土よび熱中性子東などの定数

を用いて、核分裂生成物の量を計算した、。質量数 7 .2から I‘‘ までの系列について、

各核種の放射能を計算した。例えば、質量数 ll/-0の崩濃系列は

140Xe(16$) .1→唸s(6GS) 』~l40Ba.(1 .2 .8 d.）」こメ40La(40.2h) 』~140Ce($柚le)

のように表わされる。

結果； 1 日から 30 日まで冷却した全核分髪生成物のガンマ麓スペクトルを Fig,/

に示す。

Fig,/に左いて、ふな KeV 苓よび.271KeV に核分褒生成螂でない 289 NPのガンマ縁

が現われている。 2 89 Npは

238 239 p- 239 
U(n, r) U(23.5min..) -—→ Np (2.3olo.沙

によつて生成したものである。

1 3 8 
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Ge(Li)検出番を用 19 が収eのがンて緩
2B33 -1.,~り卜 Iしの研究

（立た原研）ァ村侵児，炉虚渚

枝峡忍臼‘るf豆寿令 Xe 杖釦校的性噴を研究するために I I釦邸炭蒙Iこよ 5溶
殊椒炉‘‘命介‘人を他の枝介飲生恥｀例かり足速lこ介餅 L た 1灸，(re(Li)検出器四｀かン一＜絹
凋定を利‘フた。本研究の H 的 lよ l') 1317X-e 1'3 8' Xe の正確な守秋｀訊の；刺史（叩‘Xもの
ゎ·.:<緑のエネル・ヤーなりが 1こ柑対秩凡を汎’l'足、すなこ'£.. Iこより奇一奇応｀‘み ~,u匂の
レベル禍造鮒叫d)鋳久： I足長すなこ'f. I 0)1J9t盆［保釈，こ Atのガ屯なる俎寿命命 1‘‘ 人枝祖
疇出 2 れらかを明りかにりなこ L ；ある。

史険
ll) 冠、ィ虹凜

rx,0'1 11.／心／芥r の登中性f -L.、 3 介問岬し1::. IS~ 20 訊}/J)碓影ぅ：：：：＿ lレ経品左，四癒化
炭i、ン N^H503,K 溶；夜If)入，？た介液0 ートにかj l I 令り 20 杓振とうする。有機層もy
U N叩03 水落応‘;"佐， 10 l>\ l の IK が入って、，クビ‘- A -I:.1ク l I y線渉I 史と
41) 。なら‘ 測定中に Xei惰檄J曾かり準 IT｀なヽ）こ'L 1t I 国様な汀；f、-c‘；i1定した '”Xe,
I此 xe の手：咸期がiれん｀れ 1, 、し 0ira1, lいL .t. 0,1 炉‘ある：：乙かりも叫りかず•おら。
(a 浪1 定雰
立放た紫］県砕i --z.m イ乍った肩効杯籟 1、I, cc の保（Li)検出器、左『 l<, /20ov の Iヽ｀イ―f

7ヽ 咆正｀使用した。前か訓中器，”＂径， 7“”"詞、そ爪ぢ1"l- ORTEC-118A, l.f/0, 
RCL 仔00 ヶャ〉 1` lレて、あゑ。呪。の 12.2.. K-e V, 6°Co の /333 Ke-す尤吃ヒ°- 1 -c万阪 L た Iか

鱈 1!.. 3 Key,ぁ、ょ1t-、'f,i /{げビ｀ある。エネ lレや一f .Y') 7‘ レーショヅ 11'刃｛A, 叩，
叩，か8Y 冗，叫3^ て` ffフた。
L3) 訂荻効平
各光電ピーりの相対伐肛左測定するために， r線のエネ Iレギ‘ーと計敷劫和開イf、左

f勾裸平縣派を使月t束めた。（吃促訊務祢椋定の憚，＆'1Co I 6ーCo I l)?c?) もの特果 r叙
のエ］、 Iレギー~ E 叩）℃する直款効守）;J; C：：：（ど，0江 0,11) Xl戸 E -1,,,_32.-0)間1糸ずいわ
エれた。

杜足なりが 1こ府穿，
lI) '”Xe,'吹e d)手疇
棺~ rJ'i 81 史］に r 緋泉人'\° 7 ト 1V□掟 L' 各ピークのヤ観左束‘めた。 TJb. 1 に

1)7xe,'双e._ Iこ＇昴属する乙甦油瓜る仁0 -')のエネルギー愴なりが｀’こ史利された手減｀限iの
伯 k ]、した。これらの値なりいへに汲差,J:.最少月危久て、訂惰 l t.:.。 TJ紅 1 d)イ』を加望
干勾 L -i.求めた手叫いとitの研究店の終屎口比較する L よヽ 1 一致が見りれる (T4如）。
な b` l｝双eの手叫』 1 してし 1ずしば‘外 liされ乙を 1こ／？分の 1直 IJ..記邁むtるよう 1こ）もわれ
る。芯 b ＼この高、1値ウ原 ~Iよ 08xe'® 殖勺5 る 3] 分の '3 gC59 影惰 Iこよるものと危
巾凩、る。
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('2.) 呵e なり炉 1=-'町e の Y,f叉
呪e に 1" する↓のと危 h 汎i Q,f知，知｀t l keV のみずあった。俊足尿，緒々の

涌呪吾により '”Xeり r絡、'l I -z..殺佐乞れた［/.f, o,2r, u,3S-1 P,60 M€V-のビーク,i知
< 3, ル／かの 81kでの混在に帰 l§ するものりもかれる。 lJ8xeに属する r線のエ$. Jレギー
なりが 1こ柑 Ii 5紅と T逸 3'Iこft、 l, 1.: 。なお，比較の 1.:.. bl.:.. ALV公戸符にとる(j-elLi)
吐器 3 4たった経泉， 0c伍心， Toれ［ふ）れの凡I (Tl) によ 5 佳足Lイ脊紀 l た。 1月打殺几
闊カバ｀々の 1直の紅 lお lo・ん以下り忍いる。本史棗:- -,1i ·Al-v~戸ずが親冽心なが
? t:: /7 61, 200み I 20/仔 Kev d'J 1詞叱い測定ずをた。
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日本隋わり研喉吋
詣釆和ー， 讚樟双，財ぶ牙尤， m滉茨ナ

ぼ1, 190I,'”l fェ\:.ー（＝がナ 3 deC.̂y seheme, 

l schemり畔屯和1..I 葬峰Iふt
ふ．位ヶ呵J遠伊心ふし、ヽ憎骨籾 13牛
＂加いヒ<.らベl.還がぃ 1 た

杜穫q decッ s如e(1 丘t□ 5 かに 1:)な
っ？いな II ．ずれ遠りか）℃ a心虹冠碩にく含釦る='c..オ‘で~ J ｷ:ー! 
r:,"~13牛の F~ch＾ふ l嘉ず直炉沿遠心杞ぅち Te刈知拉積.,和ゑ鉛栓
用t拇ヘー〉乙しにし 合っ••134I の dec^) 5c.heMe t哨らかにするユしt試入f2.
ぅ辺輝l製 サク砂度うぅ匂心（天松‘ウラ砂 loo-500m3 いJ RR-1 韮送逹 lュト｀ 1. IO-20 ク
）りやtm 照知し， I坪花qれ糾1頁 1)ぶ（ O·む）が浅‘裟す 3 手1.舟疹）1i1枚文湮 L た 1気う虎H C. I
国遠鮮し，登沸 l 1 Te遺疇｀紅虹芦 1-:. ~ちl-,和考荻L マ 2NHCl とし，
鉗燐'c. 10-l..0 ~ I~ か!,ぞら．合目蒻t tリぎし，表面 I→杓出しt -,-e t、y音ぅ濃1-1 No只｀
鉗表①澤り砕，和•考森 L O、2- O.> N H l\/ 03 'cし， H迎サ，イオン切輝4肪拉 I2 凶肩
マ--te, 1N 困 03 t"Te も房飴す）．令診 L t T凄液（ l炉 lr 叫）には Ih尋 10が(.ゎz..,
，，ンモ＝アア /V カリ 1苓/-:.し， 1M NaHSO3 をう滋I..わl.- "l 701,f-洵枚圧す l •っが1-:.,
HN03 1渭崚1•土にし 1 M NaNO2 粕囁I( わ土t la 塔 9 c...戊 4 1‘祁l 出す}.坤也 3 卜た Il l.
1M  NaHSO3 敦沿I tふ(. b 水 1‘さ箪出 1 a. 呼心謀性にし 1 i吐'ft. l.リ，、口．散後
(.,_笠悶出し r浚液,~ o.1 H が0.3遺和 L 1.. A,1 t.茨船：さ-1tJ. I―rい m互っ口怪杵1.｀｀日
過し，面面 1-=- セ n テー 70 ~，た 9, 通苫な丈きさ 1-:- 切っ'1.. Y-スヤクトQスコt•用言芍斗't..
L'{,.,. f湧II え試料（2, 頑たっーネ?t Aぼのオ和かf-:-マイラ腹（りがの菓裔っマウン
トし， t o 〒- 7ー 1ii而t広ヽ＞っf-z... Y-Y 伶沢お肉測l虹に 11 I 釦ゆ伝 L T吟韓tし1'1門
乞っおり 1 ケレンヒ‘‘ンに入小ヽ鈷丸 `L i'l--. 

辿 (1) p加胆．i ?ンがス-r. ltlいたが知tに1硝t§渭1‘‘P- Je—l "紐 L包
＼の比県，~,戻［即稔り牙 lっス｀ ｀‘'1.共在する (19河孜和和拉積し L 1. l#'”1(7%),13...I(41o) 
心豆浪幻小ゎ．シ）手日かぅ9込、1叫叫の r30 keV Y線以外 I::., s: y:ー又＾゜？卜 0 ス
コピ（＝ （王しに崎渭 L む I)•
(2) 沼知へ゜りトレ． ORT豆咄 l司真1り翌 G心）祖咋（和田忍），名・FV`9 粒ぅ
叫革釈Tn初イや手い） I こ F., 1. Y繕か° ？卜 I......直心，全渭遺か比す·ょ V` f
加炉0)比t求め'h-. y線応？卜 I…9 1が1 1<百・1. l瑶、す．
(3) S'’x 午＂ウ ?:I~翌応Im) 杓出渚(-:. /:-., 1. yも泉，，，サムス 1° クトレて戎’l位し， ~
如ns: ti o八し釦脊卑3 レペ＇レのエネ I／ャーで誼＾一fi.. Fj 9•2 1こ‘｛のスベクト'...... :手す．
(4) Y-'(ti") a~t奇這． 3''X 3',NaI(T£) 棺払渚'<.. (:re （しt）袷出湯\. 1;. I ~o• ク向 I吋灰登し，

NaI 信II 1‘‘ 釣(, keV, }匹＆ V 7ェ'c.` l9 <') 9ヽっ全兎 r, Yも知斗 Iンギーにうすたす 3 長 1‘‘
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V”Ge の摘堪
2 B 3 5 

京大工研 l約 11杯，滋釈ー屈中寮弘危，
泳炉虞

叩り：、‘れすで• 77依€の虚 kev 県年定 1灼涎．0)衛直の研虎 I~\＼くつかのグ Iし ,...70 /,さっ
て栢 3 れて 3 1:.。 しかし，？5Ill俵あ·と1J..9・ワ冶碁瓜阪急からの¢椋ホ・さ仏’, "息の影構’が'
欠きく，~)とかれ 3 疇；れた拉檎9 蘭で＇t指当の力＂ ；っ念があ 3 。そこで力れ
孔 l"n しく条 (Li) I乱体校出将II司\ I てミの釦俊苫祠呪し""k e 

桑結：濃絲度q3. 55.9/0 の叫和金属栃未を K U R （ニューマ午，冗］今ューフ｀＇）で＇i ~ 1, 
＼さ 2位沼 L た戊．↓ ~ 1.5 分伎 2cc 匹 (L!)輯虹墨ー1024 .it-'ン知vP HA 
可椋這11定し，喝之の蒐知邁への遺~l甚ず'< V 椋ぷさ仏＂，77A~ ［ミ和笈笠レ瑣を
ず）濱のエ;f. lレ守'-.Ji·さが底伎苫tとめた。寺た、疵、射t支窃～JO今して．在€ダーゲ｀、ク
卜t (HFャ恥）噴かし更に心紐， N^エ苫 hv 之； H心這じて A砂直知
ぜた。心今這了し毛;::::..了 9k這品レ，王 9k.に切とて汚閑してきた釦<- "&塩AL的で｀
蕊£'し 3 1 某紅悼してか＆凡ェ m) 3 し 4 し一）ぅンかりしりーで之40 虹V M稗
“9免して打急支て＂そす 3 ガAsバ頂昼百もヒれた．、オ I I同 1=1す食之0J斌科で't阜しれ
た唄翌 ►11 t寸叫蒻楳区 A) 2. 1りに 1戸m. い今後のパ椋スペ 1 トパしめす・
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結果あ、さひ＇・ガ凍：ら l目かタカかJ I 1 K 」58 k式が薪！t I 粒松， n息ヒ＼1吐‘\1 I~ 

と、く介箪し，前存 11"ぶ→”船．＂のみ K よ 3 も 9 1" あjか＇＼乙9夕知訂緯が’名
’、` ; <. 3 も<1) t "羹りI •しく 3 も 9 と0) Z つの戌／月ゥ直なリであ）。”俵rt (Y¥,() 

反．矢• 1'・亙井嗜e がら土丁＇j tぅ／）はかに“みe(n,[) でて'•3 た ”Ill e々 か.? q IT l, If j 

虹：：Jt Iてとっても土す'e}。液．叫tAt tぃ乙 l5 知v i狩、の単止呼周当，l 心殺 I~
‘、 m ・シ八』：賃 l芯 1ーさ と
臼m：：：心，:.i N'今m る之15m 父―}.nt如 Ni-+ eエT 心）入， ~,1s3 -e―入3 t J -(1) 
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で［えし A 3 。 K~ ユ lt a9 2ccGe(Li)囚外検出扮、にと 3 光竜ピ- 1麻薮紗専J A Iさ
釦隻を使，£ l" 稲浪当，l の 1 線，l'J0,1年訊直の府在禄， rll, i ld そ如豆紐
史獣知苺卸収槌そしめす。
2.!.5 比T iの崎准雌件,i)\.~：：： 1 1. 3 崎問い雌史し，て行なった。そぅ粒見，．i焚極すが
牒'c. 21) 虹 Y 粗 9 、 1 すれd)"虹Tて•印れJ出靱もよく滋し，粒昂 lす 55.7 士()、、
叩冴？た。 Ly叩t11 '7叫喝之 02 区中t；うで、9" l.., Uば'l針牧釦沖椋gt郎II危し、
"棚 53．区 0．碑厄が、＼る。ーガ~B.v叫叶 Kooi逹祠和げ 7••Z15k砂/i綿t
心(Tl) シン 4 レーシgンカウンりーで栓出して手咲勤苅士乙秒を得た。ワr年かし 9
P 稗あとが＇ ?1tJere_か‘しのi練の喝り場乏か急に入机｝とわれわれの．直かなヽヽすク I: 豆と 3 。
がti切反V I m 2. l5 函‘Y 練しの払便iいとして工，函／I21sy = 0.(/_7 t /).P/ 墳左
：：のい此吝ボ句｝院に｝必要な光 l泡どーバ埠i-:rl. AEA 樟葬底原ビ勺/41. i10, 辺渇．
嗅，け70, f冗）、 71知，おさひ＇•I7iAu 8る阻l してもとあた。祖， V叫`r k,;,oiえ．
＼:I町／エ21汀：：： 0、江立 0 /.J..を喝？ヽ I '1.}汎＼日の植と 11 もかt-.{' Il 大き＼、他をしめし？ヽヽ
3 
嗚す｀中任｝虹喝i\ iが、西糾いiJ輝丘＂遣 k, 77`9噂要で＇直す託
や I弓かに（}\, y') -J;,さが”"(J-~ OJ IT  -Z"可‘J "'如かし 9 ht札これ T' も 1 1‘) 。 レ
紅｀＇つ？収i狂直叶tり叫いたを Nぐ，1, 入n い、~ I 入へ＂が危下t,
心 (Nいら Nぶ）そがteh + tC,h (N，十ら己山 (_2) 

)..a ` 3 、 Nかす、＂m t貨っ叫 9 れたも名） 6 したか＇1 つ 2 釘射疇tto<< iIA3 とす

“戸也（王』／心だ兄］ (3) 

ぬ、s, d如/"jそれ裕“-h 2 It;'2eV Y 桧の~t屡:E l I か＇釦訊竹したと 3 q照射訊
紐的to 考t殺年で＇奇:.この醸折う」Ill.~:~直k其ず｀（， 2l5 ばぼ、直
P 准食殺 I＜クオす 3 割ん臼／エp l1 0れが{))となら．：：の他）す Lym 山i身た·
(J、 2?:!: D-I} S とぷく一孜し-i ¥ \.}..'17膚qも K 甚オ'(Y 椋、,-a it;-~凶， 2 15 枷りlヽ Iす
迂0 は叩t-K エ／エン＼s y < l 1o りりq,、いが＇がれたか｀’1位＂o;?。｀の年（肛I~、
し I m • 9紐I1E3 弓た祠豆｀碕）ととか予想されJが", H4 と欣也して・丸伸
駆1仇輝以m団I J L i可の御狂 d＼訓 I1 15 、 5がな＇）、，厨A E? =-03訊4遺科〇｀レステマ4 、y 7 ス 1戌す〉。し1=-か‘1 つ？虎年『 E3 」'乙てが｀

1/..9- 158 いV 中）岡＼すこq卑駿,··<i ~水--1-_ 77"ヽそ0)崩喰

→町's(5qS) 冗9に1::m; :: ？雷閤q
`1、3h. ＼〈（霜°3ft啜 心．いが 1°91t A直玄示して＼＼ J.() I力

靡9翌＼や——淫び;: 
keV の教）り 11 J. 0,Vq ll如~i滉かもヒめた崩浪孝

ー＾た」2IS ヮヮ＂知 9 術澳さ 758知崩浪t 0)即い且·し
検討苫ヤV とた。
7” (i:,e. 1-:: っヽ 1 -z.t I印孔，炭験でかなった。
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